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序章本論文の目的と構成
1.本論文の研究背景と目的
今日の中国が世間の注目を集めているのは言うまでもない。特に、 中国の改
革開放政策が始まって以来、全世界の中国の経済発展への関心は途切れていな
い。確かに、 80年代から現時点にかけて，中国が経済発展の面で得た成果の
大きさは誰にも否定できない。一方、中国の凄まじい経済発展だけでなく 、中
国社会における経済面以外の変容もずっと続いている。社会変容によって中国
国民の生活水準は驚くほど早く上昇している一方，一連の社会問題が生まれ，
激化していることも事実である。この約 20年間改革開放以来、中国国内でも
海外でも、中国の主要な社会問題に対する関心はどんどん増えてきた。特に，
この数年間では，マスコミや学術界でも GDPなどの中国の総合的な経済発展
についての問題よりも、 日常生活に直結する問題に対する関心が浮上してきた。
例えば，中国の階層格差問題，環境問題，社会意識の変化などがあげられる。
そして、前述した問題は、中国社会学においても研究の主流である。しかしな
がら、筆者は今日の中国において，階層に関する格差についての問題は、すで
に専門家しか知らないことではなく中国人共通の常識の一つにすぎないでは
なし1かと考える。たしかに，格差問題のような重大問題に対して研究を続ける
ことは必要であるが，社会の実情が人々与える影響と影響を受けた人々 の行動。
そして、そうした人々の行動が社会に与える影響について研究も必要であると
筆者は考える．
イギリスの社会学者アソンニー・ギデンズはこのような 「新しい知識と情報
を行為の環境に常に組み入れることで行為の環境が再構成され，再組織される
というモダニティの再帰性Jを制度的再帰性と名付けた（giddens, 1991 = 
2005 : 279）。特に近年になってから、若者研究における、中国の社会現状に
基づく若者の具体的集まり 、社会問題に対しての研究の大部分は農民工問題
（若者内部の階級格差）あるいは戸籍問題に集中している。他には， 「蟻族J
と呼ばれる大卒低所得群居集団に対する研究が、一時期的に話題になったが
（廉 2010），全体的に言えば中国の若者文化あるいはサブカルチャーと社会
変容の関係に関する研究では，量と質双方で目立っているとは言えない。90,
年代以降、若者研究の主流は世代論であるが、研究方法と結論がマンネリ化し
ていると考えられる。実際，長い間に沈滞していた中国若者研究に対して，中
国の学者の中からも「無権威，無経典，無伝承，無衝突のような状況は今まで
青年研究の一般状況ではないか」としづ指摘がなされている（田 2012: 87）。
とはいえ，この約 10年，若者文化に対しての研究が急に増えていることも事
実である。特に，ネット流行語について社会科学研究は以前よ り明らかに増加
している．こ うした若者研究や流行語研究において新しい研究が増加したのは、
「後期近代Jとしづ概念に沿った中国流行語の様々な新しい特徴が最も重要な
原因と考えられる。
まず確認しておきたいことは，21世紀以来，中国の日常生活では、流行語
を昔の時代よりはるかに高い頻度で接触できるようになったことである。イン
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ターネットの普及は流行語の普及を強く促進する。毎日，インターネットによ
って大量の流行語となる可能性がある新語が生まれ，同時に大量の既に流行語
となった新語が絶え間なく伝播される。一方，現在の若者は， 一目、テレビを
見なくても，新聞を読まなくても不思議ではないが，丸一日インターネットを
使わないのはめったにないだろう（特に中国におけるインターネットの場合は，
無料に書籍あるいはテレビ番組、映画などを鑑賞できるサイトが大量である。
これによって，例えばある本を読みたいとか，あるテレビ番組を見たいとか，
インターネットを通じて達成する人が多し＼） 。それ故，現時点の中国の流行語
の最も重要な生産者と伝播者は、インターネットによって同時に育まれる。す
なわち，それは中国の約6億インターネットユー ザーである． ①この時代，確
かに毎年の新興流行語の一部分は相変わらず有名人の言論，社会事件あるいは
文化商品を契機として流行するが，大多数流行語の創造者は一般のインターネ
ットユーザーである。そして，言うまでもなく，インターネット流行語の創造
者及び最初の伝播者の主力は若者である。従って，中国社会に対しての研究，
特に中国社会の若者に対しての研究は，流行語を研究の素材とすることに重要
な価値が有るであろう。 2011年までもちろんインターネットによって生成さ
れた流行語あるいは新語が毎年多くあり、かっ一時期的に社会に広範囲に使わ
れた流行語も少なくない。しかし、マスコミと学術界から流行語の意味及び流
行語使用者に対する関心は現在ほど盛り上がっていなかった。また、現在はマ
スコミ と学術研究においても頻繁に最近の流行語を運用している。つまり、最
近の中国の流行語には何か新しい特徴があり、この新しい特徴により、流行語
について研究も新段階に来ていると言える。
最近の流行語の最も重要な新しい特徴はネガティブな雰囲気を持つことで
あると筆者は考える。そう した前提に立ち、上記で説明した新しい特徴を持つ
流行語の発端となった流行語を対象に研究を進める。対象は「席盆」 （両字と
も日本語にない漢字、勝手に音訳すれば、発音によって「ディアオス」になる
はずである）という流行語である。
「席盆」 （ディアオス）の由来は中国の電子掲示板サイト baidu貼
日巴である（日本の参照物と言えば、 2chのよ うな掲示板サイト） 。この 2011
年末に誕生した新語を直訳して得る意味はかなりいやらしい。 「席」は中国北
の方に男性の生殖器に対して呼称、 「盆」は人間の体の毛、 「局Jと「盆Jを
組み合わせると、意味は男性性器の毛である。こんな粗野な単語の用途は連想
しやすいであろう、ただインターネットの上で口喧嘩用の言葉に過ぎない。最
初、この単語はある中国サッカー選手の電子掲示板スレにおいて口喧嘩から生
まれた。攻撃の対象は、本来は農村出身、都市へ行って生計を立ている青年及
び都市と田舎の接合区域に住んでいる青年である。当時この新語のコンテクス
トは「わかるかい？！都市に生まれなかったお前たちはただ性器の毛のような
① 2014年「中国インターネッ ト発展状況統計報告」において、 2013年 12月まで中国にインターネット
利用者数は2013年よ り5358万人増加して 6.18億人（前年比）、30歳以下の利用者数が 57.2%である。
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低くて、汚いだぜ」のような完全に差別用語で、あった。普通、こんな攻撃を受
けた人たちはもっと激しく反撃するべきだが、意外に、差別された人たちは「席
盆Jという呼称を納得して受け入れた。そして、あの日から「席盆」と名乗る
一つ小集団が現れてきた。しかしながら、 「席盆」としづ変な新語のその後の
軌跡は誰も予想、できなかった。2012年 1月から、 「局盆」は中国の全国で爆
発的人気を博した。 2012年年末、この新語はもはや年度流行語となると言え
た。 「席主主Jはインターネットから共産党の機関メディア「人民日報」及び中
央テレビ局（CCTV）まで、草の根のような市民の喋りから有名人の発言まで、
日常生活の様々な領域にまで浸透した。この新語が生まれてから 3年目の今日
でも人気の衰退は全く見えない。現在，どこの国でも「席盆Jのように3年以
上の生命力を持つ流行語はかなり少ないのではないだろうか。
なぜこのようないやらしい新語が迅速に流行されるのか、そもそもなぜ非都
市戸籍若者に対する差別用語を結果的に都市の若者まで「席盆jと名乗るのか
（面白いことは、昔の時代なら、若者として、ほかの人に「田舎者」あるいは
「ダサしリと言われることは一番納得できないことかもしれなしウ。また，元々
「席盆」は身に付けられたくない恐ろしいラベリングのはずなのに、逆に少な
くない人が自発的に身に付けるのか。このような普通ではない現象を無視する
わけにはし1かない。実際に、ほぼ「席主主」という新語が生まれた同時期、人々
の類型を指す新語は次々と中国流行語となってきた。しかも、そうした新語は
長い生命力と使用頻度を備えている。これら新語は人間（主には若者）の様々な
方面を分類する。例えば、モテる人とモテない人、女らしい女性とあまり女ら
しくない女性、処女または性行為少ない女性と性行為数の多い非処女な女性を
分類する新語が現れた。また、ごのような新語は、ニュアンスと使い方は、「席
主jとかなり似ている。つまり、表面的に見ると、いい意味の呼称は他人に使
い、ネガティブな良くない呼称を自分に使っている。 こうした、ネガティブな
意味を持つ新語の高い人気と使い方における自虐傾向は中国流行語の歴史上
前例を見えない現象である。
先ほど示唆したとおり、中国には「席盆」などの高い人気の新語を分析する
学術論文がある。一部の研究はこのような新語の流行原因がポスト構造主義に
おける主流文化脱構築の需要を帰結し、またはこのような流行語は若者が格差
社会現状に対して不満に引き起こした結果、自噺あるいは若者の対抗性体現だ
と言われている。他方、 「席盆」と名乗る集団に対して激しく批判し、さらに
中国若者の素養を疑う文章もある②。 しかし、脱構築にせよ、自噺にせよ、対
抗性にせよ、 差恥心の欠如にせよ、こうした研究は表層的に流行した要因を説
明するのみであり、なぜ脱構築するのか、なぜ自瑚するのか、なぜ差恥心は欠
如に至るのかといった原因にまで迫る詳しい分析は足りない。言い換えると、
＠ f席盆jのような流行語の生成と流行が主流文化に対して脱構築したいのよ うな情緒の体現物という
考え方は李〔2013:77一78〕を参照 「席盆」を自称する群体に対して批判及び 「席盆」 群体の人格欠陥
について分析は李〔2013・7983〕を参照
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ネガティブな流行語の流行原因と使用者の動機に対する分析はまた充分では
ない。本論文の研究関心は、今日の中国社会の特徴と全世界においてグローバ
ルなコミュニケーションにコミットするインターネット時代において、中国の
若者がどのように変容しているのか明らかにすることにある。この関心を達成
するために、現在の流行語に対して注目することが不可欠である。なぜなら、
流行語についての考察は、若者集団の言語文化、時代感覚、価値観などを認識
する一助になるのみならず、同時代の社会の本質に迫ることもできるからであ
る。そのために、本研究では、中国それぞれの時期の流行語の生成原因と流行
原因を再考察する必要があると考える。そして，本論文では、語意によって中
国若者を分類し、使い方において自虐性を持つネガティブな流行語の生成原因
と流行要因について焦点を当て研究する。研究の目的は、ネガティブな流行語
の生成と流行要因分析を通じて、後期近代グローバル化時代における中国社
会が中国若者に与える影響及び影響に伴う中国若者の変容についての分析を
することにある。
2.本論文の構成と本論文の研究方法
以上，本論文の背景と目的についてあげておいたが，本論文の構成と研究方
法は次の通りである。
本論文は二部に分けられる。第一部分では、まずネガティブな流行語の定義
と代表的なネガティブな流行語の意味を具体的に説明する。そして、ネガティ
ブな流行語の発展経緯を紹介する。次はネガティブな流行語に関する先行研究
をまとめる。最後では、筆者が行った調査に基づき、調査結果は先行研究の結
論と相違の部分を指摘する。
第二部はネガティブな流行語の生成と流行について説明する。説明する方法
は従来中国の先行研究から強調する格差論視点を放置し、中国若者のコミュニ
ケーション及びアイデンティティにつながる新しい視角を通じてネガティブ
な流行語の生成と流行の原因を再検討する。このような視角を通じる再検討が
実現可能になるために、筆者は後期近代においてアイデンティティ変容につい
て学説及び中国のネガティブな流行語と似ているところがある他国の流行語
に関するサブカルチャー学説を利用して論証してみよ う。 本論文の最後では、
論文内容のまとめ及び、今後の課題について述べることである。
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［第一部 中国ネガティブな流行語について説明と問題所在】
第 1章
中国のネガティブな流行語について紹介
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第 1節ネガティブな流行語の歴史
若者研究において，サブカルチャーに関する研究は長い間重点の一つで、ある。
グローパル化したインターネット時代の今日、サブカルチャーについて最も重
要なパフォーマンスの場は既に現実の生活世界とインターネット世界で併存
している。インターネットを通じて中国の若者たちは以前よりも自己表現の機
会を獲得している。同時に、インターネットは若者が自分の意見を発して感情
を伝える最も有利なルートであると言える。例えば、中国のパロディ一文化及
び社会事件に対する二次創作の存在感は、中国のインターネット普及率が段々
増えてきた 21世紀から明らかに上がっている。そして、インターネット文化
の様々な表現形式の中で、一番目立つものはインターネットから生成されるネ
ット流行語文化である。特に近年以来ネット流行語は、インターネットの場だ
けでなく、実社会に対しても大きな影響を与えている。一方、ネット流行語の
生成の根源は社会だという考え方は誰でも賛成するであろう。言い換えると、
社会は若者を影響させ、影響された若者が様々なネット流行語を作り、そして
作られたネット流行語に社会が影響されるような循環が必ず存在するのであ
る。従って、若者研究あるいは社会研究において流行語は、決して見落とせな
い研究素材である。筆者は、現時点の中国は中国流行語に関する史上最大のブ
ームがあると思われる。特に、この 2、3年間、ネット流行語の社会的な影響
力と商業価値は昔より急上昇している。だが、筆者の関心はネット流行語の商
業価値及びインターネットから日常領域へ移行する現象自体ではなく、近年の
ネット流行語の内容についての特徴である。筆者にとって、この共通の特徴は
インターネット流行語のネガティブ性だと考える。従って、筆者は近年のこの
共通の特徴を持つインターネット流行語を中国のネガティブな流行語と呼ぶ。
この論文の研究主題は中国のネガティブな流行語の生成と流行要因に対し
て分析である。そして、同時に中国若者の変容と現状についての観察も行う。
だが、いったいネガティブな流行語はどういうことなのか、これをまず説明
しなければならない。
簡単にいえば、マイナスな意味を持つ流行語にはネガティブな要素がある。
その上、もしある流行語を使用する場合にはいつもネガティブなコンテクスト
があり、ある流行語はほぼネガティブな情緒を表現するときしか使わない。こ
のような流行語は、たとえ内容それ自体はネガティブな意味がなくても、ネガ
ティブな流行語とみなす。例えば、 「リア充Jという 2chから生まれた日本の
ネット流行語、本来は実生活が充実している人間に対する称号、全くネガティ
ブな意味を持たないが、流行語の使用者の意図をよく見ると、実際には「リア
充jの使い方がかなりネガティブなコンテクストを含有することに気付くはず
であろう。友達が少ない「ぼっちJあるいは恋人がない「毒男」 「毒女」が、
生活を楽しんでいる若者たちに「リア充jという言葉を自虐気味に投げかける
ことはよくあるが、「リア充jと名乗る人はあまりいないであろう。すなわち、
「リア充」のような集団に対して賛美する流行語は若者内部の弱者層あるいは
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「負け組」しか使わない。このような使い方はネガティブな使い方にほかなら
ない。従って、筆者が定義するネガティブな流行語は二つのタイプがある。一
つは流行語それ自身が強いネガティブな意味を持つタイプである。二つ目は、
ある流行語が普段使われる場面において、ほとんどの使用者がネガティブな情
緒を持つ場面というタイプである。もちろん、上述のような二つタイプのネガ
ティブな流行語はどの時期でもあるということを否定するつもりではない。し
かし、近年、中国では、ネガティブな意味を持つあるいはほぼネガティブなコ
ンテクストにしか使わない流行語が次々と生成され、全社会に流通する状況が
今でも続いている。このような「ネガティブな流行語ブーム」と言えるほど沢
山のネガティブな流行語が流行している今日こそ、このような流行語をネガテ
ィブな流行語と定義する必要がある。そして、このブームの原因及びネガテイ
ブな流行語の機能を考察する必要がある。では、まず中国のネガティブな流行
語の歴史を回顧してみよう。
1-1ネガティブな流行語ブームの発端
ネガティブな流行語ブームの始まり、かつまた一つの最も典型的なネガティ
ブな流行語が生まれた時期は2011年である。この流行語は「局主主」 （両日本
語の発音： 「ディアオス」）という新語である。この新語の爆発的な人気及び
そのあとすぐに形成された大きな商業価値は改革開放後の中国流行語歴史に
おいて前例がない。 「席盆Jはどういう意味なのか中国語を理解する人ならこ
の新語の意味は決して良いニュアンスを持たないことがすぐわかるはずであ
る。 「席」 （読み方：ディアオ）という漢字は、中国の古代以来ずっと男性の
生殖器という意味を持ち、現在でも中国の北部に口語としてよく使われる。
「盆」 （読み方：ス）では細し、糸のようなものであり、中国は人間の髪の毛を
「髪盆」と呼ぶことがよくある。つまり、 「席盆」 は男性性器の恥毛の別称で
ある。
「席盆」という卑しい新語は最初、 中国最大の電子掲示板サイト百度掲示板
にある中国サッカー選手引退のスレッドから現れた。この新語は元々、農村出
身で、都市へ行って生計を立てている青年及び都市と田舎の接合区域に住んで
いる青年に対しての蔑称である③。この含意は、田舎から大都市に来た若者は
ただ性器の毛のような卑賎的に汚いものにすぎないという意味である。本来、
こうしたひどい差別用語は大騒ぎを引き起こして、もっと激しい口喧嘩に至っ
た結果、 「席主jという新語は日々繰り返されるインターネット上の口喧嘩の
なかの悪口のひとつにすぎ、なかっただろう。ところが、 「席主jという差別レ
ッテルを貼り付けられた掲示板の若者たちは 「席盆」 という蔑称を喜んで引き
受けた。 「間違いなし＼ ！俺たちは 『席盆』だよ！」というような反応が多く見
られた。すなわち、この新語が生まれてすぐに、 「席主主」と名乗る集団は既に
③具体的に経緯を知りたいなら、不十分ながら wikipediaの「開些Jについて記事、百度百科の「席些j
について記事及び 「新週刊」 雑誌会社の『席盆伝』特集 （2013）を参照されたい
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現れていたといえる。その後、この新語の人気はうなぎのぼりに高まってきた。
この新語の人気について、中国の若者は「まるで誰もが先を争って席盆を論じ
合っている、誰もが先を争って席主主と名乗るように、席主主と名乗る人数がどん
どん増えていく」 （李 2013: 13）といった感想を述べているが、こうした意
見に共感する中国の若者多いはずである。 2011年末、 Googleの上で「席主」
に関する検索結果はもう既に 4110万件を突破し、新浪微博（シナウェイボ ）ー
においても相関投稿数は220万を超えている。2012年から、 「席主主j という
新語が既にネット文化の範囲を超えて全社会に浸透してきている。有名人の中a
にも、 「席主主」文化を病的な文化と糾弾する人はいるが、 「実際、俺も『席盆』
だよ！」というような「席盆」と名乗る有名人もいる。④同時点において、 「席
主j文化に関する商業開発も大量に浮上している。例えば、 「席盆」 と関連す
る名前と命名する料理店、インターネットサイト、インターネットゲーム、ド
ラマは 2012年の問に次々と出ている。2013年には、 「局主主j という新語の
影響範囲が中国国内にとどまらず世界へと伝播することになった。 「席主主jを
宣伝のテーマとしてつくられた中国のインターネットゲームの広告看板がア
メリカニューヨーク市のタイムズ・スクエアの巨大ディスプレイに掲載された
ことは最も代表性がある事例だろう。さらに、ネット文化及びサブカルチャー
に対して一貫して保守的やり方を貫く中国政府側のメディアでも、 「席盆J文
化については言及をせざるをえなかった。2012年 11月3日、中国共産党の機
関紙『人民日報』 の第十八回人民代表大会特集号に「屑盆」という新語が掲載
された。掲載の内容は 「屑盆j心理に対する批判が掲載された。こんなに卑し
い単語が『人民日報』に掲載されること自体、中国人にとってかなり不思議な
ことと思われた。この事件によって、当時、再び 「席盆」に対する全社会に熱
し1議論を引き起こした。いずれにせよ、上述したとおり、現時点において「屑
盆Jとしづ新語は、中国のネガティブな流行語の代表としての存在感が全く衰
えていないのは事実である。
1-2 ネガティブな流行語の大量生成
もちろん、 「局主主Jが与える影響は「属盆」文化自身の発展だけではなく 、
「局主主」という新語のニュアンスによって派生した他の新語の登場にも影響を
及ぼしている。 「屑主主」 と同じ、一種類の人に対して形容する新語は 「席盆」
文化が初めて現れた次の年、 2012年に大量に現れた。もし「席盆Jによって
代表する若者集団が、低い生活水準を維持し、目立つところが全くない若者た
ちなら、高い生活水準を持ち、キラキラしている若者たちに対しても何か新し
い呼称を作る必要もあると考えられた。そして、 2012年に生まれた新語は 「高
富州」と「白富美Jというべアである。このペアの構造は日本におけるバブル
＠例えば、中国の有名な映画監督i馬小剛は 「席主主J文化が「自分が自己を踏みつける」のような異常心
理と激し批判する。一方、台湾の大人気ポップロックバン ド「メイデイ」は「正直、ステージに立つ以
外の時、例えば在宅の時ね、俺たちは席主主にすぎないよ」と公言する。
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景気時代の「三高Jとある程度に似通うところがあるが、魅力的なポイントと
みなすところは全く違う。 日本の 「三高男Jが「高学歴（高卒ではなく大卒ま
たは院卒）」、 「高収入」、「高身長」の男性のことであり、 「三高女」が 「高
学歴J、 「高収入j、 「地位が高い」女性のことであるのに対し、中国の「高
富州jと「白富美Jはそれぞれ三つの長所を備える中国の若者男女に対する呼
称であるが、内容は全く別の話になる。 中国の 「高富州」 は高身長、顔のレベ
ルが高い、高収入というより単純に金をいっぱい持っている男性若者のことで
あり、 「白富美」は、 肌が白く、可愛く、豊かに暮らせる女性のことである。
日本の 「三高j と比べると、 中国の「三高」において学歴は全く考慮されてい
ない。 ⑤確かに、現在の日本において 「三高」を求める人はもうあまりいない。
現時点の日本の女性が男性に求めることは昔の 「三高」より「価値観が合うこ
と」、 「金銭感覚が一致していること」、 「雇用形態が安定していること」と
いったことがもっとも重要になっている。すなわち、より人間らしい実質面の
部分を重視していると言える。しかし、中国の「三高」に関しては、強調する
ところが非常にシンフ。ルで、ある。つまり、外見と経済面だけである。しかも、
経済面の良さを強調するが、どのような手段を通じて経済面の良さを達成して
いるのかはあまり重要ではない。実際、給料が高い仕事に従事する若者が時々
「三高」と言われるが、富裕層の子供が 「三高j と言われる場合が最も多い。
筆者は、中国の三高男（高富州）の定義もちろん吟味するべきところが多いが、
中国の三高女（白富美）の定義が三高男よりもっと特別であると考える。昔で
あれば、若い女性を賛美するとき、外見の良さを賛美することはあっても、金
持ちであるかどうかをこんなに強調すべきことではないであろう。そうして考
えると、やはり「高富州」 と 「白富美Jという流行語の生成と流行は「席盆J
と関連する部分があると言える。すなわち、 「席盆」 と中国の 「三高」という
こ元図式が存在しているのである。そのため、中国の「三高Jについて経済面
の部分が強調されるのである。
「席盆」と対立関係がある中国の 「三高」のあとで、まるでネガティブな流
行語生成システムが動くように、具体的にライフスタイルについての流行語も
登場した。今回は、二種類の女性のライフスタイルに対して分類した 「女漢子」
及び 「緑茶妓」という新語を紹介する。 「女漢子」の意味について、漢字の意
味から見るとわかりやすい。つまり「男前な女性jとしづ意味である。 「女漢
子jのような女性のことを一言といえば、彼女たちは女なしさが足りなく、男
性に甘えることが苦手、外見の可愛さやセクシーさ全くみえないなど、とにか
く男性の注意を引かず、女性らしい仕草ができない女性であると言える。 「女
漢子j と比べると、 「緑茶嫁」は全く違う。 「緑茶j とし1う部分が若い女性の
清純さと上品さを表現する。ところが、 「嫁」としづ漢字と組み合わせると、
雰囲気は豹変してしまう。 「妓」の意味、一言といえば、英語の「bitchJ と
⑤日本人の方でも読みやすくなるのために、本論文以下の部分は「高富帥」及び「白富美」を中国の三
高と略称するところがある。
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かなり似ている。つまり、 「緑茶ピッチ」は無邪気な良い外見と上品な仕草を
備えながら拝金主義的に様々な男と暖昧な関係を維持する若い女性のことで
ある。⑥もちろん、 「緑茶ピッチ」と名乗りたい人はさすがにいないが、イン
ターネッ トの上で、他の女性に対して「緑茶ピッチ」と呼んでいることはよく
目にする。さらに、面白いことは「女漢子」 （男前な女性）と名乗る女性が急
に現れ始めていることである。新浪微博（シナウェイボー）の相関投稿を探せ
ば、外見がかなり可愛い女性でも自分が「女漢子」と自称する投稿がたくさん
ある。だが、筆者の観察からすると、実際に 「緑茶ピッチ」と呼ばれる女性は、
ただモテる女性の例が少なくない。元々、ある人が拝金主義な人かどうか、他
者から判断するのはなかなか難しいであろう。さらに、女性らしい可愛い子の
周り男性の追求者が多いでも当たり前なことだとも言える。もちろん「緑茶ピ
ッチ」の定義と当てはまる女性もいるが、他者が勝手にモテる女性に対して付
けることは不合理である。実際に、中国のインターネットサイトの上で、よく
転送されるひとつの「緑茶ピッチ」について説明した記事がある。この記事に
よれば、 「緑茶ピッチJの特徴は合計24個があるが、すごく吟味すべき特徴
は最後のひとつ、原文を訳すと「緑茶ピッチたちの終極必殺技は何か？普段は
決してうかうかと男とセックスしないことだ！」と書いてある。 ⑦セックスに
ついて慎重な態度を持っていてもピッチだと言われることは考察に値する。一
方、女らしくない女性あるいは男前な女性としても自尊心を守る必要があるこ
とはよく理解できるが、 「女漢子」と積極的に名乗る（特に、名乗る女性の中
に、全く「女漢子」の特徴と一致しない女性が少なくなし＼）ことは普通ではな
い。上述したように、 「女漢子」と「緑茶妓」は中国の若い女性が愛用するネ
ガティブな流行語である。
「女漢子」と「緑茶妓」が流行し始めた同時期に、男性の聞に、男女関係
に関して卑しい新語も流通し始めた。簡単にいえば、一部分の男性が二つ卑し
い新語によって処女と非処女を分類することである。処女あるいは性体験が少
ない女性は「粉木耳」と呼ばれ、性体験が少なくない女性は「黒木耳」と呼ば
れる。木耳（きくらげ）は女性の性器の形について暗に示している。すなわち、
性器の色の深さ（粉と黒）によって性体験の有無を示唆しているのである。一
部の男性にとっては 「粉木耳」は良く、 「黒木耳」がダメであるという含意が
なされている。このような新語はあまりに下品だが、社会的影響力があるのは
事実である。ミニブログ、男性が多いインターネット総合サイト及び成人イン
ターネットサイトなどでは、このぺアの新語を目にすることが多く、生理用品
に関する商品の広告でこのべア新語を使用することもある。女性の中にもこの
ベア新語を平気で使用する人もいる。結局、 「粉木耳」 「黒木耳」としづ完全
⑥ 日本人の方でも読みやすくなるのために、本論文以下の部分は「緑茶嬢」を「緑茶ピッチ」と表示す
ることがある。
⑦このインターネット記事最初の出処及び記事の原作者は判断しにくいが、 2013年の頃一時期的にはど
この中国 bbsサイトでもこの記事が投稿させるほど人気記事である。記事名は『如何益定緑茶媛』（『ど
うやって緑茶ピッチを識別できる』） 。
I I 
な差別用語が、性と緊密に結び付くネガティブな流行語になってしまった。「粉
木耳」と「黒木耳」から体現される中国若者男性の処女崇拝のよ うな考え方と
中国若者女性自らが「女漢子Jと 「緑茶嫁」のような両極端に分類する意識が
浮上して以後、 「中国のいい女性はもうあまりいないだろう jという意見は若
者男性の主流意見の一つになった。そして、中国の若い男性は現実において理
想的な若い女性に対して「女神」と呼ぶことが流行っている。しかし「女神」
と呼ばれる女位はほとんど「女神Jのことが好きの男たちの彼女になることが
ないので、女性から 「粉木耳」と 「黒木耳jのようなことを口に出す「席盆J
のような中国の若い男に対する皮肉も多い。
ここまで確認してきた時点で、生活の様々な方面についてネガティブな流
行語の体系はすでに形成された。外見、家庭背景、恋愛状態から性まで、ネガ
ティブな流行語が中国の若者を二元図式に分けている。そして、 2012年末、
ネガティブな流行語の内容は消費の記号性と完全に結び合わされた。つまり中
国における消費社会は、中国の三高と一致する消費品及び「席盆」と一致する
消費品を生み出し、宣伝し、いずれも大きな利益を生み出しているのである。
これこそがネガティブな流行語の生命力を維持するエネルギーなので、ある。い
ずれにせよ、単語自体の卑しさ、あるいは使い方について自虐気味が満ちる中
国ネガティブな流行語の大量生成及び流行は、 「席盆」が生まれてから現在ま
で3年以上持続している。
1-3ネガティブな流行語の現在
2013年以来、ネガティブな流行語の人気が安定し、 3年前に生まれた「席
盆」は一般的な語棄として定着していく傾向がみえる。最新のネガティブな流
行語は、 2013年で人気が一番高い流行語は「土豪Jである。元々の 「土豪」
の意味は近代社会以前の土地の小豪族のことだが、2013年この名詞をパロデ
ィーし新しい意味が作られた。最初はインターネットゲームにおいて大量の有
料アイテムを買う若者に対する称号だ、ったが、現在ではインターネット以外で
も値段の高い商品を買う若者が「土豪」という単語の意味範囲である。特に、
値段が高い上に、値段と価値の関連が見えにくい商品を楽に買う若者に対して、
土豪という流行語は一番適切である。例えば、アップルのスマホ iphone5sは
三種類のカラーがあるが、 中国には、ほかの二種類のカラーよ りゴールドカラ
ーの値段がもっと高い。従って、ゴールドカラーのiphone5sは 「土豪金j と
呼ばれ、これはインターネットの場合だけではなく、正規な家電量販店の宣伝
でも 「土豪金」 というニックネームをよく使用している。つまり、 「土豪」の
意味は、ただ金持ちを指すことではなく、 一部の金持ちにおいてコス トパフォ
ーマンスを全く気にしない消費形式を榔撤するニュアンスもある。この土豪の
新しい意味が 2014年の第三版『現代漢語規範詞典』に収録された。辞典にお
いて「土豪」の新定義は「知識及び正しい価値観がない金持ちのこと」である。
つま り、 「土豪JIこは榔撒性があることが理解できる。だが、土豪に対しての
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人々が抱く感情は榔撒だけではなく、土豪の消費能力に対して羨むところも多
少あるはずである。実際、 「土豪さん、友達になろうよ！」とし1う成句が同時
にかなり流行っていた。この成句から見れば、若者は土豪に対しての感情は複
雑である。現在、土豪の新しい意味が辞典に収録されること及び「女漢子」、
「高富川Jが年度流行語大賞に選出されるとともに、ほぼ全部のネガティブな
流行語が既に大衆化され、インターネットから現実社会へ、一時的な人気新語
から日常の存在へと転向していっている。
現時点まで、中国の主要なネガティブな流行語を示したものが表1である
＜表 1>
属土色
2011年末出される新語、負け組の若者に関する意味を持つ。社会現象を引き
起こすほど人気がある。
高富州 2012年生まれた新語、中国の男性三高
白富美 2012年生まれた新語、中国の女性＝高
土豪 2013年の年度流行語、若い金持ちのことを指す
女漢子 女らしくない女性のことを指す
緑茶嬢 無邪気な良い外見と優雅な仕草を備えながら拝金主義的に様々 な男と暖昧な関
係を維持する若い女性のこと
粉木耳 性経験はなしあるいは少ない女性を指す
黒木耳 非処女
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第2章
中国のネガティブ、な流行語について先行研究及び先行研究の問題
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第 1節 中国のネガティブな流行語における先行研究
本論文の最初の部分で既に述べた通り、今までの中国の若者研究あるいはサ
ブカルチャー研究の成果は充実しているとは言えない。また、研究内容が多少
マンネリ化していることも指定できるだろう。そうした研究事情と中国特有の
国情には密接な関連がある。改革開放以前の 20世紀中国の歴史は革命ばかり
の時代と言っても過言ではない。 「革命は20世紀中国歴史のキーワードであ
る。最初から、この革命は青年を一緒に連れて行く。20世紀の中国若者は革
命の若い兵士をイメージとして生きる。革命、そしてまだ革命、中国 20世紀
の大部分時間は革命の歴史、その歴史の中に若者は青春を捧げることは最も感
動的な一幕であるj （察 2007）と察は論じている。従って、中国の改革開放
以前の時代のよ うな「イデオロギーの時代」において若者研究は政治の付属品
に過ぎないのである。一方、改革開放以後の中国が一変し、80年代からの歴
史はポストイデオロギ一時代と呼んで良い。また、社会主義市場経済 （生産力）
の発展は、中国政府が強調するポストイデオロギ一時代の重点化が事実である
ことを示している。しかし、中国の社会の絶え間ない変化に基づいて今日の生
活のテーマをはっきりと指摘することはもはやできなくなった。なぜなら、全
世界で「大きな物語」の時代が終わり、小さな物語が乱立する時代に入ってい
るからである。このような様々な物語が乱立する社会の脈絡を捕まることは不
可能とは言えないが、大きな困難があることは想像に難くない。だが、ポス ト
モダンの時代という概念、が全世界に流行し始める 70、80年代は、中国のイデ
オロギ一時代はまだ、完全に終わっていなかった。改革開放最初の時期の中国の
若者はイデオロギーの時代の情熱と生活の苦痛を体験し、中国の新しい時代に
対して希望と理想を抱いていた。すなわち、イデオロギ一時代の政治的な革命
は終わるが、革命の衝動はまだ当時の若者の体内に残っていたのである。 80
年代の中国は、ポストイデオロギーの時代が確かにもう始まっていたが、理想
の時代という時期も確かに一時期に存在していたのである。その理想の時代の
若者は、国家の経済建設、民主改善から自分の未来、恋愛の苦悩まで、ポスト
イデオロギーという新時代に対して不安を持ちながらも、大きな期待と精神の
エネルギーも持っていた。
しかし残念ながら、80年代には学術的な若者研究は本格的には開始されて
おらず、 80年代の中国若者研究について、 「80年代中国の若者研究の方法論
は盲目的部分が多いJ （田 2012: 85）と言える状況で．あった。また、 「80
年代初期、青年研究始めたばかりの頃、青年研究の科学価値を承認する人があ
まりいなかった。当時の若者問題がまだ社会問題、政治問題と見なせた。学術
の問題じゃなかった」 （張 2012:24）という研究者の意見もある。それによ
って、 80年代の若者研究について、中国の社会学、心理学などの領域はほぼ
白紙状態から始まり、外国の先進学説と研究を理解する人も少なく、 研究成果
は有限で、あった。90年代以降の中国社会における個人は、豊かな生活や金銭
以外のことに対する関心と追求が衰退していくとしづ見方が一般的にはある。
15 
例えば、拝金主義が蔓延し、中国人の道徳が堕落してしまうといった意見など、
改革開放以後の中国社会及び社会意識に対する批判が 90年代から増えてきた。
大雑把にいえば、 90年代は、知識人にとって大きな物語の理想の幻滅に対す
る不快と、世間の自己だけに関する欲望の明確化が並行する時代で、あったとい
える。また、この時期は 1979年の一人っ子政策が始まったあとに生まれた人々
が若者と呼ばれる年代に入った時代であり、そうした若者に対する「甘やかさ
れ世代」と見なした批判や、昔の世代の若者と比較する研究が 90年代に隆盛
した。このような世代論の研究は今でも中国の若者研究の主流のひとつである。
21世紀から、グローバル化インターネット時代の影響を受ける中国の若者
研究はようやく多元化の趨勢が現れてきた。 2000年以後、 80年代のようなイ
デオロギーの革命から理想へ転換する時期の若者の全体性の残留ももちろん
既になくなった、 90年代のような昔と現在の聞の葛藤さえも気にする必要が
なくなった。田によれば、この時代は中国の完全にポスト革命時代、つまり「中
国人として天性的な革命に対する熱狂は政治領域から完全に個人領域に転向
する」（田 2012:83）時代であると言えるのである。現在の中国においては、
大きな物語は既に微塵も感知できない。つまり、 21世紀からの全世界的なポ
ストモダンの特徴が、中国においても顕在化してきたのである。こうしてみれ
ば、中国の若者研究は多元化の趨勢が現れていることは、研究者自身の意図に
よって決定しているというより、中国のポストモダン時代あるいは後期近代の
特徴が強まっていることが最も根本な原因であろう。それによって、中国のサ
ブカルチャー研究及びミクロな若者研究が台頭してきている。特に消費と緊密
に結びつく acg文化（animation、comic,game）に対して関心を持つ学者が
どんどん増えている。だが、サブカルチャーの内容は多種多様だが、サブカル
チャーの一切の具体的な内容は無数の並行すること内容の一つで、あり、サブカ
ルチャー全体を包含する時代性と共通性は全く確認することができない。もち
ろんネット流行語も同様である。しかし、近年の中国のネガティブな流行語は
広い範囲で共通性と長い時間の時効性が同時に存在している。これは決して簡
単な理由によって説明できることではない。このようなネガティブな流行語の
反則性が中国の研究者の関心を引いているのである。本節では、中国のネガテ
イブ、な流行語について先行研究をそれぞれ検討したい。
1-1. 21世紀において中国ネガティブな流行語ブーム以前の流行語について研
究
流行語の研究と言っても、ポストイデオロギ一時代の流行語と改革開放以前
の流行語には雲泥の差がある。改革開放以後の 80年代、 90年代においての流
行語は主に政府、有名人、人気ドラマ、マスコミが報道する重大ニュースなど
非庶民的な経路をたどり生成された。ネガティブな流行語のように庶民が作る
流行語の浮上は21世紀から起き始め、これと 21世紀から中国のインターネ
ット発展のスピードの速さにはもちろん密接な関係がある。そして、 21世紀
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初頭から中国のインターネットユーザーの主な層の 1つには中国の大学生が
いることは言うまでもない。特に 21世紀初頭、現在のように、大量のネット
流行語が直接マスメディアで使用されることはほとんどなかった。多くの当時
の流行語はほぼ当時の大学生の聞にしか流通していない。従って、近年のネガ
ティブな流行語についての論文を検討する前に、まずは、 21世紀のネガティ
ブな流行語ブーム以前の大学生流行語についての研究を取り上げたい。当時の
研究は現在のネガティブな流行語の先行研究と共通の部分がある。
21世紀初頭の中国流行語について研究は孫樹林の『21世紀における中国の
大学生流行語とその精神構造』 （孫 2012）という論文を上げる。 ③タイ トル
のとおり、この論文は「中国の大学構内及び大学生のネットワークにおいて創
造、伝播されている最も代表的な学生流行語に焦点を当て、そのあり方および
その形式と内容との関係について考察し、その中に潜んでいる大学生の精神構
造を探ってみた」 (2012:73）ものである。現在では、この論文の中で紹介さ
れている当時の流行語はもうすでに死語になっている。従づて、この論文の当
時の流行語に対しての具体的な分析を引用するつまりはない。だが、孫によっ
て分類された中国当時の大学生流行語の様式及び当時の大学生の精神構造に
対する分析は揚げるべきだと考える。
孫によれば、 21世紀初頭の大学生流行語は6種類の形式があり（普通型、
同音異義型、同音＋拡大・意味転移型、ローマ字型、数字型、派生義・比日食義
型）、そして当時の流行語の内容によってそれぞれ「A ＝愛」 「F＝不正行
為」 「G ＝娯楽志向」 「L＝流行J 「R＝理想」 「s＝審美観」 「X二心情」
「Y＝ユーモア感覚J 「W ニ悪口・軽蔑・風刺」に分類される。
孫は2001年から 2004までの69個大学生流行語を彼の定義する流行語形式
と内容分類によって分析し、そして当時の大学生流行語の内容構成と学生の精
神構造との関係についてまとめている。＜図 1＞の意味は、彼によると、大
学生流行語の 「精神ものと物質ものを比較するために、流行語の種類を精神も
のと物質ものに両分し、グラフの中央は実質的な文化内容をもたず表現装飾と
される「Y」にし、左側は精神的（理想的・積極的）なものにし、右側は物質
的（現実的・消極的）なものにしたJ，ものである（孫 2012: 84）。
＠この論文が 2012年3月の『島根大学外国語教育センタージャーナル』に収録されるが、研究の中国の
流行語の全ては 2004年までのものである。従って、この論文は 21世紀初頭の中国流行語について研究
と判定しでも妥当であろう。
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そして、孫によってまとめられた結論は以下のとおりである。
学生流行語は内容によって9種類に分類できる（共に 69個選定される大
学生流行語） 。その内、 「S＝審美観J、 「X＝心情」、 「F＝不正行為」、
「G＝娯楽志向j 、 「L＝流行J、 「R＝理想」 は種類の 60%以上も占めて
いるものの、その数はわずか 10個に過ぎず、全体の 14.5%しか占めていない。
それに対し、残りの「A＝愛j、 「Y＝ユーモア感覚J、 「W＝悪口・軽蔑・
風刺Jは3種類でしかないにもかかわらず、その数は59個もあり、全体の
85.5%も占めている。この割合から分かるよ うに、21世紀における中国の学
生流行語の中心は、絶対多数を占めている「AJ、 「YJ、 「W」種類の流行
語なのである。 （孫 2012:34)
孫は、続けてこう述べる．
「A」、 「YJ、 「W」の中、 「YJは究極のところ、実質的な文化内
容を持っておらず、単なるユーモア感覚を生み出そうとするための一種の装
飾的な表現、あるいはコミュニケーションにおける潤滑油でしかないので、
「A」と「W」こそ 21世紀における中国の学生流行語の重心であることは
明らかである。もし、実質的な文化内容をもたず単なる言葉の遊びとしての
「YJを考察の対象外とすれば、 残りの流行語は40個となる。その中、左
側の精神的 （理想的・積極的）なものはわずか6個で、全体の 15%を占め、
右側の物質的（現実的・消極的）なものは、 34個で全体の85%も占めてい
る。精神ものと物質ものの比例は 1:6.7となっている。 （孫 2012:35)
この結論から、 21世紀初頭の大学生流行語は既にネガティブな流行語の雛
形と見ることができるだろう。この論文の最後、孫は当時の大学生流行語の中
に物質的（現実的 ・消極的） な流行語の数の圧倒的多さが学生のアンバランス
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な精神構造に帰属すると論じている。彼は 「今は、精神的・理想的・積極的な
ものの代わりに、物質的・現実的・消極的なものがすでに学生の精神の中枢と
なっており、精神構造の全体をコントロールしているのである。それゆえ、道
徳の堕落、理想の危機、精神の不安、存在の希薄といった症候群が現れてきた
のであるJ (2012:s5）と述べている。これは 90年代以降よく見られる改革
開放以後の中国社会気風衰退論と一致する。孫によれば、 「こういった精神的
空洞化に伴う 「唯物主義jへの一辺倒としづ精神構造は、単に学生の流行語や
その生態圏でしか見られないものではなく、実は、今の中国社会全体の一風景
であり、あるいはそれの屈折した反射に過ぎないのである」 (2012 : 85）と
いう。すなわち、孫にとって、大学生流行語は知識人集団の語葉として 「審美
意識の単一性と低俗化、自信不足、理想、の功利化、精神生活の狭｜溢と空虚など
特徴J (2012:s3）を持つことが異常であるのである。こんな異常な流行語の
生成から見ると、大学生の倫理道徳観の衰退が見えてくる。そして、倫理道徳
観がなぜ衰退する原因は中国社会に精神的空洞化に伴う「唯物主義」への一辺
倒という精神構造が広がっていることによるのである。
実際、中国社会の変容により中国若者の精神構造の危機あるいは倫理道徳衰
退を引き起こすとしづ言説は 90年代以降継続して存在している。孫の研究は
中国の若者文化に対する批判な態度を持つ研究の典型例の一つだといえる。孫
の研究においても、 中国の若者に対する典型的な批判とその理由が述べられて
いる。たとえば、 「今の中国の大学生はさまざまな問題を抱えている。その中、
信仰危機と道徳危機がもっとも深刻な問題と思われ、教育界の最大な難題とな
っている。今の大学生に対する評価は、大抵次のようである。現実主義的で無
責任、自己中心的で公徳意識が薄い、現代西洋文化の中の消極的な部分を多く
受け入れる代わりに、東洋の伝統的な美徳から次第に離れていく、ということ
である。」 (2012:s2）といったものだ。孫の流行語分析の目的は、 21世紀初
頭の中国大学生流行語の内容の異常性を証明することにある。しかし、彼は中
国社会の問題と関連させ論じているが、中国社会の精神的空洞化についての具
体的に内容や大学生流行語の使用対象についての説明が欠落している上に、使
用者に対しての調査も行われていない。すなわち、中国の大学生の精神劣化と
中国社会の精神構造危機の存在を結論として出しているが、有力な論拠が不足
している。
孫、は 21世紀初頭の大学生流行語が主に大学構内及び学生のネットワーク
（ネット掲示板の書き込み、文通、電話、メール、会話など）で使用されるも
のと説明したが、大学生流行語に対するインターネットという流行語使用の場
からの影響、及び中国だけではなく近代社会とし1う共通背景からの影響からは
ほとんど言及しなかった。一方、 2010年の頃の中国のサブカルチャー研究及
び若者研究は明らかに以前より外国の学説とインターネット文化の特徴を重
視し、より総合的に若者文化あるいはサブカルチャーについての現象を説明し
ている。例えば劉夢陽の『呼称の借越一一一一種現代性の結果』 （劉 2013)
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は、流行語が含まれる近年の中国の人称代名詞の借越聖に関する議論を展開し
ている。劉によれば、モダニティによって中国の人称代名詞の使用対象の境界
線が暖昧化されるとしづ。例えば、教師としづ教育における職業に限定された
代名詞は、今の中国には全て領域のベテランに対しても適用され、ボスという
会社の代表取締役に対する呼称は大学院生が自分の教授に対しても使用する
呼称になっていることだ。ここから見ると、 2013年の年度流行語 「土豪Jも
借越性を持つ人称代名詞の一つである。 「呼称の借越」を理論で説明するため
に、劉はジャン・ボードリヤールの記号学学説とアンソニー・ギデンズの「脱
埋め込みjという概念を引用し、後期近代における中国の人称代名詞について
の借越性の生成の必然性を証明している。 ⑨劉にとって、 「呼称の悟越」は決
して社会に対して有利な現象ではない。 「呼称の借越」は少なくとも二つ逆機
能を持つ。一つ目は人の社会役割が混乱しやすくなり、公共領域が個人領域に
侵入し、そして伝統的な公と私の関係は崩壊し、他人に対する合理的な役割期
待がしづらくなる点である。二つ目は、 「呼称の借越」により、中国社会の人
は人との信頼関係をさらに低下させる可能性である。 「信頼は道徳問題だけで
はなく、信頼は社会のコミュニケーション範曙の課題であるJ (2013:7）と劉
は論じている。このような後期近代あるいはポストモダニティ学説の視点から、
中国の文化現象を分析するのは現在の中国社会科学研究の新しい趨勢である。
前述のとおり、中国のサブカルチャー研究及び若者研究におけるこつの普遍
的な視点の一つは90年代から行われている、中国社会の道徳衰退、拝金主義、
一人っ子の教育問題などから非伝統的な流行文化や若者文化を説明するもの
である。もう一つは、欧米の近代学説を参考にし、現在の大部分社会問題をグ
ローパル化後期近代の視点から全世界の共通問題として研究を進めるもので
ある。
近頃の中国のネガティブな流行語についての研究も上述の二つの視点から
行われた分析が多い。だが、この二つの視点に加え、もう一つの視点がある。
ネガティブな流行語の生成主因は中国の階級格差問題という考え方である。
中国のネガティブな流行語について参考文献は 10篇以上あるが、研究内容
は相互の観点を整理することにとどまっているものや、同じ学説を引用してい
るものが多いので、全部の論文を一つ一つ詳しく述べる必要はないと考える。
従って、次の 1-2節は代表性な観点と結論を取り上げる。
1-2. 中国のネガティブな流行語における先行研究
中国ネガティブな流行語について先行研究は、 「屑盆j （デ、ィアオス）とい
＠ 劉（2013:3）では，ジャン ・ボードリヤールの 「記号のシニフィアン（signifiant）とシニフィエ
(signifi岳）の関連が剥落する、そして記号はある程度の自主ロジックを持つ」という記号学の観点、に
よって現在の中国人称代名詞の使用境界線の暖昧を説明する。アンソニー・ギデンズの「脱埋め込み」
（社会関係がローカルな文脈から剥離して、無限の時間的／空間的距離を超えて再編されること）という
社会学の後期近代理論によって中国人称代名詞として流行語における空間と時間の信越性を説明する。
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う新語の流行及び「席盆jと名乗る群体に対する研究が最も多い。性及び恋愛
と緊密に結びついた「粉木耳J、 「黒木耳」、 「女神」などの流行語は「席盆J
から派生した同じ体系の流行語と見なすことができる。他には、 「席盆」と二
元図式になる「高富州j と「白富美J （中国の三高）、 「土豪jに関する研究
も存在する。
既に述べた通り、ネガティブな流行語について研究は、三つの研究視点があ
る。一つ目は、中国社会における拝金主義や物質主義が盛行する時代に中国若
者の精神構造の劣化及び危機が存在すると論じるものである。そうした研究視
点においては、ネガティブな流行語はよく論じられる。二つ目は、後期近代に
関する大量な欧米学説を運用してネガティブな流行語が台頭する理由を説明
するものである。 3つ目は、 90年代以降の中国社会学会が最も重視する一つ
の課題－格差問題、階層問題についての学説を運用してネガティブな流行語の
中身と階層格差との関係ーから論じたものである。もちろん、この三つの視点
を総合して要因を得る研究は主流であるが、ネガティブな流行語の生成につい
ての決定的な単一要因があることを強調する研究もある。とにかく、こうした
三つの視点により進行した先行研究の総括は以下の通りである。
1-2・1.ネガティブな流行語と若者の精神構造の関係
若者の精神状態のプレッシャーあるいは異変によりネガティプな流行語が
広く伝われるということは言うまでもなく事実である。先行研究においても、
ある程度の合意がなされている。しかし、若者の精神状態に対する具体的分析
はあまりない。
まず中国の研究者が頻繁に強調することは、今の中国は社会変換期に置かれ
ているということである。社会変換期の具体的な時期や定義ははっきりしてい
ないが、改革開放以来、社会変換期がずっと続いていると言える。胡（2014:so)
によると、 「社会変換期という時期においては、激しい競争によって若者の問
で焦燥感が生まれやすく、若者たちは成功を求めるようになる。この社会の雰
囲気においては、人間の価値観と行為などは病みやすいといえる。従って、社
会において空虚な雰囲気が広がってし1く。サブカルチャーにおける若者の集団
もこのような雰囲気の影響を受け、 目先の成功や利益を得ようと焦るように
なる。スタイル化した流行語⑩は若者集団の混迷と浮薄を表現している。彼ら
は富裕階層のイメージを符号解読したり、再構築したり、これによって混迷と
浮薄の情緒を紛らわすのである。
李（2013）はアイデンティティについて視点を運用し、 「周盆」という新
語の高い人気は実際に中国若者の疎外化を反映すると論じている。彼によると、
⑩胡はパーミンガム大学の Centr巴forContemporary Cultural Studies学派の学説を引用する。 Centrefor 
Contemporary Cultural Studiesのサフ守カルチャー研究は若者のサブ？カルチャーの対抗性を重視し、毎種類
のサブ、カルチャーでも自身のスタイルがあり、スタイルによりある種類のサブカルチャーのコードを解
読できる。具体的にサブカルチャースタイル理論は DichHebdige [ 1979］を参照．胡は「高富州」、 「白
富美」、 「土豪」をスタイルな流行語と総称する。
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「席」にせよ、 「盆」にせよ、いずれも物であるが、決して完全な人間ではな
い。従って、 「局主主」は人間の擬物化である。 「席盆」と名乗る集団は自分の
個性が失い、 『全て局主主と名乗る人は、個性でも主体性でも、既に「非人」状
態になってしまった』 (2013:31）のである。しかし、 「屑主主」と名乗る若者
も生物的な人間ということは言うまでもない。では、人間を非人聞として表象
する原因は何なのだろう。李は経済格差問題によって若者が「局主主」化すると
いう普遍的な考え方を全く支持していない。李によれば、中国の教育者の中に
「席盆」のような向上心を失った人は少なくないという。彼ら学生は「席盆」
になる可能性が高い。李は、 「ぶらぶらして日を過ご、す小人は、自己超越の嬉
しさを全く体験できない、精進を重ねることの無文を悟ることはもっと無理で
ある。彼たちはただ自慰によって短い時間の快感を得る、そしてすぐに自分の
劣等を感じる。彼たち出このように繰り返して循環するので、居室生は純粋に自
己につくるものであろう」 (2013:33）と論じている。李によると、このよう
な教育指導者は学生と組み合わせると、 「席主主」は絶え間なく生産及び再生産
する。従って「局主主のような人の生産者は彼たちの両親ではない、国家ではな
い、社会ではない、ただ彼たち自身である」 (2013:83）という。だが、 「属
盆」が良くない意味であるにもかかわらず、 「局主主」と名乗る人が多いのは何
故なのだろうか。李は「局主主Jブームは「奴隷化の体現」だと論じている。彼
は「席盆現象から表現する自虐傾向は決してブラックユーモアではない、これ
は奴隷病（奴性）の集団性発作である」 (2013:33）と延べ、 「席盆」という
流行語に与える評価は非常に低く、 「席盆jの高い人気が中国若者の向上心不
足に帰結すると結論している。
1-2-2.ネガティブな流行語と後期近代の関係
ネガティブな流行語の生成と流行の原因を、中国特有の時代背景以外の共通
背景から説明する視点には二つの特徴がある。一つ目の特徴は、インターネッ
トのテクノロジーとインターネット文化を通じたネガティブな流行語の普及
率の上昇を重視している点。二つ目の特徴は、欧米の近代性について学説の引
用している点である。
インターネット文化の利用者は匿名性、脆弱性、平等性、シミュレーション
性が担保されている。 「このような身分の特徴に基づいて、インターネット世
界の中に、すべてのインターネットユーザーはまるでカーニパルを参加する民
衆のように、遠慮、なく自分の感情を発散できる。」 （李， 2013: 73）と李は
論じている。また、中国の研究者たちはNeilPostmanの著作『Amusing
Ourselves to Death: Public Discourse in the Age of Show 
Business 』 (Postman 1985=2009）で論じられたインターネットユーザー
身分の特徴と流行語を結びつけて「局盆」などネガティブな流行語の強いパロ
ディー性、攻撃性及び自虐性を説明している。 Postmanによると、当代社会
のすべての公衆言語は娯楽化する傾向があるとしづ。我々の政治、宗教、ニュ
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ース、スポーツ、教育、商業などが喜んで、娯楽の従属物になってしまうのであ
る。すなわち、すべてのネガティブな流行語は娯楽化時代とインターネット文
化特徴の産物である。
李によると、サブカルチャーは変容しているという。カーニパル化と娯楽化
が元来の対抗性と反逆に取って代わられているのである。ネガティブな流行語
使用者の主体が小人物で、あり、ネガティブな流行語の使用は現実に屈服するこ
との表現であると同時に自分を保護する機能を持つ。李は、 「インターネット
サブカルチャーの場合は、サブpカルチャーの表徴もはや奇抜な衣服あるいは退
廃な作風ではなくて、カーニバルにおけるゲームのように言語成規を脱構築し、
社会現実の苦境を軽減し、そしてこれによってエリート階層の大きな物語を対
抗することである。J (2013:79）と述べている。この部分は明らかにジャン
＝フランソワ・リオタールの学説を参照している。このような考え方を踏襲し
ている他の研究者の研究もある。胡（胡 2014）によると、インターネットを
通じて台頭するネガティブな流行語はポス トモダニティの特徴を持つという。
「脱構築主義のイデオロギーは既に若者サフ、カルチャ一群体の心理に影響す
る重要な原因になったJ (2014:so）という。筆者は、こうした数々の後期近
代学説を積み重ねてネガティブな流行語を説明する合理性を疑うべきだと考
えるが、現在の中国の研究者は後期近代の諸特徴によりネガティブな流行語の
自虐性、風刺性、パロディー性の由来とネガティブな流行語の人気を多少説明
できると考えていることは確実である。
1-2開3.ネガティブな流行語と格差
ほぼすべてのネガティブな流行語がある程度の階層格差問題を反映するの
は自明であると言えるであろう。1990年代の第二期改革開放以来日、中国の
社会利益分化はますます明らかになっており、社会の貧富の差は絶え間なく拡
大している。経済学だけではなく、社会学においても中国の階層格差問題に関
する研究の数は非常に多い。例えば、孫立平の「断裂論J （孫 2002）、陸学
芸の「中国十大階層論」 （陸 2002）は代表性な研究である。具体的な階層の
分類は異なっているが、中国経済構造転換期において利益獲得者と利益を喪失
した者の生活水準の差の大きさは誰もが承認せざるを得ないことである。
階層格差論から見れば、 「席主主Jと中国の三高及び「土豪Jの対立性と生活
水準の優劣の差はまさに若者流行語を通じて階層格差を表現している。ネガテ
ィブな流行語の研究においては、経済状況が悪い大学生の、富裕層の子供に対
する態度についての調査（陳ほか 2013）、大学生の「席盆Jとしづ新語に対
する態度についての調査がある（李 ・湯 2013）。結局いずれに対しても良く
ないイメージを持っているが、中国の研究者はこのような良くないイメージの
由来は階層意識に基づくと考えている。陳など研究者の調査によると、貧困大
I l改革開放について、市場経済への移行期（1978”1992）と社会主義市場経済期(1992- ）という二つの段
階に分ける観点、は主流観点である。
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学生は金持ちの子供に対しては完全な不信及び批判的な態度をとるという。
方、李と湯の調査結果では、大学生は「席盆」に対して消極的印象が強し、が、
「周盆」の個性と行為に対して理解する部分もあるという。 12
陳など三人の観点によると、低経済地位の大学生は金持ちの子供から脅威を
感じている。そしてそれは「現実脅威」 (realistic threat）よりも「象徴脅威j
(symbolic threat）をより強く感じる。つまり、実際に金持ちの子供によって低
経済地位の大学生の利益が剥奪されることよりも、ただ印象的に金持ちの子供
に対する不信感が強いと言える。実際、陳など三人の調査結果を見ると、金持
ちの子供と接触することがある低経済地位大学生より全く接触しない低経済
地位大学生は、金持ちの子供に対する印象が最も良くない。三人の研究者は調
査結果についてこう以下のように述べる。
筆者にとって、調査結果の原因は、金持ちの子供集団は低経済地位大学
生集団の価値観を破り、更に低経済地位大学生集団の希望も破ってしまう。
低経済地位群体の人は擁する社会資源と権力がかなり有限なので、彼らは
子供時代から奮闘により外部資源を得るとしづ価値観を身に付ける。従っ
て、彼らは苦しみながらも頑張ったり、他の人よりも勉強したり、それら
を通じて先天資源の不足を補填している。だが、金持ちの子供は両親の地
位を頼り、努力しなくても様々な社会資源を獲得する。もちろんこのよう
な事実は、低経済地位群体が昔から持っている価値観に挑戦し、しかもあ
る程度に低経済地位群体の希望を抹殺しているのである。 （陳ほか 2013:
17) 
要するに、階層意識により中国の三高と土豪は、中の下階層及び下流階層の外
部の敵になるのである。
一方、李と湯によると、実際に 「屑主主j とし1う新語に対して最も敏感な集団
は普通の大学生集団である。彼らの調査結果は中国の大学生の下流化傾向を説
明しようとする。そして、以下のように論じる。
(202枚質問紙調査によると） 50%以上の学生は「席盆」が最下層の持
つ特徴だと理解している。同時に、大学生集団は、自噸を通じて社会下層
がある程度の自己保護とアイデンティティ達成を可能にするについて理解
している。また、社会に対して不満を解消し、全員がインターネットの上
で祭り状態になることについても理解している。この結果から暗示するこ
とは、昔の「エリート」である大学生集団が徐々lニ中国社会の下流階層へ
移行していることではないか。 （李・湯 2013: 19) 
12詳しい調査結果は、貧困大学生は金持ちの子供に対する印象の調査結果が陳など三人 （陳，組，予，
2013: 16）を参照、大学生は「席盆」とし、う新語に対して態度の調査結果が李と湯（李，湯，2013: 20) 
を参照。
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そして、李と湯は「局主主」のようなネガティブな流行語の生成と流行の理由
を挙げる。 「大学生たちが席盆を愛用する理由は、大学生は既に下流階層の意
識を持っているからである。いわゆる下流階層の意識とは、既に下流階層にい
た人の意識だけではなく、より重要なことは、彼らは自分の努力により地位を
上昇できることをもう信じていないということなのであるJ (2013:20）。す
なわち、彼らの観点は、 「席盆」という新語が流行することは、中国の多くの
大学生が階層格差の影響を受け、未来に対して希望を失い、自暴自棄の傾向を
持っていることの一つの証明なのである。
1-3.先行研究の小括及び先行研究の不足
上述したとおり、中国のネガティブな流行語の生成と使用における先行研究
は、個人的原因の視点から進行する研究と社会原因から出発する研究の二種類
がある。つまり、その内実には、①中国社会の若者の精神状態の劣化②後期近
代におけるすべての物語に対するパロディーや譜諒する欲望③社会の中間階
層と下流階層の向上移動機会の減少により生じる下流階層意識を原因とする
ものの3つが含まれる。本論文は、こうした先行研究の結論が、多少ネガティ
ブな流行語の生成原因と流行原因を説明していることを否定するつもりでは
ない。しかし、上述の研究は実際には共通の大前提がある。それは要するに、
格差問題によって全ての問題が発生しているという前提である。例えば、前述
したように、李（2013）は、社会の経済格差問題によって若者が 「席盆J化
されるという普遍的な考え方を全く支持していないが、自分のアイデンティテ
ィを達成できていない疎外化されている若者は「席盆」と名乗りやすいと論じ
ている。彼は、 「＜席盆＞は一つの群体で、あり、 ひとつの共通の特性を持つ群
体である。この群体の生活地域、家庭、教育、仕事、生活、外見、噌好、経歴
は全く違うが、精神面はかなり似ている。群体のすべての若者は現状に対して
不満を持っているが改善の能力はない」 （李 2013:82）と論じている。すなわ
ち、李は生活に対して不満を持つが改善で、きない若者群体と席盆群体は等価で
あると言っているのである。言い換えれば、順調に生活している若者は決して
「席盆」 と名乗ることをしない。尚且つ、生活に対する不満のうちに、どう考
えても経済地位の低下に対して不満を持つ群体を排除することはできない。
従って、たとえ経済格差が「局主主Jと名乗る群体の拡大化の主因ではなくて
も、ネガティブな流行語と経済の関係、は完全に無関係とし1う発想、は現実と軍離
している。後期近代の概念に基づき、ネガティブな流行語を説明した先行研究
は大きな物語の解消とネガティブな流行語の風刺性とパロディー性を強調す
るが、 中国の階層格差問題はネガティブな流行語が流通する前提とネガティブ
な流行語が弱者層の道具であるという理解は研究の共通認識である。階層意識
調査によりネガティブな流行語の研究では、格差問題はネガティブな流行語が
生まれる決定的要因であることは言うまでもないであろう。要するに、ほぼ全
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ての研究者はネガティブな流行語の使用者の自噺傾向、ネガティブな流行語に
より使用者のプレッシャーを解消する機能、そしてネガティブな流行語の攻撃
性を承認するが、この全てのネガティブな流行語の特徴は格差により、もっと
はっきり言えば、若者の貧富の差と若者の精神構造の差により引き起こされる
ということが先行研究共通の結論である。
とはいえ、本当に格差は 「席盆Jなどネガティブな流行語が流行っている最
大の誘因なのだろうか。まず；筆者が提示しておきたいことは、格差問題に関
する中国の流行語は近年から生成されたものでは決してないということであ
る。実際、とりわけ海外の学者は改革開放以後の中国の変貌に対する研究の一
つ主要な研究方法は中国のある時期の流行語を分析するものである．そして、
こうした昔の研究から見れば、格差に関する流行語の主流化傾向は少なくとも
90年代から既によく見えていたはずである。例として、ここでは日本の中国
社会研究者、同益巳（1995）の論文を取り上げる。彼は『流行り謡にみる現
代中国社会の歪み』という論文の中で、 1994年の中国の流行語を大量に列挙
して分析している。13彼の論文によれば、 90年代の中国の流行語のうち、社会
全体の風潮についての流行語は相当流行していた。そして社会全体の風潮を表
現する流行語を4種類のテーマに分けている。一つ目は、国民総拝金主義化，
二つ自は、貧富の格差、 3つは、一等公民＝官僚，最後は，コネ社会である。
一目見て、今日の中国社会の階層格差について主要問題は当時の流行語によっ
て既に指摘されていることが分かる。特に、若者の進路に関して自身の能力よ
りも社会関係資本の有無がより重要であるという考え方（つまり学歴の価値低
下という考え方）は、 1999年に中国大学進学率大幅に上がって以来普遍化さ
れている印象が強い。しかし、岡益巳の研究から見れば、実は 1995年の考え
方は、すでに現在の観点とほとんど同じである。例えば、岡益巳に挙げられた
次のような当時の学生の聞に流行った流行語は現在の中国の若者に対しても
共感を呼ぶものであろう。
学生の問に流行った謡には，次のものがある。
(10）学好数理化，不如有小好笛省． [J-91 81] 
（数学や物理や化学をマスターするよりも，
立派な父さんあればよい。） （岡， 1995:158)
実際、 2011年、中国には 「耕参Jという流行語は一時期的に流行っていた。
13 岡益巳によると、流行り謡は中国語の「民揺」は「順口j留jのことであり、意味は「民間で、はやって
いる話し言葉による韻文の一種。文句の長さは一様ではないが，非常に語呂がよいのが特徴 （小学館『中
日辞典』）」である。 （岡，1995:151）この定義から見ると、実際にこの論文は当時の中国流行語に対し
て研究とみなしでも妥当であろう。
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簡単にいえば、 「耕参」の意味は「オヤジの実力を比べてみよ う！」 という意
味である 0 ！すなわち、自分の前途について、自分の実力よりも両親の実力こそ
役に立つということをユーモラスな言い回しで合意しているのである。 これと
岡益巳から取り上げた 1995年の流行語の中身は全く同じである。従って、も
しネガティブな流行語の主要機能はただ中国の格差問題現状に対する風刺及
び愚痴をこぼすことなら、ネガティブな流行語は実際に何も新味もないと思わ
れる。
確かに、 「局主主j と「中国の三高」及び「土豪」の定義を見るとその中には
対立性または両極性が存在することは間違いない。しかし、若者の社会階層に
よって若者を「席盆Jと「中国の三高J及び「土豪」に分類することはありえ
ない。なぜなら、経済地位の富と貧困は相対的なものであり、絶対的な富裕層
の若者と貧困層の若者は、いずれも少数派であるからである。問題は、なぜ最
下層の若者でなくても、また下層でさえではない若者でも「席盆」と名乗るの
かというものである。例えば、筆者は中国の有名なスポーツサイトの掲示板の
中で、以下ようなタイ トルの投稿を発見した。投稿のタイトルは『jr快進来帯
帯本局盆！如何逃逗4柄年， 15万内！』 （『皆さん、早くこの席盆を助けて
くださし＼ ！この 15万元以内の四つタイプの自動車 どれを選ぶのがいいの
か！』）実際、中国の大部分の若者の中で、値段 15万人民元の車を買える人
は、経済地位についてどう考えても 「席盆Jではないだろう。しかし、 15万
人民元の車を買える若者が「席盆」と名乗ることは理解しがたいと考えられる
が、実はそんなこともない。値段百万人民元以上の車を数台持つ若者と比べれ
ば、値段 15万元程度の車しか買えない若者は貧乏であると言える。実際、現
在中国の富豪ランク第2位の王健林の一人息子、 1988年に生まれ、 ユニヴァ
ーシティ・カレッジ・ロンドンの哲学学部を卒業した完全にエリート階層の王
思聴さえ自分が「席盆」だと公言した。従って、経済地位の絶対的な優劣によ
って「居室生Jと名乗りやすい若者を区分することは不可能なのである。階層格
差あるいは下流階層の若者の苦境は、 「席主主j とし1う新語及び「局主Jと正反
対の 「高富州」、 「白富美」、 「土豪」が次々と生成された原因かもしれない
が、現時点でのネガティブな流行語使用者の範囲と使用意図はもはや階層格差
により説明することはできない。また、もしネガティブな流行語の使用が、 た
だ下層の若者の富裕層の若者に対しての敵視と富裕層の若者の下層の若者に
対する軽視があれば、このような事態について階層格差から生まれた矛盾によ
り多少説明できる。しかし、非下層階層の若者が自発的に自瑚行為（ 「土豪さ
ん、友達になろうよ！ J ）は、 若い金持ちに対しての敵視だけではなく成句の
流行など、階層格差だけでは説明されない。同時点での他の人々を分類するネ
ガティブな流行語は、類型の聞に落差があるが、それらは階層によって分類し
ているのではなく、もちろん階層格差でも説明されない。
だが、李 （2013）のような、経済地位の格差が「席盆」， 「黒木耳」など
新語の使用者が多く現れた理由ではないが、明らかに「席盆」と名乗る群体の
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人は精神構造の疾病（奴隷病）にかかっている（奴隷病）としづ判断はあまり
にも短絡的過ぎる。しかも、このような考え方は一種若者の精神面に対する差
別であると言える。 「『席主』と名乗る若者はダメだ」という結論が出ること
の意味は精神構造の優劣によってネガティブな流行語の使用者を判断できる
という考え方と完全に一致している。これと経済地位の優劣によってネガティ
ブな流行語の使用者を見分けるように考え方と精神構造の優劣によってネガ
ティブな流行語の使用者を判断できるという考え方の根底には何の区別もな
い。こうした考え方はネガティブな流行語使用者の中核層を見落としており、
ネガティブな流行語ブームの真の原因を見つけることは不可能であろう。
ネガティブな流行語の先行研究は、若者の格差問題とネガティブな流行語の
関係に対して精力を傾けていた。だが、このような研究はネガティブな流行語
の機能についての説明はあまりに不十分である。先行研究が定義するネガティ
ブな流行語の使用者の範囲も実際の使用者の範囲よりはるかに狭い。要するに、
「なぜ少なくない若者が様々なネガティブな流行語を愛用するのかJという問
題に対し、経済地位の弱者層の不満によってのみ答えることは事実と合ってい
ない。非格差視点に基づく先行研究のうちで、ポストモダニティ、インターネ
ット文化の特徴、大きな物語に対しての不快及び全てものに対するパロディ一
意識について詳しい説明をする研究者はほとんどいない。その上、サブカルチ
ャー集団についての研究は外国では多いが、先行研究の中で参考にされる学説
はパーミンガム学派以外あまりない。パーミンガム学派は当時のイギリスの主
流社会に対するサフ、カルチャーの反抗性を強調するため、パーミンガム学派の
学説を参考した中国の研究者はサブカルチャーの反抗性と中国の階層格差問
題を自然に結びつけたものを正しいと信じている。そして、最終的にそうした
研究は、格差問題のフレームから出ることができなかった。こう した研究は、
結局、流行語を素材にした格差問題研究に過ぎないのである。一方、実際の生
活で、若者は普段から格差の意識を持ちながら流行語を使用することはない。
序章で述べた通り、階層格差の酷さを強調せずとも、若者たちはすでにこのよ
うな格差について身を持って知っている。 従って、若者たちのこうした外部環
境に対しての応対と変容についての考察は、 「自己の再帰的フ。ロジェク トJに
おける格差意識の有無を検証することよりも肝心なことである。様々なネガテ
ィブな流行語は、若者たちに対してどのように役に立つ（ネガティブな流行語
の機能）のか、 何故若者たちにとってネガティブな流行語は必要なのか、ネガ
ティブな流行語と若者の関係に関して原点に戻り考察を行わなければ、ネガテ
ィブな流行語の生成と流行の要因は理解できない。
上述したとおり、ネガティブな流行語の生成と流行の原因を理解するために、
様々なネガティブな流行語の機能を分析しなければならない。自暗月、皮肉、攻
撃性など全てのネガティブな流行語を要約する特徴は、ネガティブな流行語の
機能とは言えない。特徴は使用者の使用方法によって付与されるものであり、
使用される以前から特徴を持っているものではない。しかし、 このよ うな流行
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語の作用、すなわちネガティブな流行語をこうして使用によって、何かを求め
ることとは全く別の話である。従って、例えば「席盆j と名乗るは自瑚のため
に使用され、 「黒木耳」と 「粉木耳」のような流行語の誕生と流行は処女崇拝
主義の表現で用いられ、 「高富州J' 「白富美」， 「土豪Jは若い金持ちに対
する皮肉について用いられる。こうしたネガティブPな流行語の使用行為につい
て行われたこれまでの分析は、ネガティブな流行語における使用のコンテクス
トを事後的に読むことに過ぎない。従って、コンテクストによって判断される
ネガティブな流行語の使用者の意図は現実と大きな相違がある。そして、当然
ネガティブな流行語の生成及び流行の原因は、現実と大きな相違がある。中国
のネガティブな流行語について、正しい流行要因を見つけるためには、ネガテ
ィブな流行語そのものの意味を再考察する必要があるのである。
第2節 筆者の調査に見るネガティブな流行語について実情
実際に現在の中国の若者たちがネガティブな流行語に対してどんな意識を
持っているのか理解するのならば、直接に若者に聞くしかない。そのために、
2014年の 8月に筆者は 「ネット流行語における納得程度及び使用状況に関す
る質問」とし寸質問紙調査を実施した。 14この調査は、中国の重慶市の若者（最
年少 14歳、最年長 29歳）、大学生と社会人を主体に合計二五O人を対象に行
った。重慶市の三つの大学（重慶医科大学、四川外語学院重慶南方翻訳学院、
西南大学）で質問紙を配布し調査を行った。また、重慶市で通行人を対象にラ
ンダム調査を加えて行った。データクリーニング後（無効データには年齢が
30歳以上の人の質問紙も含まれる）の有効回答は224人である。この 224人
の構成は、社会人男性が 54人、女性が 50人の合計 104人、学生のうち女性
が71人（大、中型都市戸籍の学生が 50人、郷鎮及び農村戸籍の学生が 21人）、
男性が 49人（大、中型都市戸籍の学生が 25人、郷鎮及び農村戸籍の学生が
24人）の合計 120人である。
調査の統計結果を提示する前に、筆者はこの調査の目的、調査設計について
説明する。
まず、この調査を設計する段階では明確な仮説は立てていなし＇ o しかしなが
ら、ネガティブな流行語に対する態度、ネガティブな流行語の使用状況と若者
の経済地位の聞には強い関連性がないと筆者は考えている。この観点は前節で
既に言及した。従って、この調査は、調査対象者の戸籍、家計状況における質
問をメインに設計した。だが、中国人の性格特徴に鑑みると、単刀直入に家計
状況を尋ねても事実を答えてもらえない可能性が高いうえに、若者が自分の家
計状況を正確に把握しているどうかについても疑問を付せざるを得ない。従つ
14なぜ調査のテーマは「ネガティブな流行語における納得程度及び使用方式の質問」ではないのか、 三
つの理由が有る。第ーでは、ネガティブな流行語は筆者自らの定義である。第二では、すべてのネガテ
イブな流行語はインターネット流行語の一部分なので、調査対象にとってネガティブな流行語よりネッ
ト流行語がわかりやすい。最後では、ネガティブとし、う形容詞は調査対象の回答に影響を与える可能性
がある。
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て、家計状況についての質問は「あなたの友人と比べて、あなた自身の家計状
況はどのようなレベルに置かれるのかjという姉曲な質問を設計した。ネガテ
ィブな流行語に対する態度について一番はっきりさせねばならないことは、ネ
ガティブな流行語の受容度ど普及度についてである。ネガティブな流行語の人
気が、インターネット上でのみ若者に普及しており、広い範囲での影響力がな
いのなら、若者に対してネガティブな流行語の価値を分析することもあまり意
味がないものになってしまう。また、ネガティブな流行語の中には、人々を分
類する流行語が多い。［局主主／高富州］、［席盆／白富美］、［席主主／土豪］としづ若者の
生活スタイル全般の分類はあるだけではなく、 「緑茶ピッチ」、 「女漢子Jな
どの女性に対する分類、更に［黒木耳／粉木耳］のような明らかに性と関連する分
類もある。若者男性と若者女性のネガティブな流行語に対する見方と敏感性は
完全に一致するわけがない。特に「女漢子Jと［黒木耳／粉木耳］のような新語に
対する男性と女性の考え方の相違は確実に存在する。したがって、そうした相
違の内容を明らかにする必要がある。最後のポイントは、 「席盆」というネガ
ティブな流行語ブームの起源である新語に対する若者の態度を再考察したい。
既に述べた通り、今まで、「席主主Jと名乗る集団に対して、有名人、マスコミ、
普通の若者にとどまらず、共産党の機関紙でも触れられている。純粋に田舎の
若者に対する差別用語という意味付けで、あった、生まれた時点での「席盆Jと
いう定義と異なり、現在の使われている「属盆」は定義することが難しい。従
って、 「席主主」とし 1うネガティブな流行語を分析する前に、実際に若者は「席
盆」に対してどのような考え方を持つのか、 「属盆」と名乗る経験がある若者
はどのくらいいるのか、そして、 「局主主Jと「高富州J、 「白富美」 比べた際
の決定的な違いは何なのか、以上の疑問を、調査を通じて明らかにしてし1く。
2-1. 中国のネガティブな流行語の受容度について
本論文の第一章では、中国におけるネガティブな流行語の人気の高さを強調
したが、筆者は、調査によってネガティブ〉な流行語の受容度についてより詳し
いデータを収集した。例えば、もし同じ流行語に対しての若者男性と若者女性
の使用頻度に顕著な違いがあれば、この流行語の特質を見つけることに役立つ
はずである。
もちろん流行語の受容度についての質問において、選択可能な流行語は、筆
者が定義するネガティブな流行語が全て含まれている。調査に含まれているの
は、 「局主主j、中国の三高（ 「高富州」と「白富美」）、 「土豪」、 「女漢子J、
「緑茶ピッチ」、 「黒木耳J、 「粉木耳」の以上合計8種類のネガティブな流
行語である。以上に加え、 「属盆」と名乗る若者男性の感情志向と緊密の関係
があり、若者女性の理想として流行している 「女神J、現在の中国サブカルチ
ャーにおいて代表的な二種類の集団を指し示す、 「腐女子」と「オタク」も調
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査紙に含んでいる。15すなわち選択可能な流行語は合計十一種類である。
上記の十一種類の流行語の受容度に関する質問は三間ある。一聞は、 「近頃
のインターネットにおける流行語に関して、印象が強い流行語を選んでくだ
さい」 。第二聞は、 「この十一種類の流行語のうち、意味を多分知っていると
思う流行語はいくつありますかJ。第三聞は、「この十一種類の流行語のうち、
インターネット上で、あるいは日常生活において使用したことはありますか、
もしあれば使用したことがある流行語を選択してください」。以上計三聞を流
行語の受容度に関する質問として設定した。
その三つの質問の回答結果から次の＜表 1＞、＜表2＞及びく表 3＞を作成
した。
＜表 1＞近頃のインターネット流行語について印象が強い流行語
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男性 都市戸籍女性 非都市戸籍男 非都市戸籍女
学生 学生 性学生 性学生
席主主 92.59% 86.00% 92.00% 98.00% 91.66% 95.23% 
高富州 87.03% 84.00% 92.00% 96.00% 91.66% 95.23% 
白富美 85.18% 90.00% 88.00% 98.00% 87.50% 95.23% 
緑茶ピッチ 50.00% 48.00% 68.00% 64.00% 58.33% 47.61% 
女漢子 88.88% 84.00% 92.00% 94.00% 87.50% 100% 
土豪 90.74% 88.00% 92.00% 96.00% 95.83% 95.23% 
粉木耳 62.96% 14.00% 64.00% 52.00% 50.00% 28.57% 
黒木耳 64.81% 28.00% 72.00% 60.00% 54.16% 42.85% 
女神 79.62% 84.00% 92.00% 94.00% 87.50% 95.23% 
腐女子 57.40% 58.00% 76.00% 80.00% 62.50% 61.90% 
オタク 46.29% 30.00% 68.00% 60.00% 54.16% 57.14% 
1；オタクに対する定義について、日本と中国は区別がある。中国のオタクは日本と同様にゲームやインターネットな
どといった屋内で遊べる娯楽に没頭、あるいはサフ、カノレチャー など特定の分野に詳しい人を指す言葉として定着して
いるが、一般的な人々と比べると外出頻度が少ない人を指すこともある。つまり、中国のオタクのニュアンスは引き
こもりとオタクの結合体。
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＜表2＞十一種類の流行語のうち、意味を多分知っていると思う流行語
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
全部 7.40% 0% 56.00% 44.00% 29.16% 14.28% 
大部分 79.62% 70.00% 28.00% 38.00% 33.33% 47.61% 
半分 1.85% 18.00% 8.00% 14.00% 25.00% 33.33% 
小部分 11.11% 12.00% 8.00% 4.00% 12.50% 4.76% 
ゼロ 0% 。% 。% 0% 0% 0% 
＜表3> 十一種類の流行語のうち、使用したことがある流行語
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男性 都市戸籍女性 非都市戸籍男 非都市戸籍女
学生 学生 性学生 性学生
席主主 81.48% 74.00% 84.00% 78.00% 75.00% 80.95% 
高富州 74.07% 60.00% 72.00% 64.00% 66.66% 66.66% 
白富美 55.55% 64.00% 48.00% 62.00% 58.33% 66.66% 
緑茶ピッチ 20.37% 8.00% 32.00% 10.00% 4.11% 4.76% 
女漢子 68.51% 84.00% 48.00% 80.00% 66.66% 85.71% 
士豪 75.92% 84.00% 88.00% 94.00% 83.33% 85.71% 
粉木耳 25.92% 2.00% 16.00% 2.00% 12.50% 0% 
黒木耳 35.18% 2.00% 24.00% 4.00% 12.50% 0% 
女神 64.81% 64.00% 60.00% 78.00% 66.66% 71.42% 
腐女子 22.22% 16.00% 28.00% 32.00% 12.50% 38.09% 
オタク 14.81% 14.00% 12.00% 14.00% 8.33% 14.28% 
以上の三つのデータを見てみると、まず理解できるのは、社会人であれ、都
市戸籍の学生であれ、非都市戸籍の学生であれ、いずれも大部分のネガティブ
な流行語に対して印象を持っていることである。特に、「席主主J、「高富州」、
「白富美」、 「土豪」、という 4種類のネガティブな流行語に関しては印象を
持つ人の割合が大きい。また、列挙した流行語において半数以上の意味を分か
ると思う人の割合も高い。しかし 「腐女子」と 「オタクJに対する印象、及び
使用頻度はネガティブな流行語より低い。この結果はネガティブな流行語の影
響力示す指標であると言える。だが、 「黒木耳J、 「粉木耳J及び「緑茶ピッ
チ」、この三種類の新語に対する印象及び使用頻度は他のネガティブな流行語
と比べるとかなり低いことも指摘できる。
32 
もっと詳しく分析すれば、以下のことが鮮明になる。
一つ目は、様々な流行語に対しての敏感度において、最も敏感度が高い集団
は都市で生まれた若者である。都市戸籍の学生集団のうち、ネガティブな流行
語及び「腐女子J、 「オタク」に対しての印象を持つ人は他のクラスタに比べ
多いことが理解できる。また、都市戸籍の女性学生と女性社会人と非都市戸籍
の女性学生を比較すると、 「黒木耳」、 「ピンクきくらげj及び「緑茶ピッチ」
のような女性差別用語、女性批判用語に対する認知度は、都市戸籍の女性学生
は明らかに高い。列挙した全ての流行語の意味をわかる人においても都市戸籍
学生の割合は圧倒的に高い。こうした結果から、流行語に対する認知度が一番
高い集団は都市の若者であると言うことができる。しかし、使用したことある
流行語についてでは、 「席主主」、 「高富州」 、 「白富美」、 「土豪」、という
4つのネガティブな流行語の使用者の割合を見ると、学生と社会人では大した
差がない。ここから二つことがわかる。一つ目は、 「席主主J及び 「席主主Jから
派生された「高富州」、 「白富美j、 「土豪jは既に純粋な流行語の範曙を超
え、全ての若者が使用しているということ。二つ目は、 「席主主」と「高富州J、
「白富美」、 「土豪」の聞には流行語本来の定義から見ると経済的な落差が存
在しているが、実際に使用している人の割合から見ると、経済的な地位の低い
人が多い非都市戸籍の学生と社会の階層格差における感受性が学生より高い
社会人は都市戸籍の学生よりこの4つの流行語を使用している人の割合が高
いということは確認できなし＇＼ （筆者の調査データによると、仲間と比べるなら、
自分の経済地位が仲間よ り低いと思う人の割合は、確かに非都市戸籍の学生と
社会人は都市戸籍学生より高い。計測した結果は、く表4＞を参照）。すなわ
ち、この調査データによれば、経済的地位の差異とネガティブな流行語の使用
程度にはほぼ相関がないという ことが分かつてくる。
＜表4＞あなたの友人と比べて、あなた自身の家計状況はどのレベルにあるか
男性社会人 女性社会人 都市戸籍 都市戸籍 非都市戸籍 非都市戸籍
男性学生 女性学生 男性学生 女性学生
かなりい
し、 5.55% 4.00% 0% 0% 0% 0% 
大部分の友
達よりいい 12.96% 14.00% 12.00% 10.00% 4.16% 14.28% 
みんなとほぼ
閉じレベル 57.40% 72.00% 84.00% 80.00% 45.00% 61.90% 
大部分の友
達より低い 14.81% 8.00% 4.00% 10.00% 47.61% 23.80% 
最低かもし
れない 9.25% 2.00% 0% 0% 14.28% 0% 
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更に興味深いデータを提示しておきたい。たしかに 「粉木耳」と「黒木耳」
に対する印象を持つ人、及び使用したことがある人は女性より男性が圧倒的に
多いが、そもそも女性の性行為における差別の意味が強いので、男性の割合の
高さは理解しやすいであろう。しかしながら、都市戸籍女性学生と都市戸籍男
性学生を比較すると「粉木耳」と「黒木耳」を使用する人の割合では男性の方
がはるかに高いが、「粉木耳jと「黒木耳」に対する印象を持つ人の割合で、は、
大きな差は確認できない。また、男性内で比較すると、 「粉木耳」と 「黒木耳j
に対する印象を持つ人の割合及び使用したことある人の割合は、いずれも非
都市戸籍学生が最も低い。こうした結果から、都市で育てられた若者の流行
語に対して敏感性の高さを確認できるが、これだけではなく、性に対する敏
感性と不安についても都市の若者は一番高い数値を示している。また、男性
のことを指す流行語の使用者の割合は女性より男性が高いが、女性のことを
指オ流行語の使用者の割合は男性より女性が高いという傾向がある。例えば、
「女漢子Jを使用したことがある若者女性の割合はかなり高い。 「白富美」と
「女神」は、いずれも男性の目を引く流行語であるが、実際にデータを見ると、
男性よりも女性の方がこのような流行語への関心が高い。この現象と同じよう
に、 「高富州」における使用者の割合では、女性より男性が高い。男性若者は
「高富州」に対する注目と女性若者は「白富美」に対する注目は階層格差を前
提として説明できるかもしれないが、若い女性からの「女漢子」と「女神jに
対する関心は階層格差により説明することはできない。上記のデータはネガテ
ィブな流行語と階層格差の関係が確固としたものではないことを一定程度証
明できる。
だが、唯一の例外は「緑茶ピッチ」としづ新語である。印象を持つ人の割合
でも、使用する人の割合でも、女性社会人、都市戸籍の女性学生よりも男性社
会人都市戸籍の男性学生の方が高い。一方で、非都市戸籍の男性学生の割合は
比較的低い。この例外はなぜ起こるのか。筆者は、原因は都市若者の聞のコミ
ュニケーションについて不安意識と不信感の増加が背景にはあると考えてい
る。 「緑茶ピッチJの定義（無邪気な良い外見と優雅な仕草を備えながら拝金
主義的に様々な男と暖昧な関係を維持する若い女性）から見れば、男性にとっ
て「緑茶ピッチ」は恐ろしい女性のタイプであろう。しかし既に述べた通り、
実際には女性が緑茶ピッチであるかどうかの判断はしにくい。従って、 「好き
な女性が実は緑茶ピッチかもしれないね」という考え方は好きな女性の問題と
いうより、好きな女性に対して疑わざるを得ない人自身の考え方によるもので
あるといえる。都市の若者が「緑茶ピッチJのような女性に対する警戒心の高
さを形成する背景には、そもそも愛により決めることである恋愛感情が、現在
ではただ金によって決定されるかもしれないという不安の蔓延がある。愛する
女性との付き合いが、自分の思いとは裏腹に、自分の経済面で判断されてしま
う。人と人の共通前提の不在によって生成する自信のなさと猪疑心は中国の都
市における若者の状態であるといえる。宮台真司は、猪疑心は後期近代におけ
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る、「関係性の空洞化の背後にあるのは、共通前提の消滅です」（宮台 2014:
156）と論じている。宮台は日本について以上のように論じているが、筆者は、
宮台の指摘は現在の中国の都市社会においても完全に適用可能だと考える。こ
のような共通前提の消滅こそが、ネガティブな流行語の生成と流行の重要前提
である。例えば、 「粉木耳」と「黒木耳Jに対する都市の若者の過敏さは、流
行語の意味から見れば処女崇拝主義と女性に対する差別が確かに存在するが、
このような流行語の存在は都市若者の共通前提の消滅から生じるコミュニケ
ーションの短絡化だと考える。中国都市における共通前提の消滅は、ネガティ
ブな流行語の生成と流行に与える影響について後の章節から詳しい説明する
が、筆者がここで提示したいことは、 「緑茶ピッチj、 「ピンクきくらげ」、
「黒木耳」のような流行語についてのデータは階層格差論を通じてでは説明で
きないということである。例えば、 「緑茶ピッチJは拝金主義的女性に対する
風刺と理解することも可能だが、相対的に経済地位低い非都市戸籍の男性学生
の中に「緑茶ピッチ」を使用したことがある人の割合はかなり低く、「粉木耳」、
「黒木耳」についても割合が低い。従って、このデータと階層格差論の考え方
の聞には矛盾がある。だが、この割合の低さは、中国の非都市地域の後期近代
化の立ち遅れによって説明できる。つまり、共通前提の不在についての体験は
都市若者より非都市の若者の方がまだそんなに強くないのである。従って、経
済格差よりも後期近代の強度と中国のネガティブな流行語の関係はより緊密
であるといえるのである。
2-2.中国のネガティブな流行語の中身について
調査を通じて知りたいことは、ネガティブな流行語の内容についての中国の
若者の態度にはどのような傾向があるのかという点である。特に、 「局主主」と
名乗る若者の割合と 「屑盆」に対する感覚及び個人領域に関係する流行語（性
について、愛について）に対する理が調査の重点である。
中国語の場合、単語の使用方式に基づき、単語の感情傾向を分類することが
ある。それらは、プラスの意味を持つ単語（褒詞）、目芝す意味を帯びた単語（辰
吉司）、そして中性詞、この三つのタイプに分けられる。例えば、日本語の「デ
ブ」や「ブス」といった単語は人の外見を毘す言葉であり、中国では「デ、ブ」
や 「ブス」といった言葉は典型的な反詞であり、人を褒める時に使われる「美
人」といった言葉は典型的な褒詞である。一方、場合によって、感情傾向が変
わる単語を「中性詞」という。既に述べたとおり、 「屑盆Jと名乗る人は多い
が、 「席盆」一体はいい意味なのか悪い意味なのか、評価が両極に分化してい
てよくわからない。この部分において筆者は、若者にとっての主流な判断傾向
を知りたい。
質問の回答結果から見れば、大部分のネガティブな流行語の中身の感情傾向
に対する判断には明確な部分が確かにあるが、日愛昧な部分もある。また、流行
語の定義と若者にとって流行語に対する感情傾向が逆転している単語や、性別
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によって感情傾向が変わる単語が確実に存在している。
調査で調べた単語をまとめると、大部分の若者にとって「舵詞」としての流
行語は「黒木耳」、 「緑茶ピッチ」、 「腐女子J、 「オタク」、 「屑盆」であ
る。 「褒詞」として流行語は「高富州」、 「白富美」、 「女神」、 「土豪」で
ある。 「褒詞Jと「庇詞Jの割合が男女に変わる流行語は「ピンクきくらげ」
と「女漢子」である。筆者は、この調査結果から理解できる重要な点は、若者
たちの性別と「女漢子」とし1う新語の関係性、及び若者が「土豪」を褒詞とし
て定義していることである。調査において、実は土豪は中性詞と考えている若
者の割合も多い。しかし、土豪を褒詞として定義する若者の割合は一番高い。
また、 2014年の第三版『現代漢語規範詞典』に収録される「土豪」の新定義
の「今は知識及び正しい価値観がない金持ちのこと」の感情傾向は矛盾してい
る。筆者の考えは、 「土豪jの定義の邦検性（例えば、かなり値段高い商品を
買った人に対する「お前は土豪だ！ Jのような榔撒は毎日ある）は確かに存在
しているが、土豪に対して敵視を持つ若者はさほど多くないというものである。
逆に、お金がをたくさん持つことは本当にいいことだと考えている若者は主流
であると考えている。これは本論文の第一章で言及した「土豪さん、友達にな
ろうよ！」としづ成句の流行と合致する。
「粉木耳」は褒詞と判断する男性の割合が高く、女性の場合では圧倒的に低
い。一方、 「女漢子」は褒詞と思う女性の割合が多いが、男性の割合では圧倒
的に低い。筆者は、性別によって「褒詞」と「毘詞」の割合が相反する原因は
「共通前提の不在」であると考える。男性若者にとって、結婚する前の性行為
の有無は女性に対する一つの判断標準だと考えている人が多い。これを前提と
して、 「黒木耳Jは悪く、 「ピンクきくらげ」は良いとしづ判断が生じる。と
ころが、若者女性にとって、 「結婚前の性行為の有無」が女性に対する判断基
準の一つであるという観点が既に受け入れがたいものになっている。女性にと
っての前提は、木耳系流行語はすべて受け入れがたく、同様に、 「可愛し 1」と
か、 「女らししリといった基準もすでに基準として適切なものではないと考え
られている。
また、同じ人にとっても一つの不ガティブな流行語に対する判断基準が不安
定状況はこの次の質問からよく理解できる。 「席盆」をR乏詞として判断する人
の割合は62.80%を占めているが、調査のデータによれば、 「席盆」と名乗っ
たことがある人の割合も高い。また、 「実は誰でも席主主な面がある」という主
張を支持する人の割合は圧倒的に高い。 （具体的にデータは＜表 5＞、＜表6
＞と＜表 7＞を参照）
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＜表5＞もし、 他人があなたのことを「局主主」と呼んだら、あなたは気にしますか
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
気にかける 22.22% 16.00% 16.00% 4.00% 12.50% 19.04% 
気にしない 35.18% 28.00% 52.00% 30.00% 50.00% 33.33% 
相手は誰次 38.88% 48.00% 24.00% 58.00% 29.16% 47.61% 
第だ
知らない 3.70% 8.00% 2.00% 8.00% 8.33% 0% 
＜表6＞あなたは「席主主」と名乗ることがありますか
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
ある 55.55% 38.00% 68.00% 68.00% 54.16% 47.61% 
ない 43.63% 62.00% 32.00% 32.00% 45.83% 52.38% 
＜表7＞あなたは以下の主張に賛成しますか一一一実は誰でも席盆の面がある
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
賛成 64.81% 76.00% 88.00% 90.00% 87.50% 90.47% 
賛成しない 5.55% 8.00% 4.00% 4.00% 0% 4.76% 
知らない 29.62% 16.00% 8.00% 6.00% 12.50% 4.76% 
以上のデータによれば、若者は「席盆Jの中身のネガティブ性をよく理解し
ているが、「席主主」に対する納得度は高い。「席盆Jと名乗る若者はもちろん、
たとえ「局主主」と呼ばれる事に対し不快感を持っていても、自分は多かれ少な
かれ席主主の面があると思う人が多い。また、もう一度提示したいことは、 「居
室生」と名乗る人の割合が一番高い集団は都市戸籍学生である。
ここまでのデータを吟味すると、一つの疑問を生じる。つまり、 一体「席盆j
はどういう存在なのかということだ。本論文の第二部分で詳しく分析するが、
ここで次の調査データを続けて取り上げたい。まずは若者集団と 「席盆J集団
の関係におけるデータである。
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＜表8＞あなたにとって「席盆」と思われる人と友達として交際できますか
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
ok 62.96% 72.00% 80.00% 68.00% 58.33% 85.71% 
無理 14.81% 6.00% 0% 6.00% 12.50% 4.76% 
決定しにくい 16.66% 22.00% 20.00% 26.00% 29.16% 9.52% 
＜表 9＞あなたにとって「席盆j と思われる人と交際できますか
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
ok 40.74% 30.00% 12.00% 12.00% 37.50% 4.76% 
無理 29.62% 32.00% 44.00% 48.00% 25.00% 33.33% 
決定しにくい 29.62% 38.00% 44.00% 40.00% 37.50% 61.90% 
データから見ると、若者は 「席盆」と交友関係になることについて実は拒否
心理があまりない。しかし、恋愛関係においては、拒否心理及びE害賠心理は明
らかに強くなっている。注意すべきところは、 「屑盆」に対する拒否心理及び
障跨心理の原因は「席盆jの経済的地位の低さではないということだ。なぜな
ら、 「席盆」と恋愛することについて、都市戸籍の学生の拒否心理及び鷹踏心
理の高さは一目瞭然だが、一番付き合う意欲が低い集団は非都市戸籍の女性学
生である。もちろん、そもそも全体的に経済的地位が高くない非都市戸籍女性
学生は経済的地位が同様に高くない「席盆」と付き合えば、経済的地位の向上
の可能性はもっと低くなる可能性が高く、それによって、非都市戸籍女性学生
の拒否心理及び博賭心理は高いという考え方には合理性がある。しかしながら、
このような考え方では次のデーすを解釈し難い。
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＜表 10＞もし機会あれば、あなたは知っている高富川（白富美）と付き合いたいのか
男性社会 女性社会 都市戸籍男性 都市戸籍女性 非都市戸籍男 非都市戸籍女
人 人 学生 学生 性学生 性学生
ok 44.44% 24.00% 60.00% 34.00% 33.33% 19.04% 
無理 7.40% 24.00% 20.00% 8.00% 16.66% 14.28% 
決定しに 48.14% 52.00% 20.00% 58.00% 50.00% 66.66% 
くい
つまり、たとえ経済的地位が非常に高い高富川と付き合う機会があっても、
非都市戸籍女性学生の意欲はく表 9＞より高くなる一方、拒否心理及び酵曙心
理は依然高い。ここで注意したいことは、都市戸籍男性学生以外、中国の三高
と付き合うことについて、若者集団における鴎賭心理を持つ人の割合は＜表9
＞よりもっと高いということである。ここから見ると、 「最近の中国の女性は
拝金主義者であり、恋愛でも金持ちとしか付き合わないJとしづ論調は偏った
見方だといえる。
以上の様々なデータによれば、一部分の若者のネガティブな流行語に対する
意識は、非常に矛盾した状態に陥っているといえる。 「席主主jは決して良い意
味の新語ではないというコンセンサスが若者全体でとれている一方、 「屑盆」
と名乗る、あるいは「局盆」と呼ばれても構わないと思う若者も多いのである。
「席盆Jとのコミュニケーションに関する親密度についての質問でも、「席主主」
と付き合いたい若者の割合が少ないのは予想内のことだが、多くの若者にとっ
て「席盆Jと友達になることには全く問題がない。このような状況の原因は「席
盆jの経済条件と外部条件は友達に関しては問題にあまりならないが、恋人と
して付き合っていくには無理だということになる。しかし、 「席盆」より経済
的地位と外見がはるかに良い「中国の三高jと付き合いたい若者もそんなに多
くない。一方で、筆者の調査結果によると、 「高富州」と「白富美」を褒詞と
判断する若者も大多数存在している。筆者は、このような若者の「席盆」に対
する矛盾した意識および「中国の三高」に対する距離感は経済的地位に関する
要素があるが、経済的地位の区別ばかりを強調することにはあまり意味がない。
なぜなら、何度も提示した通り、上述の様々なデータから見ると、ネガティブ
な流行語についての感受性が最も高い集団は平均的経済地位が低い非都市若
者ではなく、逆には都市戸籍の若者であるからである。また一部分の回答につ
いてのデータの相違は、経済地位の区別よりも、性別の区別のほうが明らかに
重要な原因だと考えられる。いずれにせよ、若者はネガティブな流行語の中身
についての理解と感情の形成の聞には必ず階層格差よりも重要な原因が隠れ
ているのである。
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2-3.「席盆Jという流行語の作用について
前節以前は、様々な細かい質問とそれに関するデータを提示した。データに
よると、ネガティブな流行語における使用と経済的地位の関係の弱さは明白で
ある。筆者が行った調査の他の部分に関しては、本論文の第二部 「ネガティブ
な流行語について分析」で使用する。ここでは、ネガティブな流行語の代表一
一一「居室生」の機能についての回答データを提示する。
「席盆」の機能を明確化するために、 「席盆」と中国の三高の聞の関係を明
確にしなければならない。従って、筆者は以下の質問をした。知りたいことは、
「席盆j と「高富州J、 「白富美」の差異の中に、経済地位の差異はどれく ら
い重要な位置付けにあるのかという点である。 （回答におけるデータは＜表
11＞を参照）
＜表 11＞あなたはこの意見についてどう思いますかーーやはり高富州（白富美）と席盆の最
大の差は経済の差である
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
賛成する 61.11% 54.00% 60.00% 42.00% 50.00% 38.09% 
賛成しない 25.92% 34.00% 28.00% 44.00% 33.33% 52.38% 
知らない 12.96% 12.00% 12.00% 14.00% 16.66% 9.52% 
このデータは一番、高富州 （白富美）と席盆の経済地位格差の重要性を確認
できる。データから分かるように、社会人、都市戸籍学生、非都市戸籍学生の
三つの男性若者集団の大部分は高富州（白富美） と席盆の最大の差は経済の差
という主張に同意している。だが、このデータによって、席盆としづ新語が若
者の経済地位の格差を表現すると言うことはできない。なぜなら、女性学生の
選択の割合を見ると、男性若者とは全く異なった結果になっている。筆者が言
いたいことは、「席盆」と言えば希望と金がない若者、「高富州Jあるいは 「白
富美」と言えば若い金持ちという考え方は短絡的な観点にほかならないという
ことである。実際、若者の生活環境、性別などによって、同じネガティブな流
行語でも、具体的な考え方と気にするところは全く異なる。 従って、使用者が
ネガティブな流行語に求めることは、若者のタイプによって異なるのである。
先に述べたように、こう した差異の形成の原因は、共通前提の不在である。こ
こで注意したいことは、データによれば、男性若者集団の大部分は高富州 （白
富美）と席盆の最大の差は経済の差という考え方に同意しているが、 こうした
結果が「席盆」は、社会階層格差を表現する機能があるということにはつなが
らないということである。
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＜表 12＞「席盆」という新語の作用について、あなたはどう思う
男性社会人 女性社会人 都市戸籍男 都市戸籍女 非都市戸籍 非都市戸籍
性学生 性学生 男性学生 女性学生
自己の位置の明確
化 25.92% 24.00% 20.00% 16.00% 33.33% 14.28% 
社会不平等に対する
風刺 46.29% 32.00% 44.00% 30.00% 33.33% 33.33% 
若い金持ちに対する
皮肉 25.92% 30.00% 44.99% 16.00% 20.83% 16.66% 
普通の若者の聞の関係
がよくなる 44.44% 36.00% 60.00% 54.00% 58.33% 45.83% 
一部分の人の精神プレ
ッシャーを発散できる 46.29% 50.00% 52.00% 60.00% 54.16% 76.19% 
知らない
16.66% 10.00% 8.00% 14.00% 4.16% 9.52% 
く表 11＞のデータによれば、若者にとって、 「席盆」とし 1う新語の最大の
作用は格差に対する批判あるいは皮肉ではない。都市戸籍男性学生の中には若
い金持ちに対する敏感性を持つ人の割合は半数に近付き、 「席主主」の定義1こよ
って格差問題が反映されると考える若者の割合も 3分の 1を超える。しかし、
筆者が列挙した「席盆」としづ新語の作用のうちで、最も若者の考えと一致す
る部分は、若者のコミュニケーション及び若者個人に対する「席盆」の作用で
ある。これは筆者の予想と一致する。つまり、若者たちが「席盆」のような流
行語を使用する意図は、社会の階層格差に対する不満よりも個人領域の原因が
主因なのである。＜表 11＞によれば、 ・「席盆Jという新語を通じて、自己の
社会位置を明確化できると考えている人の割合は少ない。すなわち、本当に自
分は典型的な「席盆」だと考える若者があまりいない。特に都市戸籍の学生で
は「席盆」と名乗る人は多いが、実際に「席盆」が自分の社会位置だと考えて
いる人は少ない。一方、 「一部分の人の精神プレッシャーを発散できるJを選
んだ人の割合は半数以上を占めている。筆者は、この一部分の人の精神プレッ
シャーを発散することは間違いなし1「属盆」の重要の機能であると考えている。
しかしながら、調査のデータによれば、この一部分の人の精神プレッシャーは
決して経済地位が低い若者が持つ基本的な生活維持についてプレッシャーで
はない。階層範囲を超える多くの若者共通の精神プレッシャーこそが、ネガテ
ィブな流行語を流行させる重要な原因なのである。そして、次節では本論文の
第一部のまとめを行い、本論文における分析視角を確定させる。
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第3節第一部のまとめ
本論文の第一部は、①中国のネガティブな流行語について定義②中国のネガ
ティブな流行語の発展経緯③中国のネガティブな流行語について先行研究の
紹介を行い、最後に筆者が 2014年夏に実施したネガティブな流行語について
の調査データ一部を提示した。
そして、中国のネガティブな流行語における実情と先行研究の結論には矛盾
が存在していることを指摘した。ここでもう一度に簡単にまとめる。
中国のネガティブな流行語の内容が、若者の様々な方面における落差を表現
することは間違いなく事実である。中国のほぼ全て先行研究において、ネガテ
ィブな流行語の中の落差を表現するという部分を重視している。先行研究にお
ける分析の視角はそれぞれ異なるが、ネガティブな流行語の生成と流行の原因
には、若者間の格差の存在を合意している。筆者は、大部分のネガティブな流
行語の内容が、落差を表現するとしづ主張には異論はない。むしろ、ネガテイ
ブな流行語が落差性を持つからこそ、研究の価値があると考えている。
だが、注意したいのは、様々な先行研究における結論の短絡化傾向である。
詳しく言えば、ネガティブな流行語によって分類された様々なタイプの聞には、
明らかに落差あるいは格差があるので、ネガティブな流行語を使用する若者は
必ず劣勢に置かれており、優勢に立つ若者に対して敵視している若者が多いと
いったものである。例えば「居室生」と名乗る若者が多さは、経済的地位の低い
若者の自噺と既得権益を持つ集団に対する皮肉であり、 「席盆」の流行の強さ
は中国社会の格差の大きさと正比例するというものだ。
社会階層の格差を強調していない先行研究で、あっても、ネガティブな流行語
の使用者の精神構造の欠陥を強調するものが少なくない。しかし、こうした結
論は筆者の調査のデータと合っていない。確かに「席盆」の定義の一つは経済
地位が低い若者を指しており、 「席盆」と名乗る貧しい若者もいるのは事実で
ある。しかし、実際には、経済地位が全く悪くても「席盆」と名乗る若者は大
勢いるのである。この事実は様々な格差問題について行われた研究が看過して
きた点である。経済格差と関係なく、精神面に欠陥を抱えている若者は、ネガ
ティブな流行語を使用するという研究もあるが、そうした先行研究の中では精
神面の問題を持つ若者は、向上心を失い頑張ることのできない「ダメ人間Jと
して考えられている。しかし、 「席主主Jと名乗る有名人たちは、典型的なダメ
人間とは言えないであろう。さらに、それなりに頑張っている若者でも、ネガ
ティブな流行語を使用したことがある若者も決して少なくない。従って、この
ような若者の精神状態とネガティブな流行語のつながりを断言した結論は現
実を理解できていない。また、こうしたネガティブな流行語をする若者は「ダ
メな若者」であり、使用しない若者は「良い若者jであるとしづ主張は、ネガ
ティブな流行語を使用する事自体によって若者を差別する理論になってしま
っている。
本論文の研究視点は従来のネガティブな流行語先行研究において、格差問題
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と社会風潮の劣化の過剰な強調を批判し、若者の意図そのものに注目するも
のである。なぜなら、 若者の意図に対する分析の欠如した研究では、主要なネ
ガティブな流行語の使用者（都市戸籍の若者）がネガティブな流行語に対する
高い感受性を持っているという現実を説明することができない。筆者は、この
ような経済地位では説明できないネガティブな流行語の通用性は、後期近代に
おける若者のアイデンティティの変容と緊密の関係があると考えている。本論
文の研究方法は、若者のアイデンティティ研究とサブカルチャー研究を参考し、
ネガティブな流行語の機能と現在の中国の若者のアイデンティティとの関連
に着目し行ってしだ。後期近代における若者のアイデンティティ変容と再構築
に関して、ネガティブな流行語を分析することは意味があり、ネガティブな
流行語に対する受容性の高さを通じて中国のネガティブな流行語の流行要因
を再解釈する。
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｛第二部 中国ネガティブな流行語の生成と流行における再考察】
第3章
中国のネガティブな流行語の生成と流行に対する説明
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第1節 中国のネガティブな流行語と後期近代
本論文の第一部では、中国のネガティブな流行語の歴史を振り返り、中国の
ネガティブな流行語ブームに関する先行研究の一部分を整理した。中国の研究
者たちは、中国のネガティブな流行語の異常性やネガティブな流行語の使用者
に対して注目しているが、筆者はネガティブな流行語の流行と階層格差の関連
を強調する先行研究は問題の本質に迫ることができていないと考えている。先
行研究において、ネガティブな流行語と格差問題を関連させ論じる視点から離
れ、ネガティブな流行語と格差は無関係だとする研究者もいるが、多くの研究
者は若者の精神劣化説を唱えている。例えば、 2014年 12月、中国の共産党機
関紙『人民日報』は「席盆Jと名乗る若者に対して再び批判した。文章のタイ
トノレは「自我隠す、やめよう jというもので、あった。 こうした文章の主張はつ
まり、中国の経済発展とともに多くの若者の精神がダメになっているというも
のである。また、ポストモダニティあるいは後期近代の概念を利用してネガテ
イブな流行語について説明する研究者はいるが、ほとんどがネガティブな流行
語の表現形式の特徴だけに着目し、後期近代における若者研究や自己について
の研究をほとんど参照していないのは、後期近代の核心を見落としているとい
える。もちろん、中国の国情の特殊性とネガティブな流行語の生成と流行には
重要な関連があるが、どの国においてもグローパル化している後期近代の様々
な問題の共通性を考慮しなければ、必ずネガティブな流行語に関して肝心な部
分を見過ごしてしまうであろう。
アンソニー・ギデンズ（giddens1991 = 2005）によれば、後期近代あるい
はhighモダニティの特性はモダニティの制度的再帰性に加え、近代社会生活
の深いレベルにおける時間と空間の再組織化過程、そしてそれに伴う脱埋め込
みメカニズ、ムの拡張に特徴があるという。このような特徴はグローパル化を休
みなく促進し、更にそれらは、日常社会生活と性質を変革していくのである。
ギデンズが定義する後期近代の特徴は、もちろん今日の中国に対しても当ては
まる。また、ギデンズは後期近代のシステムにおけるグローパルな共通性を強
調している。前近代の「世界システム」は多様な文化と意識が断片的に並んで
いた社会共同体であるが、 「対照的に後期モダニティは、人類がある意味では
一つの『われわれ』になるような状況を作り出し、そこで対峠する問題と機会
には、 『他者』というものは存在しなしリ (giddens 1991=2005 : 30）ので
ある。すなわち、ある国の社会問題を研究するとき、ほかの国のことを無視す
ることはできないのである。
ギデンズの議論、つまり現在の世界における社会問題の共通性を重視するこ
とは既に研究者の共通認識になっている。これは、先進国同士、途上国同士の
関連ではなく、大多数の問題は本格的なグローバル化の局面を迎えているので
ある。例えば、宮台真司は日本の社会問題に対し、 「この現象（終わらない日
常性）は先進国だけではなく、中国でもどこでもグローパルなコミュニケーシ
ョンにコ ミッ トする社会であれば必ず生じる」 （宮台 2014）と論じている。
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従って、中国のネガティブな流行語ブームを説明するためには、中国の国情及
び若者の特徴と後期近代における社会問題の共通性を結び付けなければなら
ない。本論文の第二部は上記で説明したこのやり方を通じてネガティブな流行
語の生成と流行について再考察する。
1-1.消費社会と中国のネガティブな流行語の関係
もし今日の社会の様々な現象が既に全世界で共通ならば、中国のネガティブ
な流行語についても次の間いを解明しなければならない。それは、他の国でも
中国のネガティブな流行語ブームと似通う流行語ブームがあるのかという問
題である。こうした視点は、中国のネガティブな流行語ブームの分析の重要な
手がかりになる。
本論文の第一部の中で示唆したように、中国の三高及び土豪のような流行語
の特徴は経済格差あるいは金持ちに対する皮肉だと仮定するなら、このような
流行語の歴史は少なくとも数十年以上に渡っている。より正確に言えば、国の
発展につれて、相対的に貧民が絶え間なく生まれる限り、金持ちを皮肉る流行
語も必ず存在するだろう。すなわち、完全な経済的な平等が達成されない限り、
経済格差を表現する新語はどこの国でも存在しているのである。例えば、日本
の「成金j という言葉、英語の「newrich」あるいはフランス語の「Nouveau
riche」など、すべて一つ国の社会変動ー期の聞に富裕層になった者への皮肉や
非難、侮蔑のニュアンスを持つ言葉である。特に日本の「成金J及び「成金趣
味」は2014年の第三版『現代漢語規範詞典』に定義された中国の 「土豪」の
新しい意味とほぼ同じである。だが、やはりこのような金持ちに対して皮肉る
言葉と今日の中国で流行しているネガティブな言葉は完全に一致していると
は言えない。例えば女性に関するネガティブな流行語、 「緑茶ピッチ」、 「女
漢子J、 「粉木耳」、 「黒木耳」は経済の要素と完全には無関係ではないが、
前章でも述べたとおり、共通前提の不在こそこのような流行語が流行る重要な
原因である。語棄の意味自体に経済地位の高さをはっきりと表現するネガティ
ブな流行語（「高富川」、 「白富美」、 「土豪」）は「席盆jに言及するのな
らば、それらへの言及も避けては通れない。 「席盆」群体の拡散と使用者の脱
階層傾向から見ると、 「高富州」、 「白富美J、 「土豪Jの存在理由は若い金
持ちに対する皮肉だけではないはずである。筆者は、ネガティブな流行語の表
現形式についての最大の特徴は、何かの格差を表現するというよ り、様々なこ
とを分類しているものであると考えている。換言すれば、中国のネガティブな
流行語は、ある意味、 「分類系流行語jだとも言える。このような若者自身の
分類欲求は昔の流行語と比べればネガティブな流行語の一大新特徴である。実
際、このような分類系流行語の短い期間での大量生成と後期近代の若者意識変
容には緊密な関係がある。一つの典型的な例として、 1980年代日本の分類系
流行語を列挙しておきたい。当時の日本の分類ブームを論じた宮台真司は以下
のように述べている。
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『80年代から 90年代初頭にかけて十数年、マスコミが分類ブームだ、ったこ
とも再度申しておきます。ネクラとネアカ。マルキン（金）とマルピ（貧）、
ナンパ系とオタク系、何とか5分類、みたいなものです。各雑誌も「何々タイ
プの君にはこんな彼女（彼氏）が似合いだjみたいな類型別の指南で溢れてい
たのです』 （宮台 2010:65)
宮台が論じている昔の日本の分類ブームと今日の中国の分類系ネガティブ
な流行語が流行っている現状はよく似ているのではないだろうか。筆者は、
1980年代の日本の流行は、中国のネガティブな流行語に対する説明について
の重要な参考になると考えている。
筆者は、 1980年代から今までの日本の社会変容における軌跡の一部分は、
今日の中国社会とつながる部分がある。ここでは、まず分類系流行語ブームが
あった20世紀80年代の日本と現在の中国を比較する。周知のとおり、 80年
代は日本の安定成長期の末期、有名なノ〈ブル景気はこの時期の象徴と言える。
このような経済背景に基づいて 20世紀80年代の日本はいわゆる高度消費社
会になっていった。日本の分類ブームはこうした時代に起こった。一方、現在
の中国のネガティブな流行語ブームが発生した時代は、例えば 「席盆」という
新語が大ブレイクした2012年はGDP成長率年平均9.8%としづ高成長を遂げ
ていた中国の高度成長期が終駕を迎えていた年である。土豪の新しい意味が辞
典に編入された2014年は、中国の安定成長期の始まりである。つまり、両国
の分類系流行語が大量に生成される時は、し1ずれも好調な経済成長を経験して
いる時期である。実際、現在の一部分の中国人の生活スタイルや社会現象は、
まるで日本のバブル時代の再現で、あるように見える。例えば現在の中国の高級
車ブーム、上海、北京などの大都市の盛り場及びディスコ消費ブーム、海外旅
行者の急速増加といった社会現象は、 80年代から 90年代初期のバブノレ時代を
経験したことのある日本人なら、決して見知らぬことではないはずだ。中国消
費社会における研究の中で、中国人の消費意識について変容を言及する場合も
多い。程と谷村は、少なくとも中国の都市部は既に大衆消費社会に入ってきた
と考えている。
都市住民所得の増加や所得格差の拡大とともに、消費者の意識も多様化へと
変化している。また、消費の意義も単純な「必需品を買うJから、買い物や消
費行動を娯楽的に楽しい行為へ変えた。特に、北京や上海など大都市のホワイ
トカラーはブランド意識が強く、限定商品を買うなど消費行為は「消費財を他
人と自分の格付けとする傾向」 16を示した。 （程、谷村 2012:36)
16 引用原論文の注は49、間々回孝夫 ［2000] 『消費社会論』有斐閣p19 
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李は 1980年代改革開放初期、中国における伝統的な文化は非物質的志向を
強調し，社会的地位や威信は、物質的な富の所有に依存しなかったと強調する
が、現在の中国では既に「非物質的志向」から「物質的志向」に変容している
と論じている。 『多くの人々は「節約は美徳」ではなく「消費は美徳」という
価値観を有するようになった。21世紀には世界最大の消費革命が中国に訪れ
ることが予測された。』 （李 2005:333）要するに、現在でも激しい貧富格差
が続いている中国と 1980年代当時の日本の総中流社会や高度消費社会からは
依然大きな隔たりがあるが、都市の一部やそこに住む人の生活スタイルには、
80年代の日本高度消費社会の雰囲気があることも間違いない事実である。筆
者がここで言いたいことは、ある程度の消費社会化を達成した後には必ず、若
者に関する分類系流行語が生成するということである。なぜなら、消費社会の
進展とともに若者の共通のコミュニケーションはだんだんなくなっていくか
らである。
分類系流行語の生成に関する説明を続ける前に、まずは消費社会の様々な
段階の特徴を理解する必要がある。ここで、は宮台真司が行った消費社会の各段
階における説明を参照し、各段階の消費社会の特徴を呈示してみたい。宮台に
よれば、消費社会は「それはモノの消費がフィクションの消費をともないはじ
める社会」 （宮台 2006:178）であるとしづ。例えば、日本の大正期から昭和
初期にかけては、他人よりも早く新製品を買うことは「階級差を見せびらかせ
る」というフィクションの消費を意味していた。60年代後半になると、カー・
クーラー・カラーテレビなどの 3Cを買わないと「人並みになれなしリという
フィクションが全日本を席巻した。しかし、ほぼ全ての耐久消費財を誰でも所
有できる後の消費社会（「高度消費社会」）においては、 「もはやみんなが同
じく物語＞を生きているわけではなし 1から、他人がどうしてそんなモノを買う
のかがよくわからなくなってくるし、たとえ分かつたとしても簡単に合意でき
な」 （宮台 2006:179）くなるのである。そして、このような消費にかかわる
動機形成の不透明さは、消費の多様化を招く。改革開放から現在までの中国の
消費社会化の軌跡を見れば、宮台が説明している共通のフィクションの存在す
る消費社会の段階は、中国の一部分の都市部ではもう完全に終わったであろう。
しかも、中国においては始まりから終わりまでのスピードが凄まじく速い。例
えばカラーテレビを消費することについて物語は、 二、三年の聞に既に「階級
差を見せびらかせる」から「人並みになるために」という物語に変化した。実
際、カラーテレビの普及率は1986年の都市部ではわずか30%であったものが、
1988年の調査では 80%にも上がっている。劉は、 「80年代中期から次々と興
ってきた家電製品偏重型消費ブームを第一次消費革命とし、マイカー・マイホ
ーム偏重型消費を第二次革命として位置づけJ(1997: 344）ているが、実際、
現在、テレビ、冷蔵庫、洗濯機など家電製品の普及率は9割に達し、 2015年
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には全国の自動車保有台数は1億台に達することが予測されている。 17従って、
動機が不透明な消費、あるいは動機が多様化した消費が、今後の中国消費社会
の主流となることは予想に難くない。だが、ここで注意したいことは、今日の
中国が既に 80年代の日本のような完全な高度消費社会になったことはさすが
に言えないということである。様々な階層によって、動機が不透明な自己の消
費と 「階級差を見せびらかせるjのための消費、 「人並みになるJのための消
費、また毎日の基本的な生活を確保するためだけに行われる消費も含めてそれ
らは併存しているのである。しかし、 一部分で高度消費社会の特徴を持つ動機
が不透明な消費が現れると、全社会における消費の共通前提がなくなってしま
れそうすると、基本的に生活確保の為の消費は 「階級差を見せびらかすJた
めであれ、 「人並みになる」ためであれ、 それらは消費する当人だけが考えて
いるものになり、物を買うことと消費される物語の関係が全く担保できなくな
った。 こうした中国の消費社会の現状立った上で、若者の共通のコミュニケー
ションは喪失するのか、若者の共通のコミュニケーションがな‘くなることとネ
ガティブな流行語ブームにはどんな関係があるのかについて論じてし1く。
この疑問に答えるために、消費社会の変容に加え、若者のアイデンティティ
問題についても考える必要がある。アイデンティティの変容は、後期近代の最
も重大な特徴の一つである。筆者は、アイデンティティ問題に触れないことに
は、ネガティブな流行語の使用、とりわけネガティブな意味を持つ流行語を
名乗る行為は決して説明できないと考える。以下では、アイデンティティに関
する学説を通じ、 一つの問題について考察を行う。その問題とは、なぜ中国の
高度消費社会特徴を出る前に、若者は共通のコミュニケーションを維持できた
のかという問題である。
1・2.ネガティブな流行語ブーム前の中国若者アイデンティティ変容
（共通コミュニケーションの保証期 1980年代－2000年）
既に述べた通り、高度消費社会の前、若者は共通のコミュニケーションが維
持できていた。なぜなら、高度消費社会の特徴が出る以前、中国の若者の聞に
は共通認識が存在していたからである。言い換えれば、高度消費社会の特徴が
現れる前、中国の若者のアイデンティティは現在のように多様化してはいなか
った。
そもそも、改革開放の前に、 つま り察（2007）が述べている革命の時代あ
るいはイデオロギーの時代では、中国の当時の若者のアイデンティティを議論
することはあまり意味がないであろう。要するに、あの時期の中国は政治が絶
対に優位に位置し、若者は共通の目標を持っており、人々 の生活スタイルはほ
ぼ同じであった。従って、アメリカにおいては世界史上前例のない大規模な消
「中国自動車工業協会統計情報網」 2011年 ll月4日に公布した 「2010年わが国自動車保有量状況分
析」により
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費社会化が進行中の時にエリック・エリクソンによって提起されたアイデンテ
ィティの確立とし1う課題は改革開放前の中国若者に対しては課題にすらなら
なかった。デュルケームの共通の感情と信念を持つ機械的連帯や、リースマン
の社会の性格という概念のうちにある伝統指向、つまりある人の行動は「特定
の年齢集団、氏族、カーストなどの固定した集団の一員としての同調性という
形をとる」 (Riesman 1961=1964:9）といった主張は、改革開放前の中国若
者の自己と他人の関係に対して完全に適用できる。あえてあの時期の中国若者
のアイデンティティの状況をまとめれば、ギデ、ンズ、が行った伝統的な文化（前
近代および近代初期）におけるアイデンティティの特徴に対する説明は妥当で
あろう。
「しかし伝統的文化では、ものごとは集合体のレベルで、は世代が代わっ
ても多かれ少なかれ同じであり続けたため、変化したアイデンティティー
ー青年期から成年期への変化のようなーーははっきりと確認された」
(giddens 1991 = 2005 : 36）。
ギデンズが述べるように、若者の人生設計ははっきりと定まっており、共通
の部分も多かった。従って、改革開放前の中国の若者は、自分のアイデンティ
ティを持っていたとは言えないが、それによって共通のコミュニケーションを
完全に維持できていた。
だが、このような伝統指向の社会性格は改革開放の後で迅速に消えていった。
改革開放の深化に連れて、中国の政治的な雰囲気は段々薄れていき、イデオロ
ギーの時代あるいは政治革命の時代は一気に解消した。そして、伝統から近代
へ、集団から個人へ、といった近代社会が発展してきた歴史の中にあるすべて
のテーマがついに中国を席巻した。もちろん、中国の若者の自己関心とアイデ
ンティティ問題も改革開放から浮上していった。実際、この時点から、後期近
代の中国とほかの国の若者問題およびアイデンティティ問題の共通性と相似
性がよく見えてきた。ここでの問題は、政治およびイデオロギーに基づく社会
同調性がなくなった後の中国社会において、若者の共通コミュニケーションは
何を通じて維持されたのかということである。筆者は、改革開放の段階によっ
て共通コミュニケーションを維持させているものは違うと考えている。改革開
放の第一段階、つまり市場経済への移行期（1978-1992）の若者変容を見てみ
よう。
80年代初期、改革開放が始まったばかりの中国の若者のアイデンティティ
問題をめぐって既に騒動が巻き起こっていた。 1980年、当時、 年間の発行量
が200万冊を超えていた中国共青団機関誌『中国青年』は、藩暁とし1う読者
の手紙を掲載した。この来信のテーマは『人生の道、なぜ歩ければ歩くほど狭
くなっていく のか』というものだ。内容は、 当時の中国の若者の一人として人
生に対する疑惑を打ち明けるというもので、あった。この来信は、 当時の中国の
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若者の心を動かし、短時間で藩暁の手紙の内容に対する『中国青年』雑誌社へ
送られてきた手紙は6万枚を超えた。この事件は当時の中国若者の精神の苦境
の勃発とみなされていた。中国の政治優位時期は既に終わり、子供の時代から
受けてきた知識と真理は完全に意味を失った。更に、文化大革命の時期、若者
の行為の価値はほとんど否定された。徐（2012）によると、当時の若者は、
現実と自己を再構築することを慌ただしく求めていたという。その後、ある程
度主流社会と大人に追放されたように気持ちを持っていた当時の中国の若者
は、自分達の文化を作り始めた。つまり、若者にとって、自分の文化、自分の
言語、自分の信仰を持てれば、自分の世界を作ることができるという考え方が
生まれたのである。このような若者の変容はどこの国でも一時期起きることで
あった。小谷敏（1993）によると、アイデンティティ問題は 60年代アメリカ
の公民権運動や、西側先進諸国を覆った学生紛争などの社会運動を思い起こさ
せるという。宮台真司は以下のように論じている。
『明治末期から50年代初期にかけて、日本の少年は日本男児の予備軍とし
て「明るく正しく強く J、少女は良妻賢母の予備軍として「清く正しく美しく」、
という＜理想＞を目指すべきだと考えられていた時期はあったが、 50年代か
ら既に衰退し、代わりに家や世間から阻害されて苦しむ＜若者＞が登場した』
（宮台 2007:27・28)
このよちに苦しむ＜若者＞が中国で初めて現れたのは80年代である。それ
だけではなく、例えば中国のロックの啓蒙期、近代青年文学の再興、中国のポ
ップミュージックの誕生など、すべて 80年代に起きたことである。筆者がこ
こで言いたいことは、 「大人／若者j、 「体制／反体制」といった二項図式は 80
年代の中国では明確に存在していた。従って、 80年代の中国の若者は共通の
コミュニケーションが維持できたである。80年代の中国の若者の反体制、反
大人とし1う共通前提に基づいた若者文化のクライマックスは， 80年代末期に
おける中国の一連の政治的事件である。結局は 80年代の反体制、反大人の共
通前提に基づいた若者文化は強制的に潰された。それによって、 80年代の若
者の共通前提は大きな痛手を受け、反体制や反大人とし1う若者の共通コードを
大幅に削減させた。従って、 90年代の若者は 80年代とは異なる新しい共通前
提を持っていたはずである。
改革開放の段階を視角として見ると、 90年代初期は既に改革開放の第二階
段、今でも続いている社会主義市場経済（1992・ ）に入ったところである。
筆者は、他の固と比べれば、改革開放以後現在まで、中国若者文化の一番特殊
な時期は 90年代から 21世紀初期のインターネットが普及した頃までの時期
だと考えている。ここで再び、日本と比較してみよう。宮台（2007）による
と、日本の大学紛争および73年の石油ショックがきっかけで日本の若者の「連
帯する内部」が消滅したという。そして、＜我々＞としての自己ではなく、唯
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一性としてのく私＞が浮上してきたことを指摘している。その後の時代は「虚
構の時代Jあるいは「自己の時代J （宮台 2014）と呼称される。小此木啓吾
(1978）によると、学生紛争のほてりが去ったあとには、若者たちの不関与
が取りざたされたという。自分のアイデンティティは長い間未解決のまま「モ
ラトリアム人間」が主流化した。小谷敏（1993）によれば、モラトリアムは
元々 70年代初頭に対抗文化の触媒として機能したが、 70年代後半に産業社会
の階梯の中に組み込まれたモラトリアムは、役割実験の期間としての本来の機
能を喪失し、その中で若者たちは、孤立と内向を深めていくようになっていっ
たという。浅野智彦（2009）がまとめている 90年代以前のアイデンティティ
の重要な特徴「大人から自らを区別する形での世代内文化の共有を前提として
いたこと」は、他の学者によれば70年代後半から既に維持できていなかった
といえる。つま り、革命及び、政治運動が終わってすぐ、日本の若者の内部連帯
はにわかになくなってしまったのである。筆者は、中国は、 80年代の末期の
日本と同じように、若者の反国家体制及び反大人路線は徹底的に大失敗したの
は事実だが、若者の全体的な連帯は90年代においてもまだ維持されていたと
考えている。維持できていた背景には、中国特有の政策一一人っ子政策ーがあ
る。中国では 1979年から始動した一人っ子政策に従いって生まれた80年代
の一人っ子世代は、 90年代から徐々に少年少女になり、 90年代の若者文化の
主役を担っていったのである。そして、 1990年代において、彼らには一人っ
子政策が実施された後の第一世代だからこそ維持できる共通コミュニケーシ
ョンのコードがあった。
80年代生まれの一人っ子世代は以下の諸特徴を持つ環境の中で成長してい
る。第一に、中国において本格的な市場経済が始まった時期であることだ。し
かしながら、当時の中国の経済発展の目標は、一部地域を重点化し、できるだ
け早く「小康社会」を目指すというもので、あった。小康とは、 人間にとって最
低限必要とする衣食住、教育、保健等を満たした上で、 ある程度の文化と余暇
水準を守れるような生活水準と、ややゆとりのある生活ができる状態のことを
指す。これは、日本において政治の季節が終わった 70年代に、日本が既に高
度成長の豊かさが定着していたこととは個人消費能力におけるレベルは全く
異なっている。
第二に、 80年代に生まれた一人っ子世代はそれより以前の世代と全く違う
教育環境、生活環境の中で成長した点が挙げられる。実際、 90年代には 「改
革開放」で生じた多くの富裕層や中産階層の「ただ一人の子Jに対する過保護
についてのマスコミ報道は非常に加熱している。
第三に、突然、兄弟がほとんどいない子供として生活することになった点で
ある。すなわち、他人と遊びたくても、兄弟がないので、友達ができるかどう
かは非常に肝心なことになったのである。以上の三点を背景に①サブ？カルチャ
一文化の共有性②「我々」である若者の敵としての存在③他の若者とコミュニ
ケーションをする意欲の 3点を維持することができていたのである。
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以下では、まずサブカルチャーの共有性維持ついて論じてし1く。90年代は
サブカルチャーの萌芽が見られた時期である。それ以前から、マンガ、アニメ、
小説、音楽などの若者が享受するサブカルチャーのジャンルは既に存在して
いたが、ジャンル内部を細分化する必然性もなく、作品の平均水準の高さも
保証できていなかった。実は、筆者は 1986年に生まれたので、90年代若者の
遊び方を完全に体験したことはある。 例えば、当時の中国のTVローカル放送
局は必ず毎日午後6時に日本アニメを放送していた。そして、当時の若者は『聖
闘士星矢』、 『SL品 iIDUNK』、 『超時空要塞マクロス』など各年代の日本
の名作に完全にはまっていた。 『聖闘士星矢』の聖衣のフィギュア、男性も女
性も、誰もがそれを欲しがった。一方、今振り返れば、実は完全に女性に向け
たアニメ『はなのこルンルン』でさえ、男性もそれは面白いと思っていた。マ
ンガといえば、 日本のマンガの海賊版は当時から大量に出ていた。『ドラゴン
ボ、ール』、 『ドラえもん』、 『キャプテン翼』などの名作は必ず売れていた。
音楽でいえば、 80年代末期から 90年代初期まで、 日本の少年隊を真似る台湾
男性アイドルグループ。の小虎隊が大人気で、あった。90年代中期から 2000年ま
で、誰もが香港と台湾の人気歌手の海賊版CDと磁気テープを聴いていた。い
ずれにせよ、 90年代の中国のサブカルチャーについて興味深いことは、みん
なでも同じように面白いと思い、かっこいい者に対しても同じようにかっこい
いと思っていたということである。一方、宮台は日本の 1950・60年代の音楽
は私たちの音楽と定義するが、GSブームの時も既に「若者内部でも一、二歳
年齢が違うと、享受される音楽が異なってしまうという事情があったJ （宮台
2007:145）と論じている。筆者は、この程度までの若者の内部差異すら90年
代の中国では見当たらなかったと考えている。つま り、サブカルチャーに対す
る見方、好みにおいて、 90年代では若者内部における分裂あるいは内部対立
がほとんど起こらなかったのである。従って、80年代生まれの一人っ子世代
のサブカルチャーの共有性に対する維持度は高かったと言う ことができる。
次の重要な点は、 90年代の若者にとって、外部の敵がずっと存在していた
ということである。この外部の敵は、90年代を風廃した一人っ子世代に対す
るパッシングである。一人っ子世代批判は80年代既に浮上してきた。例えば、
1986年の時、 『中国作家』としづ雑誌は、干の文章『中国の＜小皇帝＞』を
採録した。中国の一人っ子世代に対するパッシング現象の研究者である包は、
この文章が中国の一人っ子世代批判の嘱矢と見なしている（包 2012）。この
文章の作者は一人っ子世代に対して強い不信を持っていたことがわかる。文章
の内容は、一人っ子政策は実施して以来、中国の一人っ子数は3500万人を超
え、 一人っ子を甘やかして育てるのは中国家庭の悪弊であり、こ うして育てら
れた世代は中国の未来に与える影響についての問題は、みんなが考えざるを得
ないことであるという内容で、あった。 この文章から一人っ子世代に対する批判
の文章はどんどん増えてし1く。同年、日刊紙『光明日報』 は半年がかかりで一
人っ子に対する大討論を提起した。討論の結論は、一人っ子世代の問題は少な
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くとも 2つの面があった。一つ目は、栄養過剰のため一人っ子世代が発育不良
になったというものである。また、一人っ子の教育に対する投資をやりすぎる
一方、道徳教育は足りなかった（蘇 1994）としづ主張も行われている。その
後、一人っ子世代問題はもはや社会の病として対処されるよ うになっていった。
この社会の病気は、 90年代から多くの学者、作家、教育者に引用されるいわ
ゆる「四二一総合症」という概念である。この概念の四は一人っ子の祖父母4
人のことを指し、二は一人っ子の両親、ーは一人っ子自身、 つまり 「四二一総
合症Jは6人の愛情が一人っ子の身に過剰に注ぎ込まれていることを指してい
る。90年代において「四二一総合症」の深刻さは、様々な専門家が証明を目
指すものになった。このような一人っ子世代の質に対する不信と非難は 1993
年に新しいレベルに至った。有名な児童文学作家孫雲暁（1993）はノレポター
ジュ『サマーキャンプ中の競争』 を発表した。この文章によって、 80年代に
生まれた一人っ子世代は他の世代から，国全体をだめにする世代だと見倣され
た．文章の内容は、 1992年8月、内モンゴルで中国と日本の少年が参加した
草原探検サマーキャンプを背景に中国と日本の少年を比較したものである。結
論は、基本的に中国の一人っ子世代の若者は全手の面において日本の若者よ り
劣っていたというもので、あった。同じサマーキャンプの中の日本の若者世代の
様々な優秀な面は、中因。ゴ同年齢の一人っ子世代からは見つけることはできな
かったのだ。この文章をきっかけに、当時の大人 （教育界、政府、国家指導者
など） 18の一人っ子世代に対する不信感及び不安は更に深化してきた。包は以
下のように論じている。
『「サマーキャンフ。中の競争」の本当の意義は、それによって構築される「神
話」にあるという。 「個人主義J、 「甘えん坊」、 「スポイルされてしま う」
など一人っ子に対しての性格描写が、世間が抱いている一人っ子世代に対する
印象とぴったり合っているのである。客観的に社会文化において両種類の力の
対立を体現する』 （包 2012:28)
包がここで述べている 2種類の力の対立は、一人っ子世代に対する好感を持
つ集団と一人っ子世代に対する反感を持つ集団の対立と理解しても良い。90
年代末期から、中国で、は一人っ子世代パッシングは存在すると考える研究者と
研究は段々増えてきたが、 80年代末期と 90年代の十年間は、一人っ子に対す
る定式的に悪いイメージを持つ人が圧倒的に多いと言っても過言ではない。従
って、生まれてからずっとある意味原罪を背負っている一人っ子世代は全員、
「今日もまたパッシングされるのかJという共感を持つので、ある。80年代に
生まれた一人っ子世代のコミュニケーションの前提の共通性は、この外部の
18孫雲暁の回想、 『知るところでは、江沢民総書記は少なくとも三回 「サマーキャンプにおいて競争」
を言及した。そして、彼の要求は「青少年の教育は必ずしっかりちゃんとやらなければならなしリ 。』
（孫雲暁の公式ウェブサイ トより）
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敵、つまり一人っ子世代批判やパッシングの存在によって強化される部分は
多かれ少なかれあると考えられる。すなわち、一人っ子世代へのパッシングの
潜在機能は90年代若者文化の内部連帯の維持を促すものなのである。
最後に、 90年代の若者のコミュニケーション意欲について説明しておきた
い。90年代の日本における、中島梓（1991) 『コミュニケーション不全症候
群』、宮台真司（1994) 『制服少女たちの選択』、天野義智（1992) 『繭の
中のユートピア』といった研究はいずれも日本の一部分の若者のアイデンテイ
ティの自閉化傾向を正確に指摘している。ポストモダニティあるいは後期近代
の自己と他人の関係性の緊張における内容は、西欧のギデンズ、パウマンなど
社会学者の一連な著作からもよく出ている。筆者は、先進国の下部構造は同時
期に一定程度のレベルに達した後で、上部構造も同じように変容し、最後は新
たなアイデンティティ課題が普遍化していくのではなし1かと考えている。従っ
て先進国の若者文化とアイデンティティ変容には同調性があると考えてもい
いだろう。しかしながら、 90年代は完全に後期近代の一部分と言えるが、 90
年代の中国は経済的にも、文化的にも、後期近代の特徴はまだ十分に備えてい
ない。従って、 サブカルチャー内部の多様なバリエーショ ンはほとんどなく、
大衆消費社会の原形はまだ全国的に成形していない。また、外部の敵（一人
っ子世代の批判者）／我々若者（みんなで、も一人っ子、だからみんなでも仲間
だぜ）といった二元図式を維持していた90年代の中国の若者は政治から退却
しても団体化を維持し続けるという独特な構造があった。これと中国消費社会
の未熟さと一人っ子世代パッシングにより生ずるに意図せざる結果には大き
な関連があった。
ところが、 21世紀に入った頃、中国の凄まじい経済発展速度と同じように、
中国の若者のアイデンティティは急に「自己の時代」へ変容し始めた。既に言
及した「自己」の時代の特徴とは、宮台真司によって定義された現在の時代区
分である。
『宮台は、見田宗介の終戦からバブル期までを「理想J 「夢」 「虚構」の
時代として3区分したことを修正して、 「秩序」 「未来j 「自己」の時代と し
て区分した。宮台によれば、 「＜自己＞の時代」には、人々は自分らしい自分
でいたいという欲求や実践に精を出しているという』 19 （宮台 2014:415）。
また、宮台によれば、 日本は 1975年から既に「自己の時代Jに入っている
という。自己の時代、すなわち自己が問題となる時代である。1975年以後の
日本の若者アイデンティティについて論ずる言葉ーモラ トリ アム人問、自閉す
るアイデンティティ、自己らしさというこだわり、多元化するアイデンティテ
ィー は全て、アイデンティティの達成あるいは未達成における異なった形態を
19 これは宮台真司の著作『私たちはどこから来て、どこへ行くのか』最後の注釈部分の引用が、 注釈者
は宮台真司本人ではない。注釈者は堀内進之介、山本弘樹、 神代健彦三人である。
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指し示しているのである。従って、古典的なアイデンティティの達成を解決し
ない限り、 「自己の時代」は永遠に続くかもしれない。だが、筆者は既に強調
したように、 「自己の時代」となる一つの前提アイデンティティの達成が問
題になる前提ーは高度産業社会あるいは少なくとも後期近代社会に至ること
であると考えている。今日の中国は、全国規模では高度消費社会だとはまだま
だ言えないが、大衆消費社会としては既に成立している。だが、いつからこの
ようになったのかという境界線は暖昧なままである。とはいえ、サブカルチャ
ー内部を急に多様化させる原因と外部の敵が消えた時点ははっきりと存在す
る。結局、ついに中国の若者は共通コミュニケーションを維持できなくなった。
以下では2000年代からのネガティブな流行語ブーム以前の中国若者の共通コ
ミュニケーションについての変容を検討する。
1-3. ネガティブな流行語ブーム前の中国若者アイデンティティ変容
（共通コミュニケーションの難航期 2000年一ネガティブな流行語ブーム前に）
2000年からのネガティブな流行語のブームの以前の中国における若者文化
の最大の特徴は、 90年代の若者のようなコミュニケーションの共通前提が
段々と消えてしまったことである。なぜなら、後期近代社会の特徴は90年代
よりはるかに強く直接に若者の生活に作用するからである。さらに、インター
ネットと中国の国情が結び、っき、一連の事件によって外部の敵は急速に消失し、
その結果、共通前提の不在は加速するのである。
まず注意すべきことは、外来の文化産業は中国若者の 「自己時代」の触媒と
いうことだ。 「私は私、自分らしくて生きょう」というテーマを終始貫く映画
『タイタニック』、自己の浮遊感を表現する村上春樹の小説『ノルウェイの森』
20など外国文化商品は中国の若者の聞に潜んでいた自己反省意識を強く刺激
した。つまり、筆者が述べた通り、 90年代の文化消費におけるバリエーショ
ンはなかったが、外来の文化商品の共通消費において、商品の中身の「自己の
時代jについての意匠に接触することは不可避である。このように長い間知ら
ず知らずのうちに影響を受けている中国の若者の自己意識の上昇を代表する
のは女性の若者作家の小説で、ある。宮台真司（2007）の、日本で最終的に唯
一性としての「私らしい私jブームを巻き起こせるのは女性マンガ家だという
指摘にも通ずる。そう したものの中で、代表的な小説は衛慧の『上海宝員』
(1999）である。中国の若者世代論学者沈（2012）によれば、 2000年前後、
衛慧をはじめとして、棉棉、朱文頴など 「文学新人類jと呼ばれる女性作家た
ちが登場したという。彼女たちの小説の主人公は 「私」だ。 「私」はほとんど
大都市の寂しい人やフリー ターであり、 「彼女たちの性格は孤独的に、絶望的
に、情熱的に、敏感的に性格である」 （沈 2012:120）のだ。しかも、 「70年
代以後生まれた彼女たちは重荷がない、歴史陰影もない、生活に対してび、つく
20中国に正式発行時間は 1996年、2004年は既に発行量 100万部を超えた。
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りするような直覚を持っている。彼女たちはナルシシズ、ム的に、だって彼女た
ちはあまり禁忌がない、伝統の拘束から抜け出し、傍若無人に自分の感動を述
べるだけJ （沈 2012:120）なのである。こうして見ると、日本の「乙女ちつ
く」マンガブームと同じように、大人と同世代から脱離するプライバシーの極
みにある文学ブームは中国の「自己の時代」の始動の象徴と言っても過言では
ないだろう。一方で、中国の経済発展の速さと一部の地域の初期消費社会化傾
向（例えば、 『上海宝貝』は上海で起こるストーリーである理由は、上海が最
も早く後期近代大都市の特徴を備えていたからである）は中国の「自己の時代」
の拡散を加速させる。ファッション雑誌はもう一つの中国の「自己の時代」に
ついての重要な象徴である。周知の通り、中国は 2001年末についにWTOに
加盟に成功した。これはもちろん中国の市場経済の発展が新段階に入った象徴
である。そして同時期に、日本の有名女性ファッション誌の中国版が次々に創
刊された。例えば、講談社の『ViVi8斤額』は 2000年、小学館の『Oggi今日
風采』は2001年、一番遅い主婦の友社の『米郷Mina』は 2004年にそれぞれ
創刊された。ファッション雑誌と若者のアイデンティティの関係はもはや説明
不要だろう。三浦展（2005）によれば、後期近代のマニュアル的なファッシ
ョン誌は「小さな自分」の「小さい物語」 （＝自分らしさ）を達成するための
教科書のような存在であるとしづ。上野千鶴子（1987）は、既製服の消費と
アイデンティティとの結び付き方を打ち出した点で『anan』は画期的だった
と指摘している。 「私」を描写する小説ブーム、ファッション誌の創刊などの
一連の変化は、中国の後期近代の強度の増強とともに必ず発生することである。
例えば、ギデンズ（giddens1991=2005）はハイ・モダニティ（後期近代）
と個人的アイデンティティの関係を重視するが、その前提として、ハイ・モダ
ニティが達成されるかどうかについて考えなければならない。そして、ギデン
ズ、が定義するハイ・モダニティのダイナミズム（時間と空間の分離、脱埋め込
みメカリズム、制度の再帰性）は、当然21世紀の中国では、改革開放初期や
90年代と比べより深化するのである。従って、近代化すればするほど、 「自
己の時代」に変容する時間も早くなる。上記で見てきた若者集団秩序の維持の
不能や無数の個別の若者の自己の「小さな物語」の乱立は、ついに中国政府も
認識することになった。これは先にも言及した中国共青団機関誌『中国青年』
の改版をめぐる軌跡からよく見える。
この点について王によれば、 『中国青年』は 90年代以後、 80年代のピーク
時期の発行部数300万以上から大きく下落したとしづ。そして、市場経済に
適応するために、何度か改版したことがある（王 2012）と王は論じている。
この機関紙は毎度改版する度に雑誌の新理念を提示するために作られるモチ
ーフが非常に興味深い。例えば、 1997年の改版のモチーフは「理想主義＋ロマ
ンチックな情念jである。また、雑誌について「物欲が横行し拝金主義が氾濫
している咋今の状況の中で、理想主義は相変わらずにわれわれ『中国青年』の
最も鮮明な特徴である」と紹介している。宮台によれば「自己の時代Jが来る
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前の「未来の時代」の意匠は完全に一致するとしづ。宮台は『「＜未来＞の時
代」には、未来から見た不合理として「今ここJが否定されがち』（宮台 2014:gs)
だと論じている。だが、それは裏返せば、我々にはパラ色の未来がきっと来る
ということを信じている証左でもある。こうした一連の流れは、 90年代が「自
己の時代」ではないことを明確に示している。一方、 2003年の『中国青年』
雑誌のモチーフから見ると「未来の時代jの面影は既に消えている。2003年
の新しいモチーフは「奮闘によって運命が変えられる。夢のある人間こそ特別
な存在」（王 2012:186）というモチーフであった。このモチーフは明らかに、
現在の時代に対する評価を一切していない。要するに、奮闘したい人、奮闘で
きる人はどんなに社会においても運命を自分で変えられるということを明示
している。すなわち、我々若者に共通した幸せな未来を求めること一つまり、
若者の共通の理想や夢は存在しない。夢は自分の夢であり、自分の夢こそが自
分らしさを体現するのである。『中国青年』という中国共青団機関誌のモチー
フの変遷は、中国若者変容についての強力な証左ではないだろうか。
ノだが、 「唯一の自己」あるいは自分らしさを求める意識が拡散する時、選択
できるサブカルチャーや商品が足りなければ、自己実現欲求を満足させること
ができない。筆者は、 90年代において中国のサブカルチャーと派生する商品
のジャンルは少ないと考えている。そうであれば、 21世紀以降、中国の社会
発展につれて自己意識が肥大化し続けても、自分らしさの達成手段は有限なは
ずである。しかし、一つの変化によって、 90年代にまだ存在していた中国の
若者の文化の共通性が完全に潰された。それはインターネットの普及である。
インターネットの普及につれて、それまで中国には入っていなかった全世界の
マンガ、映画、本、音楽、ファッションが、家で、座ってパソコンを使うだけで
閲覧することができるようになってきた。さらに中国では、現在においても文
化商品の版権保護は異常にゆるいままであるため、様々な文化商品を無料でダ
ウンロードすることが可能である。90年代以前の中国の若者は選択できるサ
ブカルチャーが限られていたが、インターネットの普及によって、 21世紀に
入り突然、若者はサブカルチャーを選択し放題になったのである。そして、中
国のインターネット環境によって中国の若者のサブカルチャー趣味が迅速に
分散された。
例えば、日本で90年代中期に社会現象になったアニメ『新世紀エヴァンゲ
リオン』は、 2000年前後までこのアニメを知っていたり見たことある中国の
若者はほとんどいなかった。しかし、 2002年には中国のインターネット掲示
板で、アニメの登場人物の女性である綾波レイが好きな人と同じく登場人物で
ある惣流アスカ・ラングレーが好きな人の聞の論争が出てきている。一方、こ
のアニメの面白さを理解しない人は多数存在しており、『新世紀エヴァンゲリ
オン』のキャラ論争に対して全く無関心な人も少なくないのである。そうして、
ヨーロッパのアーテイストや日本のマンガ、アメリカのシンガー等に関する対
話がいつの間にか既に日常生活あるいはインターネットの毎日の風景となっ
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たのである。そして、それぞれの若者が、それぞれ好きなものを見つけた局面
においては、 90年代のようなサブカルチャーの受容の共通性は破壊された。
いずれにせよ、インターネット時代が来て以来、中国の若者文化のジャンルの
多様化はずっと続いている。そして一旦多様化が始まったら、以前のような若
者が共通した文化をもっ状態に戻ることはありえないのである。
後期近代の深化に連れて自己の時代の到来及び若者文化の多様化など、 90
年代とは全く違うことを既に呈示した。一方、 90年代の一人っ子世代パッシ
ングによって作られた若者全世代にとって外部の敵はどうなったのだろうか。
筆者は、 21世紀以来、自己の時代の特徴に基づいて 80年代から生まれた一人
っ子世代に対して批判する学者は段々減少していると考えている。時折、世代
批判の文章が出ても時代の変化によって昔の世代批判における論点はほとん
ど陳腐になり説得力を失った。だが、 「外部の敵はあるJという発想は21世
紀以来長い間多かれ少なかれ80年代の若者の聞に残存している。例えば 1982
年に生まれた中国の名作家韓寒の作品、彼の初期と中期の小説（10代から 20
代中期にかけて）では、大人世代と社会体制に対する攻撃的な姿勢が作品最大
のモチーフであり、彼の作品は中国の 80年代に生まれた世代から絶大な支持
を受け、ベストセラーを連続して達成している。これは多少中国若者の反大人
意識を反応できると思う。
しかしながら、沈（2012）と包（2012）によれば、そもそもどんどん薄く
なっていた若者世代批判は 2008年以後更に一気に解消したとしづ。解消のき
っかけは2008年の四川大地震と北京オリンピックである。オリンピックと地
震に 80年代から生まれた一人っ子世代の人々がボランティアとして参加し、
大絶賛を受けたことで、大人世代の研究者は若者世代に対する態度を百八十度
転換して批判から褒美へ向かった。こうした転向を代表しているのは 90年代
『サマーキャンプ中の競争』を書いた孫雲暁の態度である。2008年 11月、彼
は『人民日報』に署名文章を発表した。孫によれば、北京オリンピック以後、
「鳥の巣世代」 （鳥の巣は北京国家体育場の愛称）は既に「小皇帝」に取って
代わって中国 80年代生まれた若者の新しい代名詞になったという。彼は 80
年代に生まれた世代を「開放的世代j，「オシャレな世代」、「国際化的世代」、
「個性がある世代J、 「新道徳、を求める世代」と称揚している。更に、同年の
『中国教育報』の上で、彼は自分が若い世代から勉強すべきところが多いと公
言している。包（2012）によると、 2008年以後、一人っ子世代について評価
の変容を気づいた学者は多いとしづ。例えば、社会学者の風笑天（2010）は
この十年間マスコミが一人っ子世代についての論調は主にネガティブなもの
が多い指摘したが、 2008年以後はプラスの評価が目立ってきていると強調し
ている。しかしながら、このような若者世代批判の解消によって若者世代の外
部の敵の形も唆味化してきているのではないだろうか。つまり、少なくとも
80年代末期からずっと存在していた大人世代から若者世代に対する批判論の
撤回によって、若者世代の共通したコミュニケーションの重要前提の一つ－外
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部の敵ーがなくなってしまったのである。ここまで、 21世紀から、様々な変
容を通じて中国の若者世代の共通コミュニケーションがし1かに溶解している
か明らかにしてきた。本論文の研究主題である中国のネガティブな流行語は、
若者世代の共通コミュニケーションが不調化した後登場し、ブームになってい
る。次の章では、後期近代に基づき、消費社会と若者アイデンティティ、この
二つをキーワードに、ネガティブな流行語ブームの真意を考察する。
第2節 中国のネガティブな流行語の生成と流行について説明
既に述べたが筆者は、 80年代日本の分類系流行語と今日の中国ネガティブ
な流行語の意匠は似ているところが多いと考えている。なぜなら、中国のネガ
ティブな流行語が中国の高度消費社会と後期近代自己アイデンティティの聞
に生まれた葛藤によって生成されたからである。このような葛藤の一つ代表例
は80年代以後の日本である。こうして考えてみれば、筆者の調査の中で見え
ること、例えば都市若者はネガティブな流行語に対する高度な感受性、「席盆」
と名乗る若者と経済地位の無関係などは当たり前なことである。ここから詳し
く説明してみたい。
まずはアイデンティティの定義をもう一度明確にしておく。元々のアイデン
ティティという概念はアメリカ心理学学者エリクソンがS・フロイドの精神分
析的発達論を基礎として独自の理論を展開していったことから提起されてい
る。簡単にいえば、アイデンティティとは青年期の自己と社会を結びつけるべ
く構成された新たな統合性における自己意識である（村津、山尾、村津 2012）。
しかしながら、アイデンティティを提出したエリクソンの時代は既に、アイデ
ンティティの確立が徐々に困難になってきた時代である。浅野智彦（2013)
によれば、エリクソンの古典的なアイデンティティを達成するためには、少な
くとも三つ最も基本的な要素がなければならない。一つ目は、何らかの職業に
つくこと。二つ目は、結婚と出産を経験すること。最後は信念の体系あるいは
世界観を獲得することである。しかしながら、すぐに気づくように、この三つ
の最も基本的な要素がいずれも現在ではなかなか達成できないものになって
しまっているのである。この点については、アメリカでも、中国でも、日本で
も同じである。エリクソンがつくるアイデンティティの達成という課題は、近
代社会では達成が困難になってきているといえる。実は、 30年、 40年の前に、
アイデンティティの達成は既に楽に自然にできることで、はなかった。リースマ
ン（Riesman1960=1964）の主著『孤独な群衆』では、 一貫した自己の維持
がますます難しくなりつつあると指摘している。そして、高度近代社会の社会
性格が「他人指向」という傾向を強めることは、アイデンティティ達成という
重荷を捨てるため手段であるとも言えるであろう。要するに、 「他人指向Jや
対抗文化、日本の「モラトリアム人間」や自己らしさを求めることは、すべて
アイデンティティを自然に達成できない近代社会において、アイデンティティ
を達成するための試みである。しかし、自分らしさを強要する、若者アイデン
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ティティ変容における最後の段階は以前の段階と大きな隔たりがある。自分ら
しさという小さな物語は、大きな物語の完全な終わりを意味している。確かに、
いまさらリオタール（1979）が提唱した大きな物語の終鷲という80年代すで
に先進国では浸透していた言葉に言及するのは遅すぎるかもしれないが、筆者
は、中国の大きな物語の終駕は最近のことだと考えている。三浦展（2005)
によると、日本の 50年代から 70年代までの高度経済成長期においては、「大
きな物語」と商品とが密接に結び付けられているだけでなく、消費自体が様々
な物語を創出し（「マイホーム」、 「三種の神器」）、そしてそれらは「大き
な物語」を補強していたとしづ。中国において改革開放以後の高度経済成長期、
小康社会建設という 「大きな物語Jと「マイホームJ、 「三種の神器jなどの
消費の物語に結び付けることは中国の 80年代と 90年代のテーマで、ある。原
因は、中国の市場経済の始まりの遅れがある。しかしながら、 三浦が行った
2005年時の日本の状況についての説明は、今日の中固とも重なるものが大き
い。三浦は以下のように述べている。
『高度成長はと うに終わり、バブルははじけ、大手企業が相次ぎ倒産した。
家族は、離婚の増加、晩婚化などによって、明らかにかつての 「理想型」とは
変質している。よって、我々は高度成長期のよ うに 「大きな物語」に支えられ
ながら自らのアイデンティティを持つことはできない（だからこそ「最後の紳J
として愛国心と愛郷心と歴史教育の復権が声高に叫ばれる）』 （三浦 2005=
2009:346）。
このような「理想型」の変質はまさにこの約数年間の中国社会において徐々
に深刻化していく問題であろう。現時点ではまだ経済発展の好調期に置かれて
いる時期と言えるが、経済成長の絶頂期は既に終わり、国民共通の消費につい
てフィクションはほとんど見っけない。消費に関しては、国家に対するある程
度の共通意識も既になくなってしまっている。だからこそ、近頃の中国政府と
政治家は 「中国夢」というスローガンを叫んでいるのである。つま り、これは
中国政府が 「自己の時代」における時代に大きな物語の不在という危機あるい
は 「国家イメージの縮小」 と「個人の個別化の傾向」を意識し、 そして大きな
物語のエネルギーを蘇生するための努力なのである。一方、 21世紀以来、 中
国若者の共通意識と共通コミュニケーション前提は少しずつになくなり、「自
己の時代Jは深化している。従って、中国の近代社会の発展段階と 自己意識の
変容についての後期近代の特徴は最も鮮明な時期は現在とは過言ではないは
ずである。中国では、多くの研究分野で中国の改革開放以来の時期を転形期と
呼ぶことが多い。一方、日本の社会学者豊泉周治は花田清輝の「転形期Jを引
用して時代の転換点を回った後に訪れる根底的な変化の時代を「転形期Jと呼
び、そして転形期において若い世代のアイデンティティを襲っている危機は
存在すると指摘している （1993:10）。つまり、中国で、は転形期が進むにつれ
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て、若者のアイデンティティ危機も深刻化しているのである。若者たちは消
費者としても、個人の自我としても、新しい消費の物語と自己アイデンティ
ティを維持する方法を要求されているのである。
こうした背景に基づき、消費と自己アイデンティティが相互に協力すること
は自然に成立した。それは、国家あるいは家族のような共同体の物語が維持し
にくい現在において、 80年代の日本のように消費によって「個人が自分で自
分の物語を紡ぎ出す時代J （三浦 2005=2009:347）がついに中国に来たこと
を意味している。浅野智彦によれば、消費社会のアイデンティティは＜消費こ
そがアイデンティティを証明する手段である＞という 「図jとくアイデンテイ
ティ とは人の手によって構成され、証明されるべきものである＞という 「地j
の組み合わせとして立ち上がった（浅野 2013:43）。 しかしながら、このよう
なアイデンティティを達成して維持するやり方は、敷地が高く必ず様々なアイ
デンティティに関する問題を誘発する。筆者は、ネガティブな流行語の生成と
流行は、まさに後期近代の消費社会における若者のアイデンティティ変容に
よって誘発されたと考えている。
既に述べた通り、筆者の考えは、宮台が指摘する 80年代日本流行語の分類
ブームと現在の中国のネガティブな流行語のブームには重なる部分が大きい
としづ前提に立っている。松谷創一郎によると、 「（筆者注： 日本の）80年
代とは、若者を指す新しい呼称が溢れていた時代だ、ったj （松谷 2012:107)
としづ。 このように大量に新しい呼称あるいは新語を通じて若者を分類するこ
とに関して、現在の中国は80年代の日本と驚くほど近いものが存在する。そ
して、一切の大きな物語が終わった以後、消費を通じてアイデンティティを証
明して達成するという自己の時代の一つ重要な段階についても、今日の中国と
80年代の日本も妙に重なり合っている。従って、現在の中国のネガティブな
流行語に対する分析において、日本の 80年代流行語に関する研究を参考する
ことは必要不可欠である。まず考えるべきことは、 80年代の日本の流行語と
今日のネガティブな流行語の中に、意匠が非常に似ている流行語は存在するの
かという ことだ。筆者は、 現在の中国のネガティブな流行語の中で最も代表性
を持つ重要な流行語は「席盆jだと考えている。一方、 日本の 80年代におい
て様々な分類系流行語は次々と生成して流行っていたが（浅田彰の 「スキゾ人
聞とパラノ人間J、渡辺和博の「マルキンとマルピ」、またはテレビ番組から
発端した「ネクラとネアカ」など）、現在から振り返れば、 80年代の雰囲気
と最も一致し、そして現在においても影響力のある分類系流行語は新人類・オ
タクにほかならない。また、新人類・オタクと「席盆」 ・「中国の三高」にお
いては共通の部分も確かに多い。最も明白な共通特性は分類によって表現され
る若者内部の落差であろう。 ここではまた一つ答えなければならない問題があ
る。つまり、こ うした分類型流行語が若者内部の落差を指すことは誰でもわか
るが、 一体この落差の正体は何なのかという問題である。筆者の調査と観察か
ら見ると、 「席主」と名乗るかどうかは決して経済地位の優劣によ勺て決まる
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ことで、はなかった。従って、 「席主主Jと中国の三高あるいは土豪の落差は、階
級の格差であるという仮説は、ネガティブな流行語についての先行研究のトー
トロジーに過ぎない。このようなトートロジーを回避したいなら、一億総中流
と言われた時期の日本の、階層概念さえあまり存在しない 80年代において、
新人類とオタクとの聞に生じる落差に関する研究は重要な糸口となるはずで
あろう。
2-1. ネガティブな流行語生成のきっかけ一一消費社会において若者内部の
差異化競争
80年代の日本において新人類とオタクの聞に生じる落差について説明の中
において、一貫して「階級的資源の落差jによってこの落差を解釈できないと
主張する宮台真司の視点は中国のネガティブな流行語に対しても大変な参考
価値がある。
本章第1節で既に引用したどおり、宮台によれば、 70年代中期以後、日本
は「自己の時代Jに入り、そして、 「自己の時代Jの中に、昔にみんなが依拠
する共通前提（共通コード）の存在がなくなったという。このような「私は私j
ということを意識している時代において、物語が、人ごとに多様に分化した社
会が形成された。このような急速な差異化によって「コミュニケーションの複
雑性と危険は、当然のことながら急激に増大することになるj （宮台
2007:292）。一方、当時の日本における共通の消費物語、例えば昔の「アメ
リカ流文化生活」的な消費も 「人並み」的な消費も、既に主流の消費意識とし
て成立していなかった。それらに代わった新しい物語は人ごとに商品ごとに多
様に分化したく微視的差異の物語＞である。宮台は日本において消費のく微視
的差異の物語＞は階層コードに言及しないく物語＞を強調し、 そして、 『階層
コードの無関連化による「コミュニケーショ ンの手がかり不足」を、細分化し
たために個人の責任で選択できるようになったく物語＞が、埋め合わせたので
ある』 (2006:202）と論じている。つまり、記号的消費とコミュニケーショ
ンとが相互に前提を供給し合うルーフ。が出来上がった。宮台によると、こうし
た対人関係と繋がる高度消費社会において記号的消費は新人類的な記号的消
費文化であるという。だが、このルーフ。に参入するための記号的消費能力や対
人能力の「敷居」は高かったために、若者の聞に記号的消費能力及び対人能力
の落差が当然存在する。そして対人関係が不得意な人々は段々と現実から退却
して現実ではなく ＜物語＞に生きるようになった。このような「対人関係退却
派jがオタクである。新人類とオタクの間には対人能力あるいは記号的消費能
力の優劣があるが、これと階層格差は関係ない。または、 「両者を分けている
のは、現実を透明化・有意味化するためのシステム・リソースの有無であるに
すぎないことj (2006:223）である。
筆者がここで言いたいことは、宮台の新人類・オタク論は純粋にアイデンテ
ィティ論を超えているが、このような少なくとも階層コードから受ける影響
63 
が薄い記号的消費及び対人関係（コミュニケーション）を通じて新人類とオ
タクの落差を説明する道筋は中国のネガティブな流行語における様々な分類
の間の落差についての説明に対し、従来と異なる視角を提供するのである。特
に、なぜネガティブな流行語が都市の若者に深く浸透するのかという問題に対
して、階級格差論よりアイデンティティを証明する手段としての記号的消費能
力及び対人関係能力の落差を通じて解釈したほうが説得力があると考えてい
る。宮台によれば、新人類文化は「上昇期」と「安定期Jがある。もちろん「上
昇期Jはリーダーからフオロワーに“記号”的消費が拡大・展開してし1く時期で
あり、 「安定期jは新人類文化がピークに達した時期である。筆者にとって、
中国において2000年以後若者として記号的消費の「上昇期」は始めっていた。
しかし、最初の時期においては、こうした若者の記号的消費の 「上昇期」は一
部の都市の中にしか見えない。よく考えれば、例えば中国の最初の女性ファッ
ション誌、最初に香港、日本、アメリカのファッション商品とサブカルチャー
商品が大量に紹介されたとき、若者ファッション誌などの編集室はほとんど上
海と広州に置かれた。これが消費社会の程度によって決められることであろう。
実際に、記号的消費とコミュニケーションの関係について、筆者が最初の実
感したのは、中学二年生、三年生の時である。当時の広州は、ほとんど全ての
中学が、通学の時に必ず校服を着ることを規定しでした。だが、靴だけは期待
がなく、当時既にファッションによって自分を表現しようという意識を持つ学
生は必死に靴によって自分らしさを表現した。とはいえ、靴によって自分らし
さを表現したいが、当時はみんなが同じナイキのDUNKLOWというシリー
ズを着用していた（もちろん完全に同じの型番ではない、いわゆる微視的差異）。
当時、ナイキのDUNKLOWは広州で大人気になった理由はわからなくても
いい。要するに、 「DUNKLOWを着用すれば、俺もよりオシヤレ （モテる）
になるだろう。そしてオシャレな友達ともっと仲良－くなれるだろう jこのよう
なナイキのDUNKLOWを買うと自分らしさとコミュニケーションの両方と
もが良くなる予想を大部分のナイキのDUNKLOWを買った若者は持ってい
た。一方、経済的理由ではなく、ただオシャレに対する興味がなく、 DUNK
LOWを履かない学生も当然いる。しかしながら、同じクラスにおいても
DUNK LOWを買う人と同じ記号的消費観を持っていないので、DUNK
LOWを履く側からは「ファッションに対して興味がない奴はつまらない、俺
と合わないだろう」といった不親切感やズレが必ず生まれ、そして、オシャレ
な学生と地味な学生の関係は疎遠になったいた。筆者自身の経験を振り返れば、
筆者の高校時代のアデ、ィダスのスーパースターというスニーカーの着用ブー
ム、大学一年生の時のリーパイスジーンズブーム、いずれもリーダーからフォ
ロワーに“記号”的消費が拡大・展開していく中国若者消費文化の上昇期の風景
で、あったように考えられる。実際、中国では新人類という概念は流行っていな
いが、ファ ッション誌上においてはファッショ ン商品の記号性とコミュニケー
ション機能を重視する若者を 「潮人Jと呼ぶことは普及していた。日本語で翻
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訳すれば、 「オ、ンャレな人」という意味である。これは不完全ではあるが、中
国の新人類と考えてもいい。
一方、注意すべきことは、他の都市は上海、広州、北京と比べると、同じ商
品はブームになるタイミングは明らかに遅れる時期があった。このような状況
と全く同じ話は80年代の日本もあった。宮台によると、 1988年には東京の
DCブランドブームもう下火になった、同時にいわゆる「DC黒服前線」は岐
阜県や福井県へとすでに移動していた。だが東京の若者にとって、地方の若者
はただ「遅れてきたコムデ野郎Jに過ぎなかった。宮台はこの時期、日本の新
人類的なものの境界が暖昧になり始めていたと考えている。だが、当時の中国
の消費記号の不同時性と日本の消費記号の不同時性の原因は異なっている。簡
単に言えば、日本の消費記号の不同時性（地方より東京は早い）は、消費能力
の差異よりも 80年代の消費社会の流通の制限によって引き起こされていた。
中国の消費記号の不同時性（中小都市より上海、広州、北京は早し＼）は、消費
社会発展の速さについての差異によって決まっていた。それによって、非大都
市の若者たちは記号的の消費におけるフォロワーとしての意欲があまり強く
ない時期はあった。
とはいえ、近年、こうした同じ商品のブーム期の不同時性はかなり弱まって
いる。すなわち、同じ記号的消費に対して、リーダーとフォロワーは同時に拡
散化、顕在化している。筆者は、こうした変容は主には三つの原因があると考
えている。
第一に、中国における大衆消費社会の全体形成と部分区域の高度消費社会化
が達成されたことである（或いは消費はアイデンティティと結び合う意識が強
化している） 。
第二に、商品販売技術の成熟、特にインターネットショ ッピングサイ トが立
ち上がったのは重要な原因であるといえる。たとえば、ユニクロは中国におけ
る最初の実店舗は2002年に上海に置かれた。ファッションに対する関心を持
つ若者はユニクロの衣服商品におけるデザインの多様性と他の海外ブランド
と比較した際の値段の安さに共感を覚えた。しかし当時は買いたいなら、上海
に行くしかない状態であった。ところが、 2003年設立された中国のショッピ
ングWebサイト淘宝網（タオパオワン）はこうした伝統的な販売形式を一気
に革新した。 2005年、淘宝網（タオバオワン）は中国のオンラインショッピ
ング市場を制覇し（中国のオンラインショッヒ。ング市場シェアの約 70%）、
中国の市場のショッピングサイトを基本的に独占している。2009年6月30
日時点で、ユーザー数は 1億 4500万人を超えている。同年、ユニクロが 2009
年4月 16日に同サイ トにオンライン店舗を開業した。 「淘宝網」の発表によ
ると、ユニクロ電子店開業から 11日間で、取引件数は計3,000件近く、売上
金額は計30万人民元以上となり、ユニクロの中国すべての実店舗の同期実績
合計を超える集客力をみせている。この例はオンラインショッピングサイトの
重要な意義を説明している。ギデンズの学説を借用すれば、 つまり，インター
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ネットは，消費社会の時間と空間の分離を極度に助長するのである。これは中
国の近代社会本来における経済発展と一緒に中国における記号的消費の拡散
化と同時性を保証する。同じ記号的消費におけるリーダーは中国においてほほ
同時にどこでもいるが、フォロワーもほぼ同時にどこでも存在している。
第三に、ブログ、そしてミニブログの爆発的な成長によって、若者の消費を
通じた目立ちすぎない微妙な差異による自分ら しさを表明する意欲が急速に
高められていることだ。ブログ、特にミニブログは若者内での 「比較による自
己評価」において絶妙なプラットホームを提供している。このような意欲が高
まれば高まるほど、共通前提や伝統的な規範がほとんど消えてしまった中国の
若者内部の分裂も更に激しくなる。結局、日本の高度消費社会における新人類
世代と同じように、近年の中国の若者も自ら作る 「世代内の差異化」という差
異化競争が存在することがよく理解できる。このような消費社会の雰囲気の顕
在化は文化商品からも表現されている。例えば、中国の 80年代に生まれたベ
ストセラ一作家郭敬明の作品は典型的な消費社会を表現した小説で、ある。彼の
小説にはミリオンセールスを達成した小説が多いが、中でも近年の代表作は
『小時代』としづ現代の上海の若者の生活を描いた小説で、ある。 『小時代』 の
中では、高貴な御曹司、若い美人、カッコイイ混血児、高級ブランドなど意象
が氾濫している。主人公の4名の若い女性はいろいろなことを経験し、それぞ
れが愛について傷つき、ストーリーの中で何度も友情崩壊の危機を経験したが、
最後は4人仲良く、共同体を維持している。この小説は三部作に分けられてい
る。第一部は2008年単行本化、 2013年まで全シリー ズの販売量は既に 670
万に達成した。
このような小説に対する評価もちろんは賛否両論（耽美的な文筆、成熟な商
業運作と拝金主義）であるが、中には、 『小時代』と消費社会の関係を重視す
る学者はいる。郎（2014）によると、享楽主義を準拠して自己らしさを表現
するライフスタイル、ナルシシズムと利己主義を発展する人格類型、いずれも
消費社会が強調する内容であるという。従って、時間でも、空間でも、 『小時
代』は消費社会の純粋な産物である。
筆者の考え方は、現在若者が感受する中国の大都市において雰囲気とぴった
り合っているのは 『小時代』成功の重要な原因は間違いない。様々 な意象によ
って消費社会の雰囲気を表現する一方、小説において耽美的な、理想的な人間
関係はもう一つ重要な魅力点であると論じている。宮台（2007）の分析によ
れば、このような理想的な人間関係は80年代の日本マンガの中にも見えるこ
とが分かる。共通前提不在及び世代内部差異化によって、若者問の関係は急速
に複雑化、 不透明化している。宮台によれば、こうした複雑な関係性のリスク
を解消するために（宮台の言葉を借用すれば、これはく関係の偶発性＞）、 く
無害な共同性＞が描かれているマンガ、ドラマが出版，放映された。＜無害な
共同性＞を揃える作品と『小時代』 には同じな部分がある。つまり、どんな複
雑な関係があっても、仲良し共同体の共同性が決して壊れないことである。宮
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台は、く無害な共同性＞が上昇したく関係の偶発性＞の危険を無害化する機能
を持っと述べている。 この視点から見ると、中国において消費社会のく関係の
偶発性＞の強度（過剰な複雑性）はすでに非常に強くなっていることが理解で
きる。従って、 一部分の若者の間で、く無害な共同性＞を表現する 『小時代』
が受容されるのは当然である。
ここで、 なぜ 2011年の年末に 「席盆Jとし、うおかしい新語が急に作られ、
急速に全国において大ブレイクされたのかという疑問への答えが浮かび上が
ってくる。 一言でいえば、 「席盆」という新語の中身は、一部の若者の消費社
会における記号的消費が人間関係と融合することへの 「敷居の高さJ及び 「関
係の複雑化」に対する拒否反応である。従って、 「席盆」と名乗る若者は社会
階層あるいは経済地位を超えて存在しており、非都市戸籍の若者よりも都市戸
籍の若者のほうがネガティブな流行語に対する敏感性は高いとし1う結果が出
る。このような拒否反応は、若者における記号的消費において、様々な段階を
経て違う単語にまで波及，複雑化していっている。「局主主jの後に生まれた様々
なネガティブな流行語は、 拒否反応の深化とも言える。 ここでまずは 「席盆」
の生成について具体的に分析しておきたい。
2・2. 「席盆」の生成と流行について説明
近年、日本の 80年代と同じように、オシャレな記号的消費行動と対人関係
とを結合しようとする一部の中国の若者が消費社会という舞台に上がってき
たことは事実である。強いて言えば、彼らは若者内部の差異化競争におけるリ
ーダー及び勝者だといえる。 しかしながら、浅野が、 「舞台に上がりたくても
上がれなかった多くの人々の屈折した思いが欝積していたのではなし、か」（浅
野 2013:44）と述べている通り、記号的消費行動と対人関係とを結合すること
について、したいができない若者、上手くし1かない若者、そもそもこのような
消費に介入したくない若者、といった消費舞台に上がらない若者の存在に注意
しなければならない。
宮台によれば、 80年代日本の若者の 「性と舞台装置」をめぐる差異化競争
の中に、 「対人関係記号派」と して存在する新人類はいるが、現実を逃避して
「対人関係退却派Jとして存在するオタクもいるとしづ。要するに、 「新人類
文化」であれ、 「オタク文化Jであれ、いずれも複雑な不透明な世界を透明化
するための等価戦略であるのである。（宮台 2006）ここで注意したいことは、
日本の「オタクJと中国の 「席盆jは、いずれも記号的消費能力と対人関係を
結合することについて不得意な若者であるが、両者は全く同じ若者の類型と見
なすことは正しくない。 一言でいえば、 「局主」は中国の一部のオシヤレな記
号的消費と記号的対人関係を進行させる意欲を持つ若者さえ含まれるもので
ある。つまり、 「席盆」 と名乗る若者の範囲は対人関係に対する態度を越えよ
う傾向をみせる。こうしたことを考察するには、中国の消費社会の成熟度を考
える必要がある。日本の 80年代は、いわゆる階層コー ド崩壊、中流意識拡大、
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階級にはほとんど言及しない豪華絢澗な高度消費社会化が進行した。そして、
新人類とオタクの区別は、経済水準あるいは消費能力の差異によって形成され
たのではなく、コミュニケーション能力の差異こそが主要な原因となって形成
された。言い換えると、日本において新人類とオタクの差異は、商品の購買能
力の差異によって形成されたのではないのである。
だが、中国の 「席盆」の中に、 「対人関係記号派」の若者は大量に存在して
いる。もっと言えば、筆者にとって、むしろ「席盆Jという新語の一つ重要な
機能は共通前提不在の現状において、新しい若者対人関係をつくることだと考
えている。 中国消費社会における発展の不均衡と経済格差はに直接的な関係が
ある。そもそも、日本80年代における新人類・オタク文化と中国の「席盆」
は一つ大きな区別がある。つまり、日本はまず80年代前半から 「新人類Jが
流行し、次は「オタク」が浮上した。宮台は『一九八0年代の若者論は 「新人
類」論に明けて「オタクJ論に暮れた』 （宮台 2006:177）と述べている。一
方、中国は長い間、世代論によって若者を定義することが多く、消費と若者の
関係について消費社会の視点による把握はほとんど行われてこなかった。たし
かにまだ、例えばオシヤレな記号的消費を夢中するいわゆる「潮人」は存在す
るが、このような物欲は改革開放以来、中国の知識人と文化人がずっと非難す
るいわゆる 「新イデオロギーJのある程度の表現であり 21、全社会から肯定的
な評価は主流として成立しない。実際 7,8年前に、中国においてオシャレな記
号的消費と対人関係の結合を重視する若者の初期共同体の中に、自分らしさを
強調すぎ、または当時の中国ファッションにおける「微視的差異の物語」を超
えてしまった記号的消費を作った若者に対して、大部分の若者が 「非主流Jと
呼ぶ時期があった。つまり、当時、消費によって自分らしさを求める若者は、
うまくいけば 「潮人」となれるが、他人から差別されるリスクもあったのであ
る。要するに、改革開放実施から今まで、記号的消費行動と対人関係を結合す
る若者は日本の新人類のような「今、新人類たちが時代を先導する」評価を受
けて全社会から肯定的な評価を受ける時期はまだ始まっていない。沈によると、
中国の 80年代、 90年代生まれた若者世代と新人類を呼ぶことはありえないと
いう。なぜなら、 日本の「新人類」は全国的な高度近代化を実現したあとに生
じたものであり、近代化が現在進行している中国はせいぜい一部の不完全な
「新人類」に関する現象があるのみである。また、中国の「新人類」現象は 「先
行性的な過度世俗化の産物、原因は、欧米社会及び日本社会と比べると、 （中
国の）こうして新人類現象が社会の全体経済水準を超えて早過ぎ生ずることJ
（沈 2012:127）であるという。沈の観点から見れば、中国の新人類の人数は
ごく有限であるはずだ。
こうした中国の消費社会の総体レベルによって決める中国の「新人類jの有
21新イデオロギ一、簡単といえば、90年代中国の知識人と文化人によると、改革開放以後、儒家精神に
代表される中国伝統文化や社会主義価値観と合わない中国の新しい価値観が主流化する。 自我を中心と
し、物欲を追求するは新イデオロギーの特徴だ。詳しい分析と整理は王 ［20ll］を参照しよう。
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限性は「席主主jを生成する最大な原因であるといえる。一方、後期近代におい
て、中国の若者内部の分裂と差異化は続いている。そして、中国社会内部経済
水準の不均衡（日本の一億総中流と比べると、まだ雲泥の差がある、いろいろ
な近代化における発展程度は区域ごとに併存する）のために、若者は記号的消
費を通じたアイデンティティの証明、記号的消費を通じた対人関係に順調化は、
いずれも 80年代の日本よりはるかに敷居が高いことであるといえる。また、
こうした中国において残酷な差異化競争の敷居が低くなる可能性は低い。なぜ
なら、微妙な差異によって達成する自分らしさ志向と記号的消費に基づいた対
人関係が、消費社会において企業にも大変利用されているからである。上手く
行かない人こそが大多数であるが、ミニブログや雑誌において、 紹介されるの
は消費社会の舞台の上で立つ若者のカッコイイライフスタイルばかり（このよ
うな若者のライフスタイルがしか気にしなし＼）であり、最終的には、企業とメ
ディアによって宣伝された短絡的な記号的消費が形成されるのである。つまり、
若者は自ら「あの子みたいなカッコよさが欲しいなら、あの商品は買わなきゃ」
「モテるになりたいなら、ある商品は不可欠Jのような単純な臆断は大量に生
み出しているといえる。結局は、大多数のフォロワーはごく少数なリーダーに
おいて記号的消費に必死に追随して模倣しているだけである。
だが、こうした本当に一部分の若者の命を投げ出すほどに過酷な記号的消費
は、順調に続かない、差異化競争において負けを認めなければならない若者は
だんだん増えてきている。一方、消費能力は余裕が有る若者の中に、ある商品
を買えばある程度な人間関係達成できるだろうと勝手に臆断する人もいるの
で、期待された人間関係を達成しなければ、このような若者は自分のコミュニ
ケーションあるいは対人関係の能力を質疑するのではなく、逆に自分の記号的
消費の強度を質疑しやすい。したがって、値段は十万人民元以上の車を買える
のに自分の記号的消費能力はまだまだ足りないと思う若者はいる。時が久しく
なるにつれて、このような経済能力は決して悪くない若者も差異化競争につい
て強く挫折してし1く。
従って、消費社会における記号的消費において、人間関係と融合することへ
の「敷居の高さj及び「関係の複雑化Jに対する拒否反応を持つ中国若者の人
数の多さは想像に難くない。そして、過酷な差異化競争の中でも、出来るだけ
傷つかないように、記号的消費の時代において不知意な若者の考え方は変化し
た。こうした変化が浮上したきっかけは「席盆」としづ新語が作られたことで
ある。
筆者に、 「席盆Jのような新語の生成と流行はある意味必然なことだと考え
ている。まず、 「局主主Jにおける単語の意味自体の非人化は消費によってアイ
デンティティを証明する時代における不如意な若者の感覚とぴったりと合う。
後期近代において身体と自己の関係は基本的に重要点である。ギデンズ
(giddens 1991）によると、自己アイデンティティの継続性は継続的な自己や
身体における人格感覚の持続である。すなわち、自己アイデンティティの達成
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について、自己身体の有意味化、自己の身体に対して持続的に承認は不可欠で
あるという。ギデンズは「身体の定型化されたコントロールは、自己アイデン
ティティの生活史が維持される基本的手段である」 (giddens 1991=2005:63) 
と述べている。例えば、現在主流的な 「スリムな身体」志向（ダイエッ卜、絶
食）は典型的に身体コントロールを通じて自己アイデンティティを形成し、維
持しようと試みるものである。一方、今日の社会においては、服装も自己アイ
デンティティの物語に外的な形を与える一つの重要手段である。ジョアン・エ
ントウィスルは、 「日常生活における衣服は、常に単なる抜け殻以上の意味を
持ち、自己経験と自己表現における本質的な部分を構成し、アイデンティティ
の問題と強く結び、ついている。すなわち、衣服・身体・自己、この三つはバラ
バラにではなく同時に全体として知覚されるものなのであるJ (Entwistle 
2000=2005:15）と論じている。
しかしながら、既に述べた通り、記号的消費及び差異化競争においてたくさ
んの中国の若者は理想的なオシャレ記号（服装、靴など）を楽に消費できて
いない。つまり、彼らにとって、衣服・身体・自己、この三つを自分の理想
通りに結合し、維持することは困難であるといえる。結局、理想的な自己（カ
ツコイイ私）と現実的な自己の身体（ダサいな私）は激しく分化してしまっ
ているのである。ギデンズによれば、日常生活の緊張によって小規模な脱身体
化は誰もが経験する存在論的安心の破綻の特徴であるとしづ。しかし長い間の
慢性的な解離の場合は、身体化されない人になる可能性がある。真正な自分は
身体から抜け出て、 「中立的な無関心や冷笑的な態度、嫌悪、皮肉に満ちた感
興から自分自身の身体活動を観察することができるj (giddens 
1991=2005:64・65）ようになるのである。もちろん、このような状態の場合は、
自己アイデンティティの生活史の維持も確保できない。しかも、記号的消費の
舞台に立たないので、若者は記号的消費に基づいて対人関係に参与する自信も
阻害される。 へレン・ルイスは、このような自分はよそ者になってしまう存在
論的不安と自分の一貫性や社会的受容可能性に対する恐怖心は迂目的差恥と
呼んだ（Lewis1971）。ギデンズによれば、 「差恥の反対はプライドや自尊
心、すなわち、自己アイデンティティの物語の統合性とその価値を確信するこ
とであるj (giddens 1991二2005:72）という。従って、差恥はまさに自己ア
イデンティティの物語の統合性及び価値に対する否定であろう。土井隆義
(2003）は、現代の若者たちは、彼らの心や感情が、あたかも身体のような
実体とみなされるようになっていると述べる。以上の身体とアイデンティテイ
の関係について研究から見れば、 「席主主」としづ新語の非人化（脱身体化）と
多くの若者が「局主主jと自虐的に名乗る行為（嫌悪、皮肉に満ちた感興から自
分自身の身体を皮肉する）は記号的消費によってアイデンティティを確立する
こと及び対人関係を順調化することにおける失敗から必然的に引き起こされ
た現象であると説明できる。
だが、 「局主jとしづ新語の機能は、ただ若者が差異化競争に対する不満を
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発散するルートだけではない。 「局主主Jと名乗る若者の最初の動機は自己嫌悪
の部分が、 「席主主」とし寸概念の広範な収容性（「対人関係記号派」と「対人
関係退却派」、いずれも収容できる）があるので、 「席盆」が様々な若者に利
用されているのである。どのような若者が「席盆」を使用するのかという疑問
について、ここでは80年代日本の新人類とオタクを比較し分析した宮台の人
格システム論を参考に考察してし、く。宮台によれば、記号的対人関係を上手く
できない若者にとって、最も重大な危機はく世界＞を有意味化することができ
ないということである。これと世界中のよそ者になってしまう感受は同じこと
である。このような危機を免れるために、実は二つだけ方法がある。一つは、
記号的消費の世界の中でうまくやってしえ方法、またひとつは世界及び自己を
再解釈する方法である。宮台は、この二つの方法を用いる若者の人格システム
の類型を五種類に分けている。この五つの人格類型は表1のように整理するこ
とができる。
表 1 宮台（2006=207）における人格システム類型の五種類
高度な情報処理能力を用いて、期待水準を自由自在に調整する、柔
ミーハー自信家 らかいシステム。
頭のいいニヒリスト 期待水準を万事低めに設定することで、期待外れから自らを免疫化
するシステム。
バンカラ風さわやか 期待水準を万事高めに設定し、期待はずれに際しては規範的に対処する（期待
人間 した自分ではなく、失望させた相手が悪いとみなすことで、期待水準を変えな
し、）システム。
ネクラ的ラガー ド 期待はずれが生じうる領域（とりわけ他人の批判的視線を浴びやす
し、対人関係の領域）から退却する非活動的なシステム。
友人ヨリカカリ人間 近隣の活動的で、めだっシステム（したがってミーハー自信家）に追
随する模倣的なシステム（見かけ上は模倣の相手と見分けがつきに
くし、）。
宮台によると、記号的消費の世界の中で、うまくやっていける人格類型は「ミ
ーハー自信家」だけである。彼らは最も純粋な新人類である。そして、 「友人
ヨリカカリ人間」はフォロワーとして存在する新人類である。一方、 「バンカ
ラ風さわやか人間」は新人類とオタク、どちらにも所属しなかった。だが、彼
らは「く世界＞は明るく有意味だ、と事実的lニも規範的に先決しているj
(2006:213）ので、世界中のよそ者になってしまうリスクを根本的に回避し
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ている。 「頭のいいニヒリスト」と記号的消費は無関連であり、 世界に対する
定義（そもそも世界は無意味だ！）は非常に悲観的だが、宮台によれば、世界
を無意味と定義することが、実際は「頭のいいニヒリストJの生活前提を明確
化させる機能があるとしづ。従って、本当に記号的対人関係から完全に退却し
て無意味に生きている人格類型はネクラ的ラガードしかない。彼らにとって現
実世界は完全に不透明であり、また 「友人ヨリカカリ人間Jのように模倣を通
じて現実の未構造化から生まれた負担を免除する意欲もない。最後は生活世界
から退却して異世界に浸るしかないのである。言うまでもなく、彼らはオタク
になりやすい。
では、宮台の人格システム類型を借用して「屑盆jと名乗る若者を分析すれ
ば、結果はどうであろうか。
もちろん「バンカラ風さわやか人間」みたいないわゆる楽天家が 「席盆Jと
名乗る場合はただの冗談を言うだけかもしれないが、 中国の不完全な高度消費
社会において「ミーハー自信家」以外の4つの人格類型は全部自分が「席盆」
と自認する可能性があると考えられる。 中国の 「頭のいいニヒ リス ト」は「席
盆jのリーダーであるといえる。しかも、ミーハー自信家を模倣することでは
なく、逆に「席盆Jと名乗る「頭のいいニヒリストJもいる。最後の、一部分、
現実世界からまだ完全に退却していないネクラ的ラガード（オタク）も「席盆」
集団に加入する。なぜなら、同じく世界を透明化する機能があるが、中国の不
完全な高度消費社会（沈の観点：中国の新人類の生成が早すぎ！ ）において 「席
盆Jのような事前に期待水準を切り下げる記号的消費及び対人関係の失敗可能
に備える（どうせ俺は「席盆」なので、どんな洋服を買ってもオ、ンャレになれ
ないよ、だから買ってもいいが、買わなくても大丈夫。どうせ俺は「席盆」な
ので、恋愛はできないはとっくに決めるじゃん！）キャラクターはJ記号的消
費の舞台において達人になることあるいは追随することよりはるかに敷居が
低し1からである。従って、中国の若者にとって、 「席盆」の意匠、つまり 「頭
のいいニヒリストJと同じように、期待はずれから身を守る例の防御戦略に対
し異常に魅力を感じやすい。
以上見てきたことを考慮すれば、筆者の調査データにおいて誰でも「席盆J
な面があると思う若者の割合は圧倒的な多い理由は一目瞭然である。中国は高
度消費社会において記号的消費の観念は既に動いているが、一方、厳しい階層
格差及び経済地位の格差もずっと存在している。80年代日本の若者のような
相対的公平な差異化競争の舞台は元々ない。従って、誰でも「属盆」 な面があ
るというより、むしろ誰しもが期待水準を切り下げる考え方をしたほうが妥当
なのである。このように期待水準を切り下げる自己防衛は、不公平な消費能力
に基づく差異化競争によって引き起こされた。なぜなら、中国の差異化競争は
非常に残酷であり、傷を受けるリスクは高い（よそ者になるリスク、世界は不
透明になるリスク）からである。そして、一体どんな方法によって創療を解消
するのか、誰もが考えなければならないことになっている。 「局主主Jという新
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語は元々の使用意図は農村出身、都市へ行って生計を立てている青年及び都市
と田舎の接合区域に住んでいる青年に対して蔑視であった。この新語の非人化
と記号的消費競争において失意者の脱身体化感覚は絶妙に一致するので、結局
にこの新語を最も気にする若者は都市の若者である（最初「席盆jと名乗る若
者は非都市戸籍の若者が、彼らは少なくとも都市に住んでいる記号的消費を体
感する可能性がある）。もっと具体的に言えば、絶対的に低い経済地位に置か
れる若者の中で、差異化競争に参与する意欲を持つ人はそもそもあまりいない
はずである。一方で、ある程度、消費能力を有する中間階層の若者は、最も差
異化競争あるいは記号的消費の痛いところを感じやすい。もちろんこのような
若者の大部分は都市若者である。従って、 「席主主」の脱階級化、全国で流行す
ることは必然であるといえる。
こうした過程の聞に、 「席盆Jとし＼う新語の機能が格差用語から多くの若者
の自己防衛用道具へ変容していった。これは中国の「頭のいいニヒリスト」の
共謀とも言えるであろう。だからこそ、彼らは中国において「席盆」文化のリ
ーダーに君臨しているのである。 「どんな文化も、それが大規模に拡大してい
くプロセスでは、リーダーとフォロワーが分化する」 （宮台 2006:198）ので
ある。これは、リースマンにおける「他人指向jの表現かもしれないか、要す
るに、昔は中国の記号的対人関係の達人にギリギリに追随する一部分の 「友人
ヨリカカリ人間」は転向して「頭のいいニヒリストj追随することになる。い
わゆる中国社会において「屑盆」と名乗るブームの主力集団は「友人ヨリカカ
リ人間」である。最後、 一部分異世界と生活世界の問に動揺する中途半端な擬
似オタクとただ流行を追いたい「バンカラ風さわやか人間Jも「席盆J文化に
加入するのだ。
こうしてフオロワーにまで拡大している 「席盆J文化は、冷酷な若者差異化
競争と記号的消費による自己アイデンティティを証明する意欲に基づいて進
行している。したがって、このような背景は存在している限り、 「席盆」文化
は決して消えない。中国の学者は、 「席主主j文化は若者精神面の病気（自我毘
す、向上心が失う）或いは対抗文化の表現（反体制、反エリー ト、反金持ち）
だと考えているが、いずれも消費社会及びアイデンティティ問題を見落とし、
短絡的な批判に終始している。要するに、 「局主」 と名乗ることによって期待
を外れても自己像を維持できるので、この素晴らしい機能こそが、若者が「席
盆」と名乗る動機である。毎日、この機能を利用しあるいはこの機能を利用し
たくなる新しい若者は出てくる。言い換えると、記号的消費の時代において、
たとえ「席盆」は下火になっても、必ず何か「席盆」 と同じ機能を備える流行
語は流行ったであろう。 「とにかく期待水準を切り下げよ う！」のようにネガ
ティブな、自虐的な流行語の潜在機能は記号的消費時代において一部分若者の
自己像を維持させることであり、これも 「局主主」という流行語の生命力を保証
しているのである。
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2-3.記号対人関係、の更に短絡化一一一 「属盆」以後のネガティブな流行語分
析
「周主主」の生成と流行は、階層格差が明確に存在している中国において、既
に対人関係と結合する記号的消費と消費によって自分らしさを求める時代に
同時に入ったという特殊な状況から生まれた産物である。 「席盆」は敷居が高
い中国消費社会における一部の若者の救済コードになった。
だが、若者は分化していったが、新人類・オタクのような「対人関係記号
派Jと「対人関係退却派」をはっきり分ける状況は「席盆Jと非「席盆j にお
いては存在していない。あえて言えば、 「席盆Jと名乗る若者の人格類型にお
いて、 「対人関係退却派Jより「対人関係記号派」は多数派であるといえる。
宮台（2007）によれば、 80年代の日本人男性ニヒリストはオ、ンャレなポップ
ス音楽を支持しておらず、彼らは譜誰から語、晦へ変化した歌謡曲が好きである
という。これは、日本人男性ニヒリス トにおける「話晦志向」と「オシャレ志
向jとの非両立性を表現している。一方、「席盆」と名乗る若者の諮語意図は、
誰でも感じるが、「局主主jと名乗る若者、特に初期「席盆Jのフォロワーの「語、
晦志向」は強くない（完全に翰晦志向なら、そもそも「席盆Jみたいな新語と
名乗るのはありえないであろう） 。従って、非「席盆」と「席盆」の差異につ
いて主には記号的消費の達人と記号的消費について上手くできていないがま
だ諦めていない人の差異である。
ここで注意すべきことは、こうした同世代の若者あるいは改革開放以後に生
まれた若者の内部的差異が、ここまで顕著化したのは少なくとも 80年代以後
の中国において初めてのことだということである。そして、こうした内部の差
異の顕著化における新段階は次に説明する一連の若者の分類の開始である。ま
ず、 2012年 「席盆」とし1う新語が大ブレイクして以後、一目瞭然なことは「席
盆」は大きな商業価値を生み出しているということである。つまり、若者は「席
盆」の機能（期待に外れても自己像を維持できる）を充分に利用するとともに、
企業も同時に「席盆」という新語を記号的消費のネタとして非常に利用してい
る。要するに、中国の高度消費社会は不完全で部分的でも、既に発生した後期
近代の記号的消費が急に消えることはありえない。宮台は、 「高度消費社会と
は、あらゆる差異や落差を、等価なものとして使い尽くす社会である」 （宮台
2006:182）と論じている。従って、都市社会において若者が自ら作る 「屑盆」
と非「席盆」の差異は企業及び、マーケッ トに大きな商業資源を提供することに
なった。このような商業資源は少なくとも二つの物語を宣伝する。一つは「席
盆」内部に提供できる商品について広告であり、もう一つは「席盆Jから記号
的消費舞台に立つかっこいい若者へ変容できる商品について広告である。 「席
盆」内部においても自己は他人と微妙な差異を提供できる商品はいわゆるコス
トパフォーマンスが高い商品であり、値段が安くても値段が高い商品に負けな
い機能を持つので、同じ消費能力を持つ人々よりも独特な体験を享受できるの
がこのような商品の魅力である。例えば、近年中国のスマートフォンメーカー
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はほとんど自社のスマホの機能の高さと価格の低さを強調している。そもそも
消費におけるコストパフォーマンスの強調は高度消費社会において個性的消
費と合わないが、現在の良いコストパフォーマンス商品は昔のような単純な階
層コー ドと関連する物語とは違う。 どんなに値段が安く て機能が高いスマホだ
としても一部の人の選択に過ぎない。また、様々な階層でもこの部分の人は存
在する。つまり、多くの人はおっしゃれな大人気値段高い商品を追求するが、
私はあえてコストパフォーマンス高い商品を買うような「ニヒリスト」人格類
型における「諮晦志向」と便宜的に「ニヒリストJの選択に追随する「友人ヨ
リカカリ人間」こそがコストパフォーマンスの高い商品における消費者である。
このようなコストパフォーマンスの高い商品は 「屑盆」と名乗る若者の様々な
消費動機と一致するが、これは若者内部差異が商品の開発戦略に利用されるこ
とにほかならない。
しかしながら、 「頭のいいニヒリスト」と一部分の「友人ヨリカカリ人間」
が主張する期待水準を切り下げる 「席盆」化なライフスタイルの拡大はオ、ンヤ
レな記号的消費から退却する行動なので、企業の利益及びマーケットの多様性
にとって、これは良くないことである。 従って、記号的消費競争において失意
者（席盆）集団におけるイメージの反面として記号的消費舞台に上がってうま
くいける若者、つまり差異化競争において勝者のイメージも利用する必要があ
る。 「ある商品を買えば、差異化競争における勝者になれる」としづ単純な消
費行動の主流化は企業の意図である。その上、 「席盆」と名乗る集団の中に「友
人ヨリカカリ人間Jのような人格類型はそもそも記号的消費について積極的参
与者から転向したものである。転向の重要な原因は記号，的消費の敷居の高さで
ある。従って、もし記号的消費の複雑性を縮減できれば、すなわち、企業とメ
ディアによって消費をすることの意味（物語）を手とり足と り教えるマニュア
ルが大量に生みだ、されれば、記号的消費に対して部分 「友人ヨリカカ リ人間」
の衰退した意欲をもう一度取り戻せる可能性がある。
そのため、若者の内部差異において「席盆」の反面を明確化しなければなら
ない。差異化競争の勝者についての具体的イメージがあれば、若者内部の差異
や落差を徹底的に利用することが可能になるからである。しかし、中国には「新
人類」文化のような勝者を称揚する文化はまだない。確かに一部の若者は自由
に記号的消費の世界で遊んでいるが、彼らは中国の若者の平均的な消費能力と
経済水準を超えている。中国の新人類文化といえる人々は、最初から既に普通
の若者と隔絶しているのである。従って、日本80年代の新人類 ・オタクにお
ける階層コードの不在とは大きな隔たりがある。つまり、 80年代日本の記号
的消費と対人関係を結び合わせることは、新人類の 「高度な情報処理能力Jに
よって決まるが、中国の場合の消費能力の有無は記号的消費の前提条件として
存在している。 しかしながら、記号的消費における敷居の高さは平均的な消費
能力を超える新人類文化によって決まる。記号的消費のポジティブイメージよ
りネガティブな「席盆」群体はもっと早く浮上した理由は、階層の要素が明ら
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かに存在している高度消費社会という中国の特別な状態が根本的な原因であ
るといえる。このため、中国において記号的消費の勝者のイメージは極端に短
絡的なモノになった。つまり、中国の三高である。本論文第一章第1節に既に
説明した通り、中国の三高（ 「高富州」 「白富美」）は秀逸な若者を定義する
流行語が、日本の三高のように若者の素養に関するものに全く言及しておらず、
若者の外見の良さと経済水準の高さを強調するばかりである。中国の三高の定
義から見ると、確かにまだ拝金主義を連想する事実もあり、一部の研究者の主
張する若者精神面堕落を証明できる証拠になるが、筆者は、こうした経済水準
と外見を強調するばかりの三高定義こそ中国若者差異化競争の特徴と一致す
ると考えている。中国の男性の三高としての「高富川」 （背が高い、かっこい
い、金持ち）であれ、中国の女性の三高としての 「白富美」（肌が白い、美人、
金持ち）であれ、いずれも記号的消費及び記号的対人関係において、理想的な
若者のイメージになるための条件の短絡化であるといえる。消費によって自分
らしさを求めるなら、微視的差異の物語を買うなら、すべてお金があれば大丈
夫であるということを示しているのである。これは、記号的消費についての個
人のセンス（選択の能力）に関連する部分を排除し、記号的消費と経済条件を
短絡的に連結している。
一方、中国の三高について外見の良さを強調することは、対人関係の短絡化
である。かっこいいやつはモテる、可愛い女性は人気高い、しかも彼らは金持
ち、だから友達はいっぱい、彼女や彼氏もできるといった考え方は、対人関係
について実際に最も重要なコミュニケーション能力を完全に無視し、短絡的に
人間関係は外見によって決めると判断するものである（ちなみに、 2014年中
国のインターネット上で、流行っている成句は「この顔だけを重視する世界に対
してもう絶望するわ」、これは対人関係短絡化の継続） 。こうした 「お金をい
っぱい持ち、外見もいい若者はなんでもできるJとしづ短絡的な中国の若者内
部の差異化競争における勝者のイメージはただ一部の不如意な若者の妄想で
あるが、要するに、中国の三高の特徴は 「局盆Jと名乗る若者に普遍的に欠け
ていることである。欠けていることとは、いわゆる三高のような経済水準と
外見の良さよりも、より根本的に欠けていることは自由な記号的消費をコン
トロールする能力とコミュニケーション能力である。しかしながら、中国の
階級格差問題と部分的な若者の消費レベルはあまりに目立っており、多くの
若者は根本的な問題を意識できないかあるいは意識したくないのである。そ
の結果、短絡的に若者内部の差異化競争の勝敗は、自分で主導できない要素
（自分の家庭背景、自分の顔）に帰結する。
だが、中国の三高に対しての定義は本当にお金と外見について条件しか定義
しかないのか。筆者の調査における最後の部分の質問によると22、 「高富州J
に対する短絡的に印象を持つ若者は確かに少なくないが（直接に 「背高い、金
22質問は、あなたにとって、 「席盆」と「高富帥j に対してはどんなイメージを持つのか、説明してく
ださい
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いっぱい持つ、カッコしWリと書いた若者は数人がいる）、 「高富州Jに対す
る定義はすごく具体的に、お金と顔の問題だけではないと考えている若者も多
くいる。面白いことほ、誰でも「席盆jの一面があるという考え方に対して認
可する若者は多いが、こちらの「厚生生」に対して説明する部分は、多くの人が
「席盆」を批判している。具体的にいえば、 「屑盆」と 「高富川jを比較する
とき、多くの若者は「屑盆」より「高富州J経済的に良さも言及するが、最も
強調するところは「高富州」における外見と性格の良さである。特に「局主主」
外見のだらしなさと性格の消極性、 「高富州」の上品な気質およ，びポジティブ
な人生観という両面を同時に言及する若者女性は多い。実際、調査の中で「高
富州jの家庭背景の良さを全く言及せず、 「高富川」とお金持ち二世の違いを
わざわざ強調した若者もいた。これから見ると、 「席盆」と中国の三高の差異
は経済と顔の差異というより、むしろはライフスタイル及び性格の差異だと考
えている若者は少なくない。
また、本論文の第二章の第三節く表 11＞から示したように、 「席主主」は「三
高Jと最大の差異は経済水準と短絡に考えている若者は非都市戸籍より都市若
者が多く、女性より男性多い。こうした結果は、記号的消費に対して都市の若
者は短絡的に考え方を形成しやすいことを示している。しかし、一部の若者が
短絡的に考えれば考える程（性格やコミュニケーション能力の問題じゃなくで、
お金と顔の問題だ！）、実際に付き合う時は人間性をもっと重視する若者（お
金と顔の問題じゃなくて、性格とライフスタイルの問題だ、！）と一緒になるの
はより困難になる。そして、一部の若者の考え方は更に短絡化する。つまり、
元は対人関係の新作法として重要な価値がある記号的消費が一旦短絡化すれ
ば、共通前提不在に基づいて中国若者のコミュニケーション回路をさらに破壊
する傾向があるのである。
一方、消費社会マーケットにおいては、 「席盆j ・中国の三高という二元図
式の結成は重要な資源になった。 2012年「局主主jブーム維持時間の長さとそ
れ以後の分類系流行語ブームの到来について、メディア及び企業の扇動は重要
な役割を果たした。様々なマニュアルは氾濫し、 『「席盆」と平気に名乗る人
はこの有名ブランドのものではなくがコストパフォーマンスが高い商品を買
ってください ！』『「高富川」 （「白富美J）なら、不可欠なオシヤレな商品
はこれだよ！』という宣伝はどこでも見ることができる。結局、元々、過酷な
記号的消費と差異化競争から退却した若者が生成した 「席盆j志向が、記号的
消費にもう一度利用されることになったのである。また、一時期的に記号的消
費の敷居の高さに対して飽きて 「席盆」に追随することになった中国の 「友人
ヨリカカ リ人間」のような若者は、そもそも「局主主」文化だけが浮上したとき、
彼らは中国の記号的消費の難度及び中国の時代を超える先端な新人類に追随
することの困難を痛感し、 「席盆」へ転向したと言える。ところが、中国の三
高についてのイメージも浮上した後、マニュアル的なものによって、三高にな
ることが、明確的にある商品と直結するので（絶対に買えない高い値段ではな
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し＇＼）難度が下がった 。同時に、 「三高」と「周盆jの差異を既に明確になった
ので、「三高」と比べれば、「席主主Jのカッコ悪さはなかなか目障りになった。
従って、一度「席盆」に転向した彼らのしばらく収数した記号的消費の意欲（か
っこよさになりたい人気者になりたしサが再度復活した。つまり、中国の 「友
人ヨリカカリ人間Jの中に、 「局主主J文化のフォロワーとオシャレな記号的消
費のフォロワーは同時に存在している。
ここから、 「席盆」などネガティブな流行語が生まれた前よりもっと明確化
した激しい記号的消費が始まった。だが、このような素朴に消費行動と結合さ
れるオシャレな記号的消費であれ、 「席主主j文化であれ、いずれもコミュニケ
ーションや対人関係をより短絡化させる。宮台によれば、『私たちのコミュニ
ケーション環境における「社交技術Jの欠如であり、それこそがマーケターに
利用可能な情報格差をもたらしたのだ』 (2006:269）という。若者のコミュ
ニケーションについての共通前提不在によって、短絡的に記号対人関係を形成
した。短絡的に記号対人関係を形成したので、コミュニケーションや対人関係
はさらに「社交技術」から離脱する。こうしたルーフ。状のつながりによって、
ネガティブな流行語は消費社会から対人関係の領域へ伸び、短絡化な記号的消
費から短絡化な人間関係へ発展した。
もちろんこのようなネガティブな流行語の代表は「粉木耳J・「黒木耳Jと
「緑茶ピッチ」 ・「女漢子」である。要するに、 「粉木耳J ・「黒木耳」は一
部の男性若者の記号的消費と性を短絡的に結合する妄想について表現である。
具体的に言えば、 「粉木耳J・「黒木耳」とし1う新語が自分はモテない或いは
彼女を「入手」できない事実を無害化する手段である。 「どうせいい女性（処
女＝し1し1女性）は金持ちの彼女になってしまった。最後は金持ちに捨てなれた。
このような女性もう意味ない（非処女に対して俺は興味なし＇＼） Jという慰めの
手段に過ぎない。
一方、 「緑茶ピッチ」・「女漢子」と言えば、いずれも一部の若い女性の記
号的消費能力と対人関係能力が足りないによって生じる欠落感から生じる反
応である。三浦展（2005）によれば、女性にとって、仕事における自己実現
志向は一種の後期近代において自己不安解消行為（自己改造志向の未完成）で
ある。 しかし、女性にとって、男性並みに仕事ができる自分と、美しくセクシ
ーな自分（消費する自分）というこつの顔を持ち合わせなければならないので
ある。従って、女性にとって、消費する自分としての消費能力の欠如と女らし
くなる技術の欠如は、いずれも不安を引き起こすものである。従って、女漢子
という新語は男性のような強い生活能力、或いは仕事能力を持つが、美しくセ
クシーな一面を持たない女性の自酬である。 実際に、このような女性の自己不
安は普遍に存在しているものである。従って、筆者の調査において「女漢子」
としづ新語に対する印象を持つ女性若者は、都市戸籍と非都市戸籍、いずれも
割合が非常に高い。一方、 「緑茶ピッチ」は女性らしい外見と男性とのコミュ
ニケーション技術を備え、 まさに「女漢子Jの正反対のよ うな存在である。こ
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のような女性に対して、一部の若者女性は短絡的に彼女の行為を歪曲して理解
する（男の子とセックスしないが、これは腹黒いと呼ばれる） 。実際、このよ
うな妄想の根源は自己に対する不安にほかならない。
しかしながら、 「緑茶ピッチJという新語によって説明される女性のタイプ
はまさに過酷な記号的人間関係における男性の一番心配する男女関係の具象
化なので、そもそも男性の若者作った短絡的な男女関係（恋愛順調な男は金持
ちだけだ）が一部の若者女性が作った短絡的な女性らしい女性におけるイメー
ジによってさらに短絡化した（ F緑茶ピッチjは本当だ！やはり可愛い女性は
金持ちとしか付き合わない！）。だからこそ、筆者の調査において、都市の若
者男性は「緑茶ピッチ」に対しての印象が強い。最後に注意すべきことは、「粉
木耳」・ 「黒木耳」と「緑茶ピッチ」 ・「女漢子」の使用者の使用意図の共通
点は自分の「期待水準」を下げることにあるということである。おつまり「し1
い女性と自分は無縁だ。恋愛を憧憶する必要はなしリ、 「し1い男はないので、
自分が強くなるしかない、恋愛を憧僚する必要はなしリという考え方である。
要するに、現実の中に外部の人対する元々期待しなければ、わざわざ自分の社
交技術を改善する必要もないのである。自分の本当の 「願望水準」 （理想的な
対人関係）は、既に言う必要がない余計なものになってしまった。しかしなが
ら、もし中国の三高のような若者と付き合う機会があれば、若者たちは付き合
う気があるのか。筆者の調査によると（第二章第三節く表 10＞）、都市男性
若者学生以外の若者付き合う気がある割合はすべて半数すら超えなかった。都
市戸籍男性若者学生の割合の高さは性に対する過剰な欲望と妄想（現実にでき
ないけど、機会あれば、とりあえず…）のもう一側面における表現である。ほ
かのジャンルなの若者のE害賠心理を生成する原因は、やはり共通に信頼できる
前提の不在以後、記号的対人関係能力とコミュニケーション技術の欠如のため
に、多くの若者は他人に対しても、自分に対しても自信がなくなったきている。
これから見ると、 2013年の大人気新語「土豪Jは、ネガティブな流行語誕
生以来、記号的消費と対人関係の短絡化が深化された事実の一つの象徴で、ある。
コストパフォーマンスを気にしない 「土豪Jは決して「屑盆」ではない、しか
しながら、彼たちも中国の三高とも言えない。彼たちは記号的消費における差
異化競争の勝者に対する中国の三高より更に短絡的にイメージがある。つまり、
「良さ外見すらもう必要がない、お金があれば、行けるJという考え方である。
従って、 「土豪さん、友達になろうよ！ J としづ成句は、本当には半分譜諺
と半分羨望を組み合わせ、記号的消費時代において多くの若者に複雑な気持ち
を表現する。
本論文で示した代表的なネガティブな流行語の生成と流行原因について説
明はここで終わるが、中国の自己の時代に基づく記号的消費はまだ進行中であ
る。中国のインターネットにおける最新の流行成句は 「お金がある、だからわ
23宮台真司によると、自分と しての自分が本当に望むものを 「願望水準」、 現実に期待できるのはこの
程度と見切ったものを 「期待水準」と言い分ける。 ノ
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がまま」という成句である。筆者は、この成句は見事に中国において記号的消
費によって自分らしさやアイデンティティを証明する意欲を表現していると
考えている。 （お金が有る＝消費できる わがまま＝自分らしさ） 。しかしな
がら、消費によって自分らしさを達成するとか、アイデンティティを証明する
とか、他人と関係するといったことは、ある意味すべて虚構な物語に過ぎない。
特に、現時点での中国人の平均消費能力から見ると、そもそもこのような物語
が始める出発点は人によって大きな差がある。従って、中国の記号的消費の過
酷さと短絡化は長い間続くことが予想できるであろう。このよ うな記号的消費
を選ばなければならない若者がいる限り、このような差異化競争としづ袋小路
に入り込んだ若者がいる限り、ネガティブな流行語とか、ネガティブな考え方
とか、 出来るだけ「期待水準」を下げる戦略（ニヒリス ト人格類型の繁殖）は、
急に消える可能性はゼロである。
2-4.ネガティブな流行語の行方 「現実」と 「虚構Jの等価
前節は既に述べたとおり、現時点においてネガティブな流行語ブームはまだ
一種類中国の新しい若者文化現象とみなすが、筆者はこの文化現象は未来の長
い間に続ける可能性は高いと考える。実際にL過酷な記号的消費及び差異化競
争に基づいて若者におけるニヒリスト人格類型の大量繁殖は不可避なので、非
「局主」群体のイメージ短絡化によって生じる変化 （非「席盆j群体の短絡化
によって「中国の三高」が生まれ、そして 「中国の三高」の短絡化によって 「土
豪jが生まれる）はずっと続けるかもしれないが、出来るだけ「期待水準Jを
下げる戦略を持つ「席盆」群体というネガティブな流行語における土台は相当
に強固である。
とはいえ、 「席盆Jと名乗る群体あるいは「期待水準」を下げる方がいいと
~ ＼う考え方を持つ若者はそのまま拡散すれば、 ネガティブな流行語の行方、更
に中国の若者のアイデンティティ変容の行方は何のか。筆者の考え方は、この
まま最終の行方はネガティブな流行語は自己維持の工具としてずっと存在し
ているのではないか。
宮台によれば、日本の 80年代の差異化競争が終わった以後、コミュニケー
ションの「島宇宙化」現象は今でも続けている。その原因は、初期の新人類世
代と比べれば、下の世代において「比較による自己評価」の視点は段々 と消え
て行く。言い換えれば、ポスト新人類世代の若者は差異化競争の高い敷居から
抜け出すために、 「差異化志向の消滅Jという戦略を持ち、そして、不透明な
他者の眼差しを適応するために、 「視線への無関心さ」としづ戦略を持つ。こ
うした変容の結局は、ある若者群体の 「島宇宙Jと別の若者の 「島宇宙Jの聞
には優劣関係はなく、ただ互いに不透明なままである。
「島宇宙化」は「自己の時代Jの最終的に段階であろうと筆者は考えている。
実際に、宮台によると、 「自己の時代J及び［自己の時代］における 「島宇宙
化jの深化どともに、今日の日本の若者文化或いはサブpカルチャーについては、
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既に「現実」と「虚構」が機能的に完全に等価となった。 しかもこうした「現
実Jと「虚構」 の等価と 日本昔の記号的消費はずっと前にもう全く関係ない。
ただ「『虚構（ゲーム） 』を 『現実』のように生きる『セカイ系』と、 『現実』
を『虚構（ゲーム）』のように生きる『バトルロワイヤル系』とが、分化した、
ここ 10年以上続いている状況は、安定した動的均衡状態（定常状態）ですJ
（宮台 2014:130）。要するに、 「自己の時代Jにおいて自己のアイデンティ
ティを維持するために、記号的消費の段階であれ、 「島宇宙」 の段階であれ、
虚構を現実化する若者あるいは現実を虚構化する若者は必ず存在する。しかし
ながら、ちゃんと考えれば、いわゆる「セカイ系Jと「バトルロワイヤル系J
については、いずれも本当の現実（生活世界） の非現実化であろう。従って、
宮台によると、現在の日本はある意味に全民オタク化の時代である。
一方、階層コードは明らかに存在している、しかも全面の高度消費社会段階
とまだ言えない現時点の中国における下部構造に基づいて記号的消費及び差
異化競争は続けているのである。従って、 「記号的消費における舞台の達人・
記号的消費における舞台に上がれない若者」としづ二元図式の維持状態も必ず
同時に続けている。しかしながら、筆者はここで言いたいことは、強く階層コ
ー ド（階級格差）は存在している背景に基づいて中国の記号的消費時代の若者
文化は日本よりもっと早くに「現実」と「虚構Jが等価化になる可能性がある。
なぜなら、 出来るだけ 「期待水準」 を下げる戦略を持つ「席盆」群体は 「自己
の時代」 において最大な及び最後の特徴を既に持っているのではないか。つま
り、自己のアイデンティティを維持するために、現実を虚構化している。
そもそも、自己のアイデンティティを維持するために、自己は自己に対して
承認しなければならない。自己の時代において自分らしさを求めるといっても、
まずは自分の存在を肯定する必要がある。ドイツの哲学者アクセル・ホネット
によれば、私たち人間は他者とかかわり他者から承認を得ることを通じて自己
を確立するのである。 24もし私たちは他者及び社会から承認を得ないなら、私
たちにおける自己信頼、自己評価及び自己尊重が欠損した状態を生じさせてし
まう。結局は、広く集団のメンバーに共有される社会の問題であることになる。
しかしながら、周知の通り、現在の中国は格差社会或いは不安定な排除型社会
である。それによって、個人として大部分の他者或いは社会から承認を得るこ
とはかなり難しいことである。従って、自己信頼、自己評価及び自己尊重を獲
得する手段を変えなければならない。宮台（2014）によれば、こうした自己
の存在を肯定することはく自己のホメオスタシス〉と呼ばれる。そして、現実
を虚構化にすること （過酷な現実を納得できるようになるために、現実を虚構
しなければならなし＼）はく自己のホメオスタシス＞において戦略にほかならな
し＼。
従って、例えば「席盆Jと名乗ることとか、わざわざ「期待水準」を下げる
24詳しい分析と整理は村津和多里・山尾貴則 ・村津真保目 ［2012］を参照しよう。
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こととか、自分の期待外れは自分の消費記号の強度の不足を帰結することとか、
現在は中国の若者は記号的消費に対する短絡化理解における表現及び自己承
認の戦略における表現（つまり「席盆J群体中のフォロワーの考え方とリーダ
ーの考え方）、両方とみなすことても妥当と筆者は考えているが、未来は、現
実を虚構化にするという自己承認の戦略は「自己の時代Jにおいてずっと続け
るではないか。しかも、現実を虚構化にするという自己承認の戦略を選び人は
絶え間なく増えることは予見出来るので、結局、中国においても「現実Jと「虚
構」の等価化は不可避である。そして、ネガティブな流行語は現実を虚構化に
する道具として、例えば中国の全面高度消費社会がついに到来するあの日ても、
中国の全面高度社会が終わるあの日でも、日本のような島宇宙化時期に至るあ
の日でも、ネガティブな流行語を使用する若者はずっといると筆者は考えてい
る。大津真幸はこうした現実をわざわざ虚構化する戦略は「アイロニカルな没
入」と表現している。宮台によれば、結局は、これは「く自己のホメオスタシ
ス＞のために汗だくになっている姿」ということになる。
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終章
まとめと今後の課題
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第1節論文のまとめと論文の意義
1・1.論文のまとめ
近年の中国流行語の新特徴、主に筆者が定義するネガティブな流行語の中身
のネガティブ性、自虐性及び譜語に対する研究を行ってきた。しかしながら、
先行研究はネガティブな流行語と中国の階級格差の関連を重視するが、現実は
多くのネガティブな流行語の使用者の階層の広汎性と一部のネガティブな流
行語の階層における無関連化を説明できない。また、若者のネガティブな流行
語について使用意図と使用心理を分析する先行研究もあるが、こ うした研究は
ほとんど若者の態度を問わず、ネガティブな流行語を使用するのは批判すべき
ことを前提として研究が進められている。
本論文は、現時点での中国社会には厳重な階級格差問題が存在することと、
それによってネガティブな流行語の生成と流行に影響を与えることについて
否定するつもりがないが、従来の階級格差論に関する研究理論を支持しない。
本論文は一部の中国の若者問題研究理論と外国の近代理論、アイデンティティ
研究及びサブカルチャー研究を結合し、ネガティブな流行語と消費社会の発展
の関係及びネガティブな流行語と若者アイデンティティ確立の関係を重視す
る。つま り、本論文の意義は、階級格差論による流行語の説明の困難さに応え
る試みである。そして、調査と論証に基づく本論文の知見は、記号的消費と対
人関係の結合、消費を通じて自分らしさを求めることといった後期近代の風
景と中国社会発展における不均衡の聞に生じる矛盾及びこの矛盾から生じる
中国若者の自己との葛藤こそネガティブな流行語の生成と流行の重要原因で
あるというものである。また、本論文はネガティブな流行語について若者の使
用意図及びネガティブな流行語の機能に対して先行研究より詳しい分析し、視
角は従来先行研究において強調する若者文化の対抗性を放置し、若者のアイデ
ンティティに対するネガティブな流行語の機能性に着目した。
1-2.本論文の意義
筆者にとって、本論文主要な意義は二つがある。一つ目は、 中国の社会学若
者研究或いはサブカノレチャー研究論文として新味がある。本論文は、従来の中
国若者の流行語に関する先行研究より もっと具体的にアイデンティティ理論
及び後期近代理論を利用し、そして他国において相似的に状況と比較して結論
を導出する。特には、中国のサブカルチャー研究として 日本のサブカルチャ
ー研究とアイデンティティ研究を大量に引用することはめったにない。もう一
つ目は、筆者の研究は従来のネガティブな流行語に関する先行研究のような短
絡化研究になることをできるだけ回避する。短絡化研究結論を回避するために、
筆者はネガティブな流行語の機能を特に重視する。ロパート・マー トンの機能
分析（Merton1949=1961）を借用すれば、この論文はネガティブな流行語に
おいて顕在的機能と潜在的機能及び順機能と逆機能をなるべくに探した。それ
によって、本論文では、短絡化している記号的消費の時代の中に短絡的に流行
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語研究になり、そして「自己の時代」において流行語文化及び若者文化を更に
短絡させることを防止する。
第2節今後の課題
さて、以上で本論文のまとめは終了である。ただ、本論文はいくつかの課題
が残されていると筆者は考える。この中に最も大きな課題は中国の記号的消費
時代の行方と若者変容の行方について問題である。宮台によれば、 80年代新
人類・オタク文化以後、若い世代のコミュニケーション回路の分断によって無
数に分化した「島宇宙」にこもる若者たちは総＜オタク＞化になった25。一方、
中国の「席盆」系若者群体は、明らかに部分80年代「オタク」 のような人格
類型の特徴を持つ人はいるが、記号的消費に対する未練を残す人もうたくさん
存在している。または、中国の非「席盆」と「席盆」の記号的「落差」を観察
するとき、階層格差或いは経済能力の差異は考えなければならない。従って、
こうした若者のアイデンティティ変容は社会にフィード、パックし、格差社会及
び排除型社会において特徴を融合する可能性がある26。要するに、階級格差と
いう重要な事実と自己の時代の関係に関して検討することが今後の課題であ
る。
また、本論文において筆者は宮台の人格システム類型と中国のネガティブな
流行語の使用を結合して分析した。80年代の日本若者の人格システム類型は
現在の中国のネガティブな流行語使用者の類型と重なる部分があるが、もちろ
ん完全に同一ではいけない。一方、筆者の調査はかなり不完全で簡単な調査な
ので、調査のデータと分析が対応する部分は多いが、調査デ）タの有効性には
疑問が残る。従って、ネガティブな流行語の使用者の類型と使用意図をもっと
正しく分析するために、もっと科学的なネガティブな流行語に関する調査を行
う必要がある。これも今後重要なやるべきことである。
25宮台によれば、新人類とオタクの聞の、コミュニケーション形式それ自体の共通性である。
要するに、し、ずれにもコミュニケーション回路を限定する。こうした共通性によって記号的「落
差」が意味を持たなくなった。 新人類とオタク、いずれも広義の＜オタク＞になる。
26三浦展［2005］の『下流社会』 、山田昌弘 ［2007］の『希望格差社会』など参照
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